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日 本 建 築 協 会 会 告

て当院へ移築されました。

日 時 11 月 15 日 出 集 合13 :  3ト今解散 16 :  30 

集 合 場 所 京都市北 区紫野大徳寺勅使門前 ・目襟会旗

〔参考〕 市バス… 京都駅前( 西出口前) 又は阪急電車四条烏丸パス

停より ( 204)乗 車 → 大 徳 寺 前 下 車 ( 50 円)

※京阪三条からは集替えで直通はありません。

師 帝塚山学院大学教授 工学博士岡 田孝男氏

員 30名

貸 し 500円( 拝観料、抹茶その他 )

込 往復はがきに限ります。はがきは 1 人に 1枚限りとし、

氏名・勤務先名及ぴ所在地名 ・連 絡 屯 話 番 号 ・返 信 用 宛

名 ・郵便番号を記入し「大徳寺の茶室見学(2)J と明記の

上 11月 5 日( 村までに建築協会事業課へ。ただし定員を超

過した l時は抽せんにて決定し、ご通知いたします。

‘ 建築家のための“ みどり" 学習会( 第 4 回)

ーみどりを建築に ・ー デ‘イスカッションと樹木スケッチー

昨 年 6 月から始まりましたホみどり H の学習シリーズは、視点を

大自然の中から次第に街 1:1-
1
に移して、今回はいよいよ建物まわりの

みど リについて考 えることにな りました 。この方面に iEZ旨の深いゲ

ストをお招きして、それぞれの立場からのお話を伺い、日頃の皆さ

まの考え方などを 出し合 っていただき 、都市 のアメニティを高める

上での研究を fiat んでし、ただきたく思います。会場は秋も深まった私

I打植物園の自然、の中を選ぴ、街中のみどりに閲しては樹木自体の形

態が大きなウエイトをもつことから午前中は樹木のスケッチも行い

たいと考えております。

ふるってこ' 参加下さるようお待ちしております。

日 時 11 月 22 日出 ・小雨 決行

集 合 11 :  00→ 16 :  30現地解散

太回| 盗信氏( 1奴倉建築研究所大阪事務所取締役)

西 良祐氏( 大阪府立図芸高等学校教諭)

宮 崎 研一 氏( 大阪市公図局企画課主査)

京阪屯鉄 ・交野線「私市( きさいち )J 駅 改札出口付近・

目標会旗

交通費は各自負i I l ( 淀屋橋→私市、片通 150円)

京阪屯率淀屋続発 10
・

04京都行急行乗車→枚方で交野線

に乗り替え 10 :  39発私市行乗車→ 10 :  59私市若( 終点)

40名

300円 ( 植物園入場料、その他 )

11 :  10→ 11 :  30 私市植物図案内

11 :  30→ 14 :  00 樹木スケッチ ・観察( 昼食 ・自由行動)

14 : 時→16 :  30 ディスカッション「みどりを建築に」・考える

16 :  30 現地解散

. スケッチ指導( コラムデザインセンタ一所長宮後浩氏)

. スケッチの用具( 樹木採集はできません) 、カメラなど

. 弁当、水筒 ( ｉｾ 付近には食事の施設があ ＱＩ ません Ｉ

往復はがきに限 ります。はがきは l 名に 1 枚 |浪りとし、

「みどり学習会( 第 4 回 )J と明記の上、氏名 ・勤務先名

および所在地、連絡11 I : 話番号、返信用宛名、郵便番号を

記入し、 11月 10 日( 月) までに建築協会事業課へ。

集合場所

ト

〔参考〕

講

定

会

申

ゲ ス

4 京都福徳ビル新築工事の見学会

京の商業地域の中心部、烏丸通に巣ミカゲ石のどっしりと落ちつ

いた外装の銀行ピルが11月の末に竣工いたします。

「この敷地には、大正初期 竣 工の旧福徳相 互 銀 行 京 都 支 庖 ビ ル ( R C

造石貼、 B1、3 F、P1、延面積 1，578
m2)

が建てられていたが、同行

の業務の発展に伴い 、装いを新たに、最新 の機能を持ったオフィス

ピルとして、建てられたものです。従って京都の金融商業地域に建

つピルの典型として 外観と、将来の地下鉄又は地下街用の連絡階段

や、烏丸通
1)

前面のピロティーを設践して、都市機能への積極的参

加 をはかつています。 …・・ 大林組本庖建築本音11設 計 部

主 任 技師 ・酒井明四郎氏記」

今回は大林組殿のご協力により上記福徳ピルを見学いたします。 11

月初旬の京の街の散策をかねて多数ご参加をお待ちします。

日 時 11 月 8 日 出 集 合14 :  0か→解散 16 :  30 

集合場所 京都福徳ビル正面玄関付近 ・目標会旗

ただし阪急屯鉄京都線「烏丸
J

駅 下 車 → 西 出 口 よ り 北 東

方面( 掲示あり) を地上へ→烏丸通を北へ( 烏丸車庫方

面) 100 ｭ の東側 Ｑ｝Ｈ 交ｾ附は各 ｬｾ￭ｈｉｉ ｟ ・ ｊｴ 泊梅悶より Ｒ ＰＰ Ｑ 月Ｉ

40名

200円

往復はがきに限ります。はがきは 1 名に 1 枚限りとし、

氏名 ・勤務先名・役職 ・連 絡 屯 話 番 号 ・返信用宛名 ・郵

便番号を記入し、「京都福徳ビル見学会」と明記の上10月

30 日同まて寸こ建築協会卒業諜へ。ただし定員に達した時

は拍せんにて決定の上お知らせいたします。

工事概要

所 在 地

建 築 主

設計・施工

面 積

京都市中京区鳥丸通錦小路上ル手洗水町670. 662

株式会社淡路町ビルデイング

株 式 会 社 大 林 組

敷 地 面 積 1，498 .493m
2  

建 築 面 積 l ，368.607m2  

延 床 面 積 12，025.298m2  

構 造 規 模 S R C造 地 上 8 F、地下 2 F、第屋 2 F

高 さ 軒 高31m 最 高42.4 m 地 下 GL - 12. 0m

外 壁 外 国 産 黒 ミ カ ゲ 本 磨 及 白 色 大 理 石 貼

機械駐車設備 パーキングタワー中型 30台用 2 基

工 期 昭 和48年 6 月15 日→昭和]50年 11月26 日

員

資

込

定

会

申

員

費

程

定

会

行

昭和50年度茶室見学会( 第 2 回)

4 大徳寺の茶室見学の会( 2  )  

持 参 品

込申

附le ・勤務の都合などで、午后のディスカツションのみに参加される方は申込書にその旨

ご記入領います。

1  建築とを士会/ 1975年 IOf-lサ

大徳寺の茶室見学は第 1 回 ( 10月25 日) に号| 続いて第 2 回 も本会

名誉会員岡田孝男先生の御案内で催すことになりました。多数のご

参加をお待ちいたします。

1  真 珠 庵の庭玉軒( 重文) 2I!J o台目、下座床、中柱、台目切りの

席で軒内のつくぱいで有名。江戸時代初期、金森宗和の好みと

伝えます。

2 . 孤蓬庵の忘茎と山雲床( いずれも 重 文) 忘 筆 は 12帖 の広問、 山

芸床( さんうんじよう) は 411山半台自の席です。原作は小堀遠外|

ですが江戸時代後期に焼失し、松平不昧によって再建されたも

のです。その際、山雲床は龍光院の密庵を模して作られました。

3. 三玄院の箪庵 3 帖 台目、下座床、中柱出炉の薮内家の燕庵の

写しです。江戸時代後期に酋本願寺内に建てられ、明治になっ



日 本 建 築 協 会 会 告

昭和50年度

4 建築工事実務講習会開催お知らせ

開 催 日 第30回 10月15日( 7 J < ) 対象者本年工高卒

第 31回 10月21日( 火) 本年大学卒及昨年工高卒

講 義時間 各固とも午前 9 1時→午後 5 11寺

会 場 大阪証券会館 9 階ホール

( 大阪市東区北浜 1丁目 31番地 )

講 義課目 ・講師

地 工 計 画 梅 原 洋 一氏 大成建設側大阪支広工事長

現 場 製 図 越 本 昌 弘 氏 側 大林組工務部技術課長

積 算 渡 辺 | 径 氏 側竹 中工務府見積音11見積課長

受 講 料 1 名6，000円 ( テキスト代3，∞0円を含む )

定 員 各固とも 150名

0 詳細は本会事業課へお 問合せ願います。 T E L 大 阪 ( 231) 9640

Ｐ な お、 Ｙ 月 ＱＰ 日付にて開催案内を主主・ Ｔ ｯ［Ｎｾ住所宛に発送いたしまし

た。

4 沖縄海洋博建築写真集の頒布について

この 写真集は全施設をカラーで集録したもので、会場のガイド役

としても 、記念品としても最適であリ、また、公式記録として永〈

保存されることになりますので是非こ の機会にお買い求め下さ L 、。

会貝特価 2，600円 送 料200円

・体裁

女*11型 タ テ 225'" X ヨコ 270 '"

* 総頁 136頁

( 好評頒布中 )

安印刷 オフカラー80頁 図版 ・文章その他 2 色 刷

・下記申し込み用紙にて日本建築協会までお申し込み下さい。

所在地 〒

会社名

御芳名

ーキリトリ線一一一一一一

沖 縄 海 洋 博 建 築 写真 集 注 文書

T E L  

部課名

支払方 法 振 替 現金 銀 行 振 込

領 収 書 要 不要

@  I  

送本希望( 送料200円) 直接受領( 送料なし)

上記の通 円申 し込みいた します。 I〒541 大阪市東区北浜三丁目三七

昭 和 年 月 日 申込部数 冊 |主要 日 本 建 築 協 会

2  

4 第12回「よろず、相談住宅展」開催

一緑 と太陽 と住ま い一

会 期 昭和50年11月 7 日樹 - 12 日附

会 場 そごう百貨庖 7 階催場

主 催 社団法人 日本建築協会

後 援 大阪府 ・大阪市 ・住宅金融公庫 ・日本住宅公団 ・朝日新聞社

会場内容

( イ) 住宅よろず相談所

( ロ) プレハプ及び分譲住宅会社の相談 コーナー

( ハ ) 新建材及び設備の展示コー ナー

( ニ) 太陽熱を 利用した住まいに関する資料 コーナー

....r建築基本計画のための環境問題J

一一 予測と対策一一 講習会開催

主催/ 日本建築学会近畿支部

後 援 / 大 阪 府 ・大 阪 市 協 賛 / 日 本 建 築協 会 ・大阪府建築士会

と き 昭和 50年 11 月19 日刷、 20 日附A.M.9 :  30 - 5  :  OOP.M.  

と ニ ろ 大阪府決 林会館講堂( 大阪市東区法円坂町10 N H Ki R隣)

今回、日本建築学会近畿支部では会員多数の要望に応え、各分野

の研究者ならびに行政の担当者を講師 に招き、環境問題に関する講

習会を下記のごとく 開催することにな りました。

講 師・ 内容 ・時間割

・第 1 日( 19日)

1. 日 照 / 伊 藤 克三 氏 ( 大阪大学教授工時)

2 .風 害 / 関根 毅氏 ( 1司立公衆衛生院主任 研 究 只 工 博)

・第 2 日 ( 20日)

3. 騒 音 / 前川 純 一 氏 ( 神戸大学救 援 工 博 )

4.行 政上 の諸問題

(1)公害の基本的な考え方 / 飯山章夫氏 ( 大阪府生活環境部公控室長)

(2漣築指導上の諸問題/ 西脇 消氏 Ｈ 大阪府建築部位築指持ｾ主幹 Ｉ

定 員 300名

会 費 会 員 10，000円 ( テキスト代を含む)

非会員 12，000円( テキスト代を含む)

申込方法 申込書にご記入のうえ、返信用封筒 を同封し、現金合留

により会費を添えて、お申し込み下さい。 折 り返し参加

券と領収舎をお送りします。 申込書については、申込先

の学会近畿支部にお問い合せ下さし、。

申込締切 昭和 50年 11月12 日制

申 込 先 日本建築学会近畿支部事業係宛

干550 大阪市西区靭 1 丁 目118 大阪斜学技術センタ ー内 T E L 443- 0538 

このたび、 4 1穏集会室の椅子新開に際し、開あめりか屋社長前野

隆太郎氏よ り多額の補助を蹴きました。

ここに誌してそのご好意に対し厚〈御稔申し 上げます。

昭和50年 9 月

社団法人 日本建築協会

現



日本建築協会会員のあなたさまへO
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お名目i j / ご自宅住所/ ( T' ) 電 話 番 号/

( フリヵ・ナ)

お勤め先/
| 役職及び所属部課/

お勤め先の職域〈該当のものに O 印を) /

1.  1級 建 築 士 事 務 所 2. 2級 建 築 士 事 務 所 3 . 建 設 業 ( 一 式) 4. 建設業( 専門) 5. 会社 ( 営 繕)

6. 官 公 庁 7. 公 社 公 団 8. 学 校 9. 建 材 業 10 . 設備 業 11 . 不動産業 12. プレハフe 業 13. その他

ご担 当の職務〈該 当のものにO 印を>/

1 . 建築設計 2. 工 事 監 理 3. 情 造 設 計 4. 設 備 設 計 5. 積 算 見 積 6. 現 場 業 務 7 . 都 市 計 画

8 . 行 政 9 . 研 究 教 育 10. 建 材 業 務 11. そ の 他 技 術 的業 務 12 . 代 願 業 務 13 . その他

資 格/ 一級 建 築 士 口 それに準ずる方( 二 級 建 築 士口 その他口 )

日目平日

学 歴 / 卒 業 校 : 専 攻 学 科 : 卒 業 年 度 : 大正 年 卒

日IfIi台

加入団体〈該 当のものにO 印を) /

1 . 日本建築学会 2. 日 本 建 築 協 会 3. 日 本 建 築 家 協 会 4. 建 築 士 事 務 所 協 会 5. 建 築 士 会

6 . 全 日 本 建 築 士 会 7. 都 市 計 画 協 会 8. 日 本 住 宅 協 会 9. その他

購 読 期 間 〈ゾ印 をつけてく fごさ L 、>/ 1年 ( 26冊 ) 7，000円( 1 冊分269同〕 口 3年 (78冊) 14，∞0円( 1 冊分179円) 口

日 日経ｾ ｾ ｾＪｓ￭ｾｾ阻
害 い 月 亨 NI KKEI ARCHI T E CT URE  

Zi ll 百去予約購読申込書(1127二五万bf t J FT立27)叫一
季ま ｊ ｾ 照
号で日工

'76 (二泊 i

割tZ  

221L 

料 版と 音声

Z湾整暗

号fZ号

L を南グ

そ白土手



ｬ［ｾｾＮｾ 凶］己ト手陣 ｪｾ 同国

変化する建築の世界の今白色明日のお仕事に

役立つ情報とば凝縮する日経宍ーキテクチュ尤

第一線でご活躍のあなたきおここそ

ぜひお読みし、ただきたし、と考えます;

⑨海外建築界の代表誌、 <AR>、くENR>、<AA>と全面的に

提携じて、とくに海外情報を充実させていきますL くAR>→

<ENR>→ENGI NE-ARCHI TECTURAL  RE CORD、

ERI NG NE WS  - RECORD. . . 以上、米国マグロウヒノレ

⑨計画、意匠、構造、 設備、監理、施工、さらに建築に

直結した社会・経済問題までを幅広く取りあげます。

⑨建築界の変化の早さ・激しさはいままでの建築ジ、ヤ

ーナリズムのワクを超えています。そこで、日経アーキ

テクチュアは変イ七を先取りするために隔週発行( 年26 社の発行。くAA>→ L' ARC田T E CT URE D' AUJ OUR -

D' HUI ' " 仏テクニックユニオン社の発行 。冊) といたします。

購読制。毎号、読者のご自宅へ直送いたしま問題を提起します。・建築誌で初めてのスタ- 建築と環境・社会とのかかわりあいを人間

す。そして、常に読者との対話を図りながらッフライター制。ユニークな取材体制で、すの視点でとらえます。例えば、ある建築物の

そのエッセンスを次号へフィードノ f ックさせべてのページをオリジナノレな記事で埋めます。利用者、 または、その周囲て生活 し- c いる人の

てまいります0 ・1年 ( 26冊 )7，000円(1冊 分269

円〕、3年 ( 78冊)14，000円( 1 冊分179円〕。これは

個人で読んでいただくための安い料金設定。

- →及建築士およびそれに準ずる方々にお読それぞれの立場からのコメント 。角度を変え

みいただきたい、と考えます。・毎号約130て、建築家個人の人間性・な }:' o・建築に携

- 140ページ。ハンディタイプ。・年間予約

- 明春 4月5日、倉IJ 刊号に同封して、請求書

と料金振替用紙をお送りします。購読料のお

支払いはその後で、 お近くの郵便局からお願

いいたしますo. 目先圭アーキテクチュアを創

刊する、日経マグロウヒノレ社は一 一日本経済

新聞社と米国マグロワヒ ノレ社の共同出資で

設立された出版社。

日経マグロウヒル社販売部

〒101 東京都千代田区内神田2- 1- 2

T E L  (03 ) 270- 0251附 270- 5910(酪

日経別館

わる方々の立場に立って、今日から明日への
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日本建築協会法規委員会

ー ナ

n疑なと' の; ! l : 稿をお f寺ちしてお 1) ます。

9 6  

定 期 報 告 制 度 に つ い て

今 年 度 は 、 改 正 定 期 報 告fl ，ll J 支の 2 年 目 で 、 新 規 用 途 で は 共 同 住宅 ・寄 宿 舎 等 が 報 告 の 時Jtll に当たりま

す。今年度の定期報告義務者に対する通知文書は下記のとおりであり、これにより制度の認識を深め

ていただき、また、ご意見などをお寄せいただければ幸いです。( 大阪市怨築局建築指導部監察需品水 谷 正 幸 )

2. 財 団 法人 大 阪 建 築 防災セ ン タ ー の設 立

特 殊 建 築 物 な と の 定 期 調( 検 )査 報 告 制 度 を 円 滑

に笑施するため、建設省は全国都道府県ごとに

建築物の防災の推進を目的とする団体の設立を

指示し、大阪府においても昭和48年 12月 に 、 府

をはじめ府下の特定行政庁並びに建築関係の各

種 団 体 が一体 と な り 定 期 調( 検 ) 査報告制 度の 受

託 業務 を は じめ、建築防災全般に | 刻して の 卒 業

を行う「財団法人 大阪建築防災センター」を

設立しました。

3 . 規 則 等 の 改 正

先年の建築基準法改正により、特殊建築物等の

翻 ( 検 ) 査対象物の拡大及び報告 周知jの短縮 等 建

築 基 準 法 第 12条の規定に基づく定期報告f I ，llJ 支が

特殊建築物所有者 ( 管理II 者 占有者) 殿
安全な維持保全に努める社会的責務があります。 強化され、これに伴ない大阪府並びに l符下特定

大 阪 府 大 阪 ，11 盟 中 市 堺 市

東大阪市 吹 田 市 町 槻 市 守 口 市

抜 方 市 八 尾 市 泌 屋 川 市

このような状況に鑑み、国及び大阪府下特定行 行政庁は、定期調( 検) 査報告対象物の指定及び

特 殊建 築物 等 の 定 期調( 検 ) 査報告制度について

(通 知)

近年、市街地における建築物は、高層化、大規

模化、用途の多様化あるいは、構造設備の複雑

化 の一途をたどっております。このため 、建築

災害については最近のデパ ー ト 火 災 等 に 見 ら れ

るように、ひとたび災害が起きると多数の人命

財産が失われると いった危険 を生じて おり、由

々しき社会問題とな って おります。

建 築 物の防災は 、建築 l侍のみならずその後 の 適

正な維持管理が重要であり、所有者等はつねに

a  . 建築物の定期開査報告

政庁は次のよ うな措 置 を 講 じ て お り ま す。

1 . 建基 築 準法の 規 定

建築基準法では、人命財産の保護を図るため、

建 築 確 認 制 度 ( 同法第 6 条 ) 、完了 検 査 制 度 ( 同

法 第 7 条 ) 、所有者等 の 維 持保全 の 義務 ( 同法第

8 条 ) を 規定し、とくに特殊建築物については

同法を改正し、そ の 避 難 及 び 消 火 に 関 す る 技 術

的基 準 ( 同 法 第35条 ) を強化しております。 さ

らに特殊建築物、 昇 降 機 及 び 遊 戯 施設 並 び に 建

築 設 備 については、その所有者等は法に定める

資 格 者 に 定 期 的 に そ の 状 況 を 調( 検 )査させ、そ

の結果を特定行政庁に 報告 す る義務を規定して

おります。 ( 同 法第 12条 )

( い)

用 途

( ろ) ( は)

学 校

公会堂 ー集会場

公衆浴場

( い) 保lの用途に供する部分の床面般の合計| 報 告 の 時 期

100m
2

を低えるも の

20 0 m
2

を組えるも の

200 m
2

を越えるもの

日召布149年 4 月 1 日から翌年 3 月31 固まで及び

昭和50年から起算して 2 年ごとの年の 4 月 1

日から翌年の 3 月31日まで

| 病 院 開 所 ( 肘 の収 I200山 越えるもの

答施肢のあるものに限る )

昭和50年4 月 1 日カら 2翌年の 3 月31日まで及

び昭和51年から起算して 2 年ごと の年内 4 月 1

共同住宅寄宿舎

劇場・映画館減益場

観覧場

百貨庖 7 ー ケ y ト

ホ テ ル 旅 館

30 0 m' を飽えかっ地階 を除〈階数が3 以上の

もの

100 m'  (出外観覧席にあ って li 1000  m ' ) を

越えるもの

30 0 m
2

を越えるもの

20 0 m
2

を組えるも の

1 日からヨ翌年同 3 月31まで

毎年同 4 月 1 日から翌年の 3 月31日ま で

「定期報告換務のしくみ J

の実施

(財) 大阪建築防災セ ンター

地織法人

a 指定対象台傾向霊倫

b 定期線告案内 { 又' " 聞係行被斤に

代勺て指示 l

c 管内資格者白"' 11: 指'"

d 定期I i 告集務的受託

指定対象物件の

所有者 。管理者

報告時期等について、他行制IIRIJ を一律に改正し

昭 和49年 4 月 1 日か ら施行し てお りま す。

上 記 の 措 置 に 伴 な い 、 大 阪 府 並 び に 府 下 特 定 行

政 庁では 、下記 の要領で定期調( 検 )査 報 告 制 度

を実地しております。 従 って本年は立殿が所有

又 は 管 理 し て お ら れ る 建 築 物 ( 建築設備) がそ

の対象となって おりますので御 通 知 し ま す。

記

イ 定期報告の時期等

別途( 財 ) 大阪建築防災センターから通知します。

( 参 考 ) 斜IIRIJによる指定対象物及び報告のH寺Jtll

等 ( a 表、b 表参聞 )

b. 建築般備等の定期検査報告

用 途
報也ク滞寺却l

エレベーター及ぴエスカレーター

毎年の4

a 表の( い) 欄に掲げる用途に供する建築 月 1 日か

物 (学校 ・診療所 ー観覧場で屋外に 縦覧1$ ら翌年の

を有するもの及び共同住宅は除< ) で、床 3 月31 日

面積の合計が 500 m 2 を舷えるも のに設け まで

る換気設備、俳優設備及び非常用内照明装

iu' 

』庭用エレベータ一文はエスカレーターで観

光のためのもの、ウォ ターシュ- ｾＮコー

スターその他これ らに類する高架の遊戯施

設、メリーゴーランド、観覧車、オクトバ

ス、飛行mその他これらに航する回転巡動

をする遊戯胞設で原動機を使用するもの。

L 一一一一

ロ. 報 告書の提出先

各特定行政庁は、定期報告事務の一 宮11を( 財)

大阪建築防災センターに; 事務委託しておりま

すので、報告書は下記へ提出して下さい 。

大 阪 市 東 区 博 労 町 2 丁目 41番地 ( 干 540)

T E L - 06- 261- 0212  

財 団 法 人 大阪建築防災センター

( 報告 書 の 事後処理上、特定行政庁は直接報告

書の受理は致しません。)

ハ . 特殊建築物の調(検 ) 査 資格 者

大阪建築防災センターに業務登録している調( 検)

査資格者の調( 検) 査を受けて下さい。

ニ 報 告書の 機 式 等

の報告・作成 報告 書 の様 式 は 各 特 定 行 政庁 の施 行 細 則 で定 め

( i 主) ｾ中 は、 般的信聾務関係を - - . は定期 輯 告 韓 務 の班 れを示す.

てお りますが、統ーした用紙は、大阪建築防災

セ ンターに備えております。

( 在) 特定行政庁は、大阪府においては、知。1>並びに大

阪市、 ｧ ｾｲｪ Ｚ Ｑ 市、堺市、東大阪市、 ｬ 次自 ｬ ￯ 打、 ｾＧ ｾ ｦ ，岐市、守 口

r I i 、枚方 il; 、八尾市、寝屋川の各市民です。

ill 築と社会/ 1975年 101-1号 3  
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お 客 様 を も て な す 応 接 室一一一 い わ ば 、 そ の 家

の 顔 と も い え る 大 事 な 部 屋 。 容 貌 の 良 さ も さ

る こ と な が ら 、 お 客 様 の く つ ろ ぎ を 誘 い 出 す

雰 囲 気 づ く り も 大 切 な 要 素 。

華 麗 さ の 中 に 、 自 然 と 心 や す ら ぐ・ ・・・ ・・トータ

ル イ ン テ リ ア 「 松 山 」 は 、 そ の よ う な 空 間 づ

く り を 押 し 進 め て い ま す 。

ろ

N  - f.I: AA; !  
一
一

大阪堀江/ 心斎橋/ 東京

-

関

西

崎

・

近

鉄

m

・

南

高

由

市

・

地

下

鉄

御

堂

筋

崎

市

四

ツ

嶋

崎

開

千

日

前

車

. 本l吉/ 大 阪 四 ツ橋 筋 立 花 通 り 角

宮 大 阪 ( 06) 531 - 6  4  5  1  ( 代表〉

4  



町 屋 空 間

上 谷 重 男

J) L11 よくニュータウン，1 I 日目的 '1 ' に 凡 られる' 主 i.
i

;

・佐 川 と ｉ ｮｪｾ 佐官 ｉ ｬ｜｝ の融作という ［ｾ ｉ Ｍ ｬｬｨ Ｑ が幾度となく

Ｎ ｩ ｬ Ｍ Ｑ Ｑ ｬｬ ｪ され、その ｊ 立に桝決策がｾ，ｴＮ " 、: I  ｾ せないま ま

き て い る な か 、 >;，.J'. II の II IT.t f" を !J ふ い て い る と あ の

桁 f の 災 し さ と 同 時 に 、 私 jj ; の .L、 の 訴 え る 悦 山

は 、 近 隣 J，'; - ｦｪｾ ＺｇｩＺ ｉｈｊ が独持の ｉ Ｑ ＵＧ 必 ｬ 立 ＱＱ 町家 ｊ 作によっ

て 川 成 さ れ 、 そ れ が 日 常 生 前 と 深 〈 交 わ っ て い

る と い う '11 - 尖に会う時、現イ1ーの 新 町II " i と い わ れ

るニュータウン的生ｩＱ ｩｾ ｈ｜ｊ というむのが、これ

ら の l町民 に 比 べ る と 余 り 良 い 解 決 策 と は い え な

い の で は な L 、かと忠わi L る。

一 本 一 本 の 木 片 が 自If っ て い る 桁 F を 比 る II ，¥' J P'ii ，・

な る .L、 の 繊 細 さ を 感 じ る と 1，;1 11与 に 、 そ の 桁 f二の

辿 統 に JI ' -i i，' な大 11旦 さ を 感 じ る . 一 つ 一 つ の 刊uえ

の '-1' に J I' -i i，' な制". L、のr - I=. .t f . と大胆さを円己 っ た 桁 I三

げの巡れ， Ｇ ￨ｾ ｵ｡ である田 ｊｌ ｴＧのストリート Ｑｾ ，｜Ｚｊ止、そ

れ は 利 JJ 匝 の 浴 衣 1¥'( 1を. l i"Ii た ゆ; J - ，り女 Nーのl 4 やかな

以がＡ必じられる 。 これらの ｉｉｉｔ ｌ ［ｩの・ Ｇｾ ｮ｜ｊ は r'I 然 と

い う も の を 完 全 に 担1' 1 除した人工的 な 宅 IBJ て' ある

にもかかわらず、その ｾ ｉ ｂ ｊ 榊 成の ＧＱＧ に ｮ ｴＡＮ えがＡＧＦ＼［

じ ら れ る 。 収入の校制: [ の Io : さによ っ て 。

川 l古! の '1' に凡られる1 ' 1然 の 厳 し さ と い っ た も の

をＥにＮ｜ｊＺ，減しなくて済むという ・ Ｑ Ｇ［ に起凶して ｾＱｾ

てくる' 全 1:¥1 、 そ れ が 町 民 で あ ろ う 。 n 然 の 品an

な l( f i カリ此も端的に現われている ・11 - において布Il ，n

の耳' 11: 人的 lぽ が 1'1 1然 の 物 に 予 を 加 え て 、 そ し て 人

1ての 物 を 自1I る と い う 万 法 的 '1' で 1'1 然 を 入 れ て ゆ

く と い う lifAな 丁 司 法 が 比 句 れ る 。 - J t - J j ) o この町

民 の 路 地 を 少 む 11年、我々叫! W i に悦わ っ ている- / ' i

L 、 こ の III Tf誌を自1I っ て き た 恥t 人の' . I ; : _Qi 1J なり、

そ の 洗 総 さ れ た 「 尖 ｊ に刈する深い打 ， ｩ ｊ Ｇｾ［ Ｇｦブ ｊ に弁 ｬ

読者の頁

を行ってＮ＾ｦｾたであろう ｊｉｕ ｲＮＱｦ 任が、 ｴ ｬ じ の ＱＧＮＱＮｾ ｦｾ 主 力

を 基 に ＱＧ Ｑ 己の腕でし っ て、 Ｑｉ ｕＧ￯ Ａ の ｌｬ ｉ ｾ 処 に 小 さな

打11を ti ll っ て い っ た . そ れ が })L.j' 正、ボ の II rf Ei l _にも II__C

敵 す る し め と な っ た ，

ｾ 川 となってきたしのではないが‘ ｛ Ｑ 下百 Ｑ Ｑ 正 Ｑ Ｑ の

釜 山 内 ＧＱＧ に 比 い ＱＱ｜ される担 ｦ Ｇ ， ｬ ｦｉｊＧｾ ｉｂｊ 、それは ｊ ｩＢ ｩ ￮ Ｇ［ ・

に 培や い だ 衣 JJJl を "ti た f ヒ制1' <7) ｾ込のする・告 ｉＱ ｜ｊ であ

ろう 。 それと比較して以内聞 ｦｬ せ は人 川 町川町 ｾｬ＼

らない、 ｡Ｎ ｪ ｟ｬ ニリの Ａ ムｾのツ出 ｂ｝ ではないだろうか 。

そ れ は 点 の 職 人 は 1"1 じめ心を，1'1' 之 、 文 化 と い う

むの 、 ｾ ｉＺｊｊ とい っ たむのを仰ぎすますといった

方 向 を 求 め て 米 た と い う '1'; か ら :Hた も の で あ ろ

う。 人 !日lが 文 化 的 rl' ，(. 、といわ れ て い る 所 に 1'1 じ

を泣く i時、 el 己 の は や る 心 を n'，米 る 1' 1-[ ')  ｾＧ ｉＧ えＮ

，Iff. ヵ、な mc : れを三位ゲ〉ょうと' ずるてーあろう 。 人 NHヵe

女; イヒの中，心ヵ、ら附U l . てし、ると 12-u拙 し た 11年、そi L

りの文化に対する怖れとい っ たものを 抑 える ｾ ｉ ｾ

が 出 米 な い で あ ろ う 。 そ れ が 人 間 的 「 業 J で あ

り 、 そ れ が職 人 と い っ し め で あ ろ う 。

日常 生 前 を 送 る '1' て柄、 '1'，前と 1.
1
;' 住 宅 I:¥J 、 近 隣 商

業主苫!日1と い っ た も の の 刷 ! 作 が 比 り れ る 1111以 内 j凶

路 空 間、 そ れ は 人 H¥J 的 なスケーノレから 断 れ る こ

となく 、 人 Il¥J'I =.il; を 包 み 込 ん で い る 。 朕 史 的 な

目玉音 j立 =a 1l¥J が 現 代 の 社 会 的 i的変動の叫' J l i Jk の '1' に

お い て も 、 な お ' 1'，き l主 き と そ の ' I:_ Q ; をより 姐l 的、

人 間 と 共 に 少 み 、 そ し て J) Lイ 正 な お 抑 制 し い IIlf bi

の 空 間i と い う む の は 、 U I t : 宅I l ¥J の 一 つ 併 で あ っ

た の で は な い だ ろ う か . 特 に 都 市 に お い て は /

{ うえたにしげお U 姐 築 企 副 主 )

ア メ リ カ あ ん ど メ キ シ コ

とひ「ある言己

そ の(2) ロ ス ア ン ジ エ ル ス 森 田 茂 夫

し て 長 い Il¥J 、 色 々 の む の を "f.こ ん で き た 。 今 迄 長 サ ン フ ラ ン か ら ロ ス ま で U A  ( ユ ナ ィ テ y ド ・

い J[，'il との '1' で円ノド Ili 米 の 北村 で あ る 木 村 を 使 用 エ ア ラ イ ン ) の IIH 什幾 に 点 リ . ロ ス の 国 際 空 港

し て 、 そ し て そ の 木 村 の 長 所 を 引 き :J'， す 'F，の :J'. に 治 〈 。 やたら同 ｊ ｦｉｩ デカイＧ午 ｩ 必である 。 Ａｊ Ｚｾ ｩ から

米 る 収 入の. j ; ¥， っ ていた「テクニカノレ也: ff lI J 、その 品 ｩ まで社主こうと 思 って凡て ｌ 、 引 が 無 ければ ｾ Ａ ｾ ｾ

，ｻｻ ｾ イをふ引 Ｚｕ ､ ， に 仕七 げてゆき、ぷ材の ＧＢＱ Ｑ へ Ｇｅ 命 思1なイ立 で あ る o ｭ Ｎ かな坂辺町 ｦｪ Ｇ ・ ＧｩＺＮＡｊＭｲ 、 Ｎ ｾｾｉ ，のおい

を 炊 き 込 ん で ゆ く と い う 峨 人 的 執 念 、 そ れ ら が し い 街、 2E 54L 澄 ん で い た サ ン 7 ラ ン シ ス コ と

こ の 以 仰 の II rr bi が長し、1 m史的 自1" てリl三 き 続 け て こ 対 間 的なロスアシジエノレス。サンフランは! J - r 路

れられた. l ! 1¥rh で あ ろ う 。 の才， 牧市 <j江路 の 」二や lJ r 幻に ，'f t " . 、てあり、: 家却の

な nHを自1I っ て ゆ く と い う 安 勢 の '1' か ら 、 自1I る 人 番 地名も奇数f I I リと 11.品数 fllll に 分 れ て お リ 、 さ が し

nnの 込 め ら れ た r 生 命 力 J と い う も の r 公 正! J 、 や す く 歩 く た め の lJ - r という印象であったが、ロ

r ;u配溢 J とかし、 っ た 姿 勢 を こ の 宅 1:11の '1' に 〈 れ スはスモ才グて' 汚れた! J i で ど こ に 行 く に も 1'I!fi的

て は い っ た 時 、 そ の 宅 ItHが 持 っ て い た 生 命ブJ と l_II が な く て は i;;J も で き な い fili で あ る 。 ニ の ロ ス

い う も の が 例 却 の も の か ら - A の 辿 統 的 }i (o'J へ で 一 帯 印 象 に 伐 る の は 、 欠 j 註- / ' i ーが数多く 11 に っ

と 変 化 し て ゆ く 。 そ れ が 風 対 尖 と い っ た も の 、 <  'Ji - であった 。 や は り 工z を 小 心 に し た 大 .J'. II会

現 代 の ア ー バ ン な も の へ 変 っ て ゆ く 、 そ れ が 京 で あ る た め と [1，われる 。 サ ン フ ラ ン で は 件 目¥1か

打11の IIl f ｨｬ の 巾 で与 Ｚｊ ｪ てくる 。 反 ｎ に木 ｾ ， ｾ の力 Ｑｾｬ ｬ，Ｎ、 ら ょ っ Ci " らいなど } ι らt L なか っ た カ ペ ロ ス て。は

宅 /l ll の 村i 成 万 法 に ブJ を 注 い だ と 忠 わ れ る I1を腕 i(:' い た る 戸 斤 で 比 ら れ 、 特 に ，'. 1，1; 人の多くJ . I l ま っ て い

山 の IIlf bi を み る と 、 低 い く ぐ り 戸 を く ぐ り 、 ー る 所 で 多 〈 比 ら た 。

が! っ た の は ダ ウ ン タ ウ ン の 〆 イ フ ラ ワ ー ホ テ ル

と な く 欲 ; 1<不 i附 の占Il rl i と い う Jι い が し て く る 。

ち ょ う ど 大 み そ か の 日 で あ っ た の で 、 ，:': jl M ピ J レ

のｾＯＮＮｻか句一年 ＱＺｉ ｊ￭世 ｊｔ ｊ したデスクカレンダーを

ば ら ま い て 的 て て い る 光 ) jt に. " つか っ た . そ れ

しー ヶ 所 で は な く て 、 あ ち ら こ ち ら の ピ ル 、 オ

Ｗ ィスの窓から、人却が ｾＧ ｻＮ /; f と し た 炎tl' lて寸i'J 干、

I") ) j  t l ( という 1' 1" 、'1、 さ な そ の 1，j: 臼 の ノ モ J円相t を 、

さ ら に ひ ど い 所 で は J マン チ の ロ ー ノ レ ペ ー パ ー ま

で 的 て る の で あ る 。 Jか い て い る 人 的 無」什 ，IJt さ に

比 べ 、 そ の う れ し そ う に 伶 て て い る オ 7 ィ ス の

/、 i主グヲ J.::.h
I
1... . .. 0 ＮＧ ＮＱ ＮＱＺ っ Ｇｩ ｏ ｴ｟Ｎ、 ｔ ス Ｗ ， ・ノ レトグ Ｉｪｮ ｾ 唱

カe まるで・ ，; . の降 っ た あ と の も}自にま つ 1' 1に な っ て 、

そ う じ の お じ さ ん ら 、 お ま わ リ さ ん し あ き ら め

品川であ っ た o 111J となくスケジューノレベコ [1寺川 に 腕

iJt lJ さi Lf . 辺 且L i I: A グ〉ストレスカず骨非ヲE し t.c ょう卒、

し、や - fo[[ の ス ト レ ス 解 消 法 の よ う に ，目、えてくる。

こ れ が ピ ジ オ 、 ス で11: l 入一端i を 行 く ア メ リ 均 的 現 実

のま5な の か 。

J t  11 の 側 、 ノ キ シ コ に [1.J か う た め 、 ロ ス ア ン ジ

ェルス ｉ ｬ ｩ ｬｬ ￭ｾ Ｇ ｾ 浴に行くタクシーの 小 で 、 珍しく

1I ，' It L わ た っ た ，，; - - ，告にジエ y ト4幾カ《光州' 士I を il上っ

てハ ｹ ピー ・ ニュー ー イヤーのＧｻＺを 払 ｾ ｩ ¥.. 、て い る

の を 凡 て . 思 わ ず 「 あ っ JJ て月 な ん だ な あ 」 と ホ

γ と し た 気 分 に な る の は 、 や は り 日 本 人 で あ る

た め で あ ろ う 由 。 ロ ス に li' ん で い る 友 人 が 色 q

と ピ " リ ー ヒ ノ レ ズ で の 生 前 や 、 LF . 人のくらし_ "

リ 士事を ｉｉｬ ｾ っ てくれたが、なかなか 技 勾にはＺＮｊｦＡ，必

と し て と ら え に く し 、 。 ま さ に 巡 FI J ， ｴ ｴＮの けＧ での ｡ｾ

米自J>の 般 に 思 え て く る 。 ど う 々 え て L -l ミJYJ (I'J Uミ

;Ik の よ う に ，也 え て {I : ) j カずない 。 ノ キ ン コ y ティ

へ li .J か う メ ヒ カ ー 十 航 引 の 機 11_1で 、 な ん と な く

に ぎ や か そ う に 飾 っ て あ っ た J 、リウ ッ ド 、 長 .i!Jj

り の ＮＧ Ｎ Ｑ Ｎ｜ 人的ｾまってきわいでいる路 ｉ 也 、カＧラの

がい併す正 行 、 ju li 加 で う ず く ま り ，r' i J こうとししな

い主人 、 ｾ Ｇ ｻ［ /: l としたヨ制Jf で カ レ ン ダ ー を J!t て て

い た φJq :j5 μ 等 身 、 あ る 一 1Mの ア メ リ カ の 必fff が

氾 ! " 、 う か ん で き た . さ て メ キ シ コ で は ど ん な 人

と Ｚｉ ｾ 1斗 い 、 ど ん な 必 し を 比 る ニ と が て' き る で あ

ろ う か . I1走 行 機 は 才 、 オ ン で 色 ど ら れ た iJ r へ filJ け

て グ y と 機t 1ー を 下 げ は じ め た 。

( もりた しげお ー 柴 問 石 本ill 築 '1' 務所)

J t 巾 へ 入 っ て ゆ く と 、 人 々 を ド ラ マ の 巾 の 役 者

へ と 変 え て ゆ く 。 1吹抜 m ll¥] 、 上 /l IJ とl坐 lj i止の 川 に

ある緊 帰 したｾ ｮＺ ｊ 、それは Ｚ 秋川伎の 砂 ， ｉ ｾ ｊ にも似

た 桝 成 で あ る が 、 そ こ に は 主 人 と i>J.: 1I 1人 、 パ→昆

と小 作 人 と の 身 分 を 完 全 に l文別 し て し ま う 、 日実

然 と し た 1:8: >)11が存イ正している 。 役 名 ー で い え ば ド

ラ マ を がI じ る 主 役 と わ き 役 の 区別j で あ ろ う が 、

で あ る カ ペ と り あ え ず ホ テ ノ レ の illill を 、 サ ン フ 企市役所前 マ ミュージ y クホール

IIIJ か ら 泌 〈 雌 れ て い る 向 山 、 そ れ は .J'. II へ の 慣 れ

を 持 ち つ づ け た で あ ろ う 。 又 ま だ 凡 ぬ 俗 や い だ

に 化 へ の 慣 れ 、 そ れ は 日 本 的 中 央 部 に { 立 近 し て

い る 人 勾 の 気 持 を 代 弁 し て い る 宅 / l 刊を fill り た い

と い う 願 ぜ が 感 じ 句 れ る o l' mへ の 思 い を か っ た

て な が ら 1"1 己 の 腕 に み が き を か け 、 日 々 の 研 錬

ラ ン と 同 じ く で き る t.: け 少 き ま わ り 、 見 て ま わ

っ た 。 1' 1分 の II I ! で、アメリカの JJ L実 的 資 、 資 本

主義社会の紡区 ｬ の イ 了 織 をたしかめ 、 Ｑｾ ｜ < 感 じ る

ものカずあった 。 乱 立 す る ビ J レl作とオ、コ tJ ' ;_I オf イ

灰 色 の! J i を歩くと、くずれたレンガ』加などに ( 1

ペンキで「ヤンキー ・ ゴウ ・ ホーム ｊ などと ｉｉｾ

か n て あ る 。 L't 、 メ キ シ コ グ 工 ヒ J 也て' あったカ、ら

だ ろ う 。 ; } ' ，伐りの〆キシコ人l J i ( オノレベラ l Jr)

な ん て い う の も あ る . ア メ リ カ 式 に ポ プ コ ー ン

の 袋 を も っ て ジ ュ ー ス を 飲 み 飲 み 欣 策 し た . ミ

ュ ジ ン タホーノレ、，ｴｊ ￯ ［ｴ ｩｾ 斤などを 歩 いたがなん



水に、スキをみせるな。

0.01 ミリのスキ問 でも、 水は遠慮、しませ ん。

〈日アス 〉は、防水工事 ひとすじに 50余 年。

この小 さなスキ間との、長いたたかいを続け

ているのです。 もちろん O シグマートによ

るウエルドシステム O 特殊絶縁防水工法( 特

許ス トライプ工法 ) 0 メルタン防水工法など

の技術と、完全責任施工 ・年限保証が私たち

の強力な武器。 全国90カ所に も

およ ぶく日 アス 〉ネットワ ー クの、水も モラ

さぬたたかいぶ りに、ぜひご注目ください。

地 区

北海道

会 社 名

日本防水総業株式会社

日本防水総業( 繰) 旭川出張所

日本防水総業( 株) 釧路出張所

日新建工( 株) 札幌出張所

大和工業( 繰) 苫小牧出張所

日新建工( 繰) 仙台支庖

伊藤建材綜式会社

いわき建材工業株式会社

春日工業株式会社

金岡工業練式会社

北原建材工業橡式会社

木下工業繰式会社

協立エ襲縁式会社

大東スレ ート 橡式会社

東京澄育稼式会社

トーフジ工業縁式会社

日新建エ株式会社

日本綜合防水株式会社

野口工材株式会社

鴻図工業検式会社

富士エ材繰式会社

藤渥育興業株式会社

フタパ興業( 繰) 東京営換所

北条涯膏工喋縁式会社

マサル涯膏工業繰式会社

大和工業株式会社

;1膏建材稼式会社

有限会社神守建材社

金港;1育株式会社

不ニ防水工業株式会社

石図建材工業株式会社

石岡建材工業( 株) 大宮支庖

石田建材工業( 繰) 宇都宮出張所

涯膏建材( 株) 宇都宮出張所

株式会社奈良屋高庖

同和建業株式会社

同和建業( 繰) 長野営業所

縁式会社f山嶺

有限会社折橋政次郎商庖

有限会社小島工業所

島屋建設株式会社

石橋建材練式会社

協和建材工業株式会社

三井工喋株式会社

所在地

札帆市

旭川 市

釧路市

札幌市

苫小牧市

1111台市

東京都台東区

東京初中野区

東京都荒川 区

東京都新宿区

東京都渋谷区

東京都盛岡区

東京都港区

東京都足立区

東京都荒川区

東京都千代悶 区

東京都荒川 区

東京都渋谷区

東京都 渋谷区

東京都千代間 区

東京都江東区

東京都中野区

東京都新宿区

東京都江東区

東京都 台東区

東京都荒川区

東京都千代田区

横須賀市

機浜市

横浜市

高崎市

与野市

宇都宮市

宇都宮市

水戸市

新潟市

長野市

松本市

高岡市

高岡市

金沢市

福井市

消水市

静岡市

電 話

T  E  L  ( 231)  7  5  1  1  代

T E L  ( 32 ) 0 0 8 4  

T  E  L  ( 23 )  2  0  5  6  

T  E  L  ( 221)  5  0  1  5  

T E L  ( 34 ) 3 3  5  8  

T  E  L  ( 62 )  4  1  0  1  代

T  E  L  (842)  1  4  3  1代

T  E  L  (385)8153・(389)4制6

T  E  L  (802)  3  8  7  1代

T  E  L  ( 363)  4  3  4  1代

T  E  L  (462)  5  3  4  1代

T  E  L  ( 634)  0  8  2  1代

T  E  L  (433)  1961 . 8485 

T  E  L  ( 883)  3  1  3  1代

T E L  (803) 3 4 8 1- 3  

T  E  L  ( 252)  5  9  0  3  

T  E  L  ( 803)  2  4  1  1代

T  E  L  ( 403)  0  1  7  1代

T  E  L  ( 444)  3  5  3  1代

T  E  L  ( 263)  4  8  6  J  代

T  E  L  ( 634)  0  1  6  1  代

T E  L  (3紛 5697'(369)  5ω7 

T  E  L  (208)  0  2  5  6 代

T  E  L  (643)  3  9  6  3代

T  E  L  ( 842)  6  3  1  J 代

T  E  L  (802)  4  7  5  1代

T E L  ( 861) 2 7 0 6 - 8  

T E L  ( 22 ) 4 2 8 8  

T  E  L  ( 421)  6  5  2  1  - 2  

T  E  L  ( 231) 4 4  6  1  

T  E  L  ( 22 )  3  3  0  1  - 3  

T E L  ( 53 ) 12 2 5 - 9  

T  E  L  (35)281ι (34)創24

T  E  L  (22 )  9  7  3  7  

T  E  L  ( 41 )  5  1  4  1代

T  E  L  ( 45 )  2  2  5  1代

T E L  ( 27 ) 0 2 9 8  

T E L  ( 58 ) 3 1 8  7  

T E L  ( 22 ) 0  9 9 9  

T E L  ( 23) 0 3 9 1  

T  E  L  ( 42 )  5  1  5  1  

T E  L  ( 23 ) 0775 '  0885 

T  E  L  ( 45 )  2  2  2  1  代

T  E  L  ( 85 )  9  1  5 1- 2  

地 区

東 海

会 社 名

三f言建材工業株式会社

大池建工株式会社

軍事防水工業株式会社

辰己防水工業有限会社

中央建材工業練式会社

東京建材工業株式会社

東海物産繰式会社

日本建材鋼業株式会社

宮崎建材株式会社

池田渥育工業繰式会社

株式会社神原商庖

清水興業株式会社

日新エ材橡式会社

日新建エ( 練) 大阪出張所

日本綜合防水(橡 ) 大阪支庖

フタパ興業株式会社

マサル ;1膏工業( 株) 大阪営業所

マルエス工業株式会社

久下商庖

東洋建材株式会社

中村涯膏工業株式会社

棚図建材有限会社

有限会社ミサキ商会

束中国防水工業株式会社

株式会社三洋技建

三和防水工業稼式会社

豊永建材株式会社

大和工業( 橡) 広島出張所

株式会社巴商会

大三工業株式会社

徳島大三工業株式会社

株式会社マルマス河野商庖

株式会社山本商会

大三工業( 株) 高知支庖

安蔵工業株式会社

加茂装備株式会社

日建エ材株式会社

株式会社工材社

安藤工事繰式会社

株式会社大ニ商会

日新興喋株式会社

株式会社北原建材商会

上原建設工業社

t
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t
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t

1

5

4

t

9

招

3

6

8
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3

5
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代
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代

代

代

3

7

0

代

代

代

代

代

代
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代
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0

代

9

6
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5

1

け
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川

ト

削

ト

ト

ト

ト

け

l

ト

い

7
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1

2

i

5

6

ト

8

6

1

日

川

川

川

2

5

げ

ト

o
一

リ

ト

ト

問

1

8

1

0

8

1

1

4

3

一

ト

拘

引

8

0

7

8

4

4

4

l

ト

5

9

2

5

6

7

6

7

1

6

{

t

(

1

2

6

6

2

!

5

9

2

2

8

1

4

1

6

2

5

5

7

J

1

2
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. 建設省 東計第 240号認可L他 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

、h固， 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 - 2 8 日 新 工 撲 株 式 会 社 内 合 ( 882) 2424大 代

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 - 2 8 日 新 工 業 内 包 ( 882) 2424大 代

中 部 支 部 名 古 屋 市 千 種 区 千 種 通 り 2ー19( 岐 阜正 ピ ル ) 日 新 エ 襲 名 古屋 出 張 所 内 包 ( 741) 6257 代

関 西 支 部 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 通 り 4 - 3 0 - 2 日 新 工 業 大 阪 支 庖 内 包 ( 329】

製 造 元/ 日 新 工 業 株 式 会 社 九 州 支 部 福 岡 市 憎 多 区1車 多 駅 前 ト 2 4 - 1  0  日 新 工 機 九 州 出 張 所 内 含 ( 451) 1095 代

東 北

関 東

信 越

北 陸

近I i !

中 国

四 国

九 州
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建 築

二L

と 社

A

Q

一
品

ニュース l凪品i : .を，h ill り〈ださい.

日 本 銀 行 大 阪 支 庖 の 改 築 第 1 回 夏 期 新 建 学 校 聞 か れ る

日 本 銀 行 大 阪 支 1苫 は 、 改 築 工 事 中 の 同 支 情 的 完 新 砧 築 家 技 術 者 集 r : ll ( 略 林 新 挫 ) で は 、 官1) 立

j此 図 を 発 表 し た 。 計 阿 で は 、 最 初 に 敷 地 の 阿f I I リ 以 米 5 周 年 )-1に あ た る 1975年 内 全 保L1 e 聞の- ZE1

部分に新金) ，j ( 館 を 建 築 し 、 恥1い て 現 金 ) ，Hftfi を 取 として、 ｲ ｾ 1 国 文 j 刷 新 他 学 校 J が 去 る 7 月 26 日

り こ わ し そ の 跡 地 に .. )> 務練を往築、 l此後 に 説 本 Ｍ ＲＸ Ｘ の 三 日 ｮｬｬ にわた っ て、長野県戸隠ｾＺＩ J!. 't て'

fin を 改 造 し て 保 存 す る と い う も の . IJf) か れ た 。 ニ れ は 5 年 目 を 迎 え た 新 連 巡 動 を さ

新 館 は 、 西 日 本 地 区 に お け る 時 間 的 機 能 を 1-<Ji11- ら に 発 展 さ せ 、 他 築 の 理 論 水 部 を し っ か り と 身

に米すために必袋な祁 ｛ｽｪ 也設を 雌 保し、機能 Ｇｾｉ Ｚ の につけ、あわせて、つぎの新 ｩｬｬ 辺 町 ｲｨ の ・ 降 ｭｾ ( 後

，l.5 し 、 も の と す る と と も に 、 外 観 的 に は 、 保 ( Fが 継 者 ) を 必 成 し よ う と す る 問 的 で は じ め ら れ た

決 定 し た 現 本 航 と の 訓 和 を 配 慮 し 、 水 と 似 の 多 も の で 、 今 1'-' .1 は 、 そ の 第 1 固 に あ た る 。 全 国 の

い 中 之 山 地 区 内 環 境 に ふ さ わ し い 他 物 と な る 。 名 支 持11か ら 約 60 :r，目的 行 い 会 只 が 集 ま り 熱 . L、lこ 受

そ し て 、 当 初 取 り こ わ し の 予 定 で あ っ た 説 本 fiW IO:tt され、夜には1 . ' 1 ; : おどりで交流がかわされた 。

は 、 新 し い 工 法 に よ っ て 補 強 、 大 部 分 の 外 j阪を ，Ｚ ，Ｇｉ ｪＮ ｬｾｬｾ と，Ｎ 昨 附はつぎのとおりである 。

保存のうえ ＱｾｾＮ ; ! 住所内 - ms と し て がi J f ) す る 。 ① 姐E築 迅flfv; の 理 念 と 展 望 ( 7.'fJf; '刑 事 之 )

設 計 u 往 設 計 、 地 ユニ 大 林 組 、 }克 }，-，'j 雄 投 、 がf ② 他 築 設 計 と い う 行 為 の 状 況 ( 山 本 学 的 )

水 処 設 、 大 成 維 説 、 竹 中 工 務 1市 共 1，;) 企 業tf4>: . 鉄 ③ 池 おtilli ; ! f : ; の現状と !問 題 収 ( m比谷 立 )

すi-i止i i J j コ ン ク リー ト 造 。 地 下 3 1; 丹、 地 上 5 附。 ④ 近代 日 本 町姐! Wi 豆町 ;1; の 雌 史 ( 松井 H召光)

刊 さ 30 m。 延 l而 般 は 約 44 ，500m' 。 ⑤ ｊ 川 ｦ 主主 ［［ Ｑ 境幣 Ｑｾｩｬ のための ＭｲＮ Ｑ Ｑ 市計図Ｈ石 ￦ 頼ｅｩｽＩ

，.ti 工 l昭 和 50年 10 月 。 完 成 H白羽155年 イl ' ( 予定) 。 こ の 新 他 学 校 に 西 山夕日三 先 生 も 1:!J Il(; さ れ て stJ 包

マ 日本銀特大阪支底完成予想図
さ れ た 。講 座 の 記 鈷 は ま と め ら れ る 予 定 。

『グラサル・ブースシステム」発 売

m: レ{ 開、 点 レグラサノレ制札骨骨争マンテンの 3 七iーは

かねてより」も Ｑ ，Ｇ Ｉ で、ｊｬミレグラサ ｊ レ 社 のｾＧｾｾ，品セラ

ミ y ク不燃化事止板、‘ グラサ J レ⑮* を表 1m材 と す る

，マネノレて' れ昨日 比 さ れ た 全 く 新 し い ブ ー ス y ス テ ム

r グ ラ サ J レ ブ ー ス シ ス テ ム ト イ レ ユ ニ y ト

1: 5001 ， を 開 発、 j仮 先 を Il日 始 し た 。 t' i 色 ・ 耐

水 作 板 を 芯 村 と し た グ ラ サ ル ブースパネノレは、

耐蝕アルミ ｊｾｾ 材Ｈ向然発色仕上げＩを紋 付 に 使

用し、 ト イ レ 的 過 酷 な 条 件 に も 耐 え ・ グラサノレ

⑮の￯Ｒ ＧＨ ｾｬｪ な色刷の組令せにより、数十純のカラ

ー バ リ エ ー シ ョ ン が 楽 し め 、 ・付 属 金 物 は 全 て

オリジナノレで、中寸' l ' t は i Wの こ な い 其 鈴1あ る い は

ステンレスてイ乍らオ Ｑ 、 ・ ノ ッ クダウン ＩＱ Ｂｩ 止めｾＪ

刷 、 乾 式 後 付 コニ法 的 保 JT) に よ る 工JUl の 短 期;(j 工 位

向 nli 関品 f ヒがはかれ、 ・也t 界 て" もJ r r ( のない 4虫: 持な

パ イ プ 笠 木 を 採仰 す る こ と に よ り 、 従 来 の 笠 木

町! 玉迫{ s . ' <: を解 i l'j し 、 さ ら に 4虫 1'1 の肉{ 乍!frh ヒ ン ジ

とラ y チ の 採 !-rl に よ る IJ f-l間 部 分 的 改 良 に 成 功 す

るなど、 f足 米 の 11:'1 い ト イ レ の イ メ ー ジ を 完 全 に

打 ち 破 っ た回l Uj( 1勺ない){伎 シ ス テ ム で 、 そ の ユ ニ

ー ク な デ ザ イ ン と カ ラ ー コ ー デ ィ ネ ー シ ヨ ン は

明るさ、 ＲＲ かさ、親しみをかもし ｮｾ している 。

こ の 他 に 洗 面 化 粧 台 の テ ー ブ J レト y プ お よ υ パ

イ プ ス ペ ー ス カ バ ー 、 た れ 明 な ど の サ ブ y ス テ

ム も 持 ち 、 ト イ レ 内 壁 と の コ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン

が 楽 し め る . な お 、 製 泣 は 束 レ{ 伸、販売、 j必

は(州 7 ン テ ン が j l[当 す る 。

マ グラサル・ブースシステム トイレユニットi: 5001  

企β β cai :aβ 6 6 6 6 G 樹の話シリーズ・ 14 企 盆 企 企 企 企

な ん き ん は ぜ

とうだいぐさ科

S ap山 m sebif er um R oxb .  

あ ま り 耳 慣 れ な い 樹 な の で 、 珍 句 し い 柑Iかと忠、

わ れ る か も 知 れ な い が 、 打11i' 1' i の樹木としてふさ

わしし、世主世I をも っ てし、ることカ‘ ら、 li 世f五千乍ら n

た 公 l量1や ，1在 木 に 多 〈 用 い ら れ て い る の で 、 ど こ

で で も よ 〈 比 ら れ る 樹 木 で あ る 。 こ の 闘 は あ ぜ

i i : ! . . I や水路附近に 1' 1生 し 、 名 の と お り 中 岡 nit 産 の

す裕英吉青木で、我 IJ i l には江戸時代に入 っ た も の で

あ る 。 な ん き ん は 叱f と い っ て も 、 は そrの き で は

な い の で か ぶ れ る こ と は な し 、 が 、 花 や ; た に が 性

をも っ て い る 。 中 国 で は 古 く か ら 栽 培 さ れ 、 純

ろう

ｆ の蝋分を利Ｉｪ Ｉ して、機関 、 ｍＧ￮ ｨ ｬｬ 、副総、 ｵｊｩｾ

il)1 、 iril 討，} ilh を 作 っ たりしたので、J f l j丞 が は ぜ の

き の 尖 に 似 て い る た め 、 中 国 産 め は ぜ の き と い

う: t 1'ー か ら 「 な ん さ ん は ぜ 」 と 命 名 さ れ た の で あ

ろう 。 そ の 11包の ffli 金としては、? 奈に )J l 1 えたり、

ill lは 医 務 用 に も 使 わ れ 、 楽 か ら 染 料 が 作 ら れ る 。

し古、し、 ｾｪｈ 主 ｬ で与は［こ ｮ ら｣ＧＩ目 Ｈ ｉ ＼ｊ て Ｍ ＮＺＡＦｴ ［ ｾＭ さ ｩ ＱＮるグ〉

ではなく、ＮｩＱＡＺ Ｑ 剖附 木として ｩｊｕｾｾ されている 。

こ の 木 の 特 長 は 何 と い っ て も 生 長 の 早 い こ と で

あ る 。 事世 を ま い て か ら 4 与三くらいて;.lit tjl; '，lj 4  m く

らいとなり、述よ l羽位fオミとして 1!l2J ll て引き る よ う に

な る 。 他 の 木 に 比 べて在の芳三 出 しは雌〈、 4 )Cj  

下 旬 以 で、中'JJ).[ の 若 裁 は 緑 色 の 梨 と 、 ， ){; 色 の 来

が 11主リ、 Hl' に 吹 か れ て ' 隆 や か な J必 じ が す る 。 文

には 校 おが繁茂し 、 ｦ 日 ｊ ｊ ｊ ｉ ｊ ｾ 恕Ｈイラスト附形参 ｊＡＨ ｴＩ

の拍手tJ移 は 快 い 日 限 を つ く り 、 古 い 誌 は 哀 の う ち

から紅紫し、} " ，に吹かれて J存 ち る さ ま は 、 す が

す が し い 感 じ さ え す る 。 秋 の 紅 紫 は 実 に 美 し い 。

紅色と ｩ ｃｾ 紫色と抗色 ー 淡，， Ｇ ，色と 色 とりどり浪 っ

て 鑑 引 の 対 匁 と な り 、 皇 子 ま れ て よ く 植 え ら れ る .

4高 架 後 も 尖 が 附 全 体 に ぶ ら 下 り 、 は じ け て 中 か

ら L1い 機 質 の 純 -{ - がみられる 。 f内虫: 占ーの被王与も

始 ん ど な い の で 、 ti ・思しやすいため、公共; r r 図

樹 木 と し て 桁 望 な 樹 木 で あ る 。 しかし、而『寒性

に 欠 け る こ と か ら 、 秋 植 え は 活 ずf が悪〈、' ? cH也

え が 哨 ま し し 、。 移 .f，u: i盛JUl は 他 の/ 高架 tf f . t に比べて

i度〈、 4 月 '1' 1てもJ か ら 5 月」ニ旬で忌ある 。

こ の 近 く で み ら れ る 古 い 木 と し て は 、 11?:1手口初 JUl

に 奈 良 公 闘 に 机 え ら れ た も の が あ り 、 立 派 に 生

長 し 、 突 が 多 く つ く の で 実 生 で 繁 殖 し て い る .

こ れ は 長 崎 か ら も っ て こ ら れ た も の で 、 iiZ凶 樹

木 と し て JTj¥. 、られた Ji企初J の も の で あ る と 伝 え ら

れ て い る 。 1J 凶作錯 す と し て は 、 大 阪 市 内 の 医1;立 1

号線 ｬ Ｇｲｬｬ 生 Ｔ ｔ 目からｾ 小 協 を の ｲＺ ｮ に 戦 後 植 えられ

た も の が 内 〈 、 'Hl抑 定 に も 而.t えて、} . [ の緑 、 秋

の車1 : 裁がすばらしし、 。 公 l姐 で は 大 阪 市 の 抑i 公 邸l

に 、 な ん き ん は ぜ の J作車I! ( があり、 枝 下 が nj <、

伯すIt¥J で 人 々 カf く つ ろ げ る よ う に な っ て い る 。 そ

の 他I政 況 の !.J ， 令 住 宅 に は 主 木 と し て 多 〈 南町 え ら

れ て い る 。
( 鈴鹿記)
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口写真と概裂をどしどしお送 1) <  / . ごさい.

凡伊'I :  a. 所イ' u也 b 敷地而 ｨｾ c. lli 築面HI d. 抵 iui !i'i e. i再i主m.H:i f . 工j明

1 1 3 5 . 寿 屋 百 貨 庖 I 1 1 3 6 . 広 島 セ ン タ ー ビ ル I 1 1 3 7 . 丸 物 百 貨 底 ( 増築)

設計 佐 藤 組

施工 佐 藤 組

a  大分県中 Hli l i 字 新w多町、 1也

b .  1，939，870m'  

c  .  1，701 ，367 m'宮

d.  15，225 ，55I m'を

S R C & S 、B I 、8 F  

II({ 布149i I' 4 J  1  - l l 日制150'1'. 7 JI 

1 1 3 8 . 鶴 屋 百 貨 庖 ( 増築)

えＮ｜ｴ ｾｉＧ : 日 建 設 計

施工 . 大 成 建 設

a  熊 本 山 手 取 本 田T 6 ー l

C .  7，187 .46m'  

d  .  57 ，377 .  55 m'  

e.  S  R  C 、B 2 、8 F 、P 5

f .  ll({ 制147'1' I 川~昭和49年 5 )1 

1 1 41. 門司丸和ショ ッピングセンター

設計 久 米 建 築 事 務 所

地工 : 大 成 建 設

ｍ 附ｾ， ｬｾｴ ｊ ｴｊ Ｋｉ市門行 ｬ 区相聞 ＱＲ ＭＸ

4 ，238. 6m'  

3 ，254 .36m'  

8，423 .27m'霊

R C 、4 F 、L;i ヒ駐1111;品

ll({ f1l 48i j '  3  H  - l l 日制148' 1' . 9 n  

設計 : 石 本 建 築 事 務 所

地 工 ' 大 成 建 設

!主 )::， rti J，¥; 田町 6  需 27 号

II ，395 .5m'  

10 ，737. 2m'  

l侃， 128 .3m'

R C 、S R C 、B 3  .I OF 、P 3

H日制148i ド3 JI -1l {H1149' ド10)1

設計 ・清 水 建 設

地工 清 水 建 設

a  京冊ilj 下京区.(.:，:!L 七条下ル東極小路面I

b .  9 ，737. 145m'  

I相築( 1，398. 702)計5，317. 007m'

噌築( ll ，025.838) 計43，026. 578

S R C 、BI 、7 F 、P 3

l l iH1l 49' 1' . 9 n  -1l1j有150
1
1二3J ' 1

t.
fI 

""-

1 1 3 9 .  ダイエー鈴蘭 台ショ ッパーズフ。ラザ I  1 1 4 0 .  ダイエー 藤 ノ森シ ョッパース.フ.ラザ

1 1 4 2 . 丸

sU討 。 熊 谷 組 大 阪 支 庖

施工 熊 谷 組 大 阪 支 庖

a  神戸市兵雌i <: it 醐古市古南. J 6- 15- 3- 5

b.  3，934 .8m'  

1，807. 3m'  

8 ，724 .9m'  

R C 、6 F .  P  I  

H世相148ij '. 5  )  1  -1lf{ -i1l 48年 11 )1

ーーーーーーーーー

ー ー -

和 下 松 庖 I 1 1 4 3 . 丸

Ｑ ｩＱ ｾ ｉ Ｇ＠ : 久 米 建 築 事 務 所

施 工 丸 紅

a.  ｉＮ ｉｊ 口以下松市西 ｾｾＭｽｉＺＮＭＭＧｦＺ 古敷

b.  5，568. 57m'  

C .  2，4! 4 .83m'  

4，565. 66m'  

e  .  S 、2 F  

f .  II 白布149' 1' 1211 - 1昭和50' 1' 6  JI 

設計 ・ 藤 沢 建 築 設 計 事 務 所

地 工 . 東 海 興 業 大 阪 支 庖

a  京r. l lr! i 伏凶亙詰i Uι キトロ町821也

b.  10，164 m'  

C .  5 ，199m'  

d.  12 ，9 14 m'  

e.  R  C ‘ 4  F 、P I

f  .  1l!j i l' .49年 9 ) I - l l 日布150年 6 )1 

ー』ーーーーーー

ー

-一

久 萩 庖

設計 ・ 久 米 建 築 事 務 所

施 工 鹿 島 建 設

ｬｬｩｵｾ ， ｬ 桜ｲＡ ｩ 文 ＼ｈ 制午田 ｔ 字御許田 ｉ

4，276 .67m'  

3，156 . 17m'  

6，967. 73m'  

R C 、 3 F  

II討布149'1' 4  11 -1l 11手fl49ij 三II J  1  
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友西

瓜

仏

寸

凋

斗 1145 . 平 和 堂 大 津 庖 I 1146 . ジ ャ ス コ 川 西 本 庖

設計 。 清 水 建 設

地工 清 水 建 設

滋 賀 県 大 法 di 末11.;町' j ' : 大イ;204

2，669. 91m'  

C .  2，302 .34m'  

d .  15，203.92m'  

e.  R  C 、B 1 . 6 F  

r . 1昭和48if. 12!1 - 昭和49年 11!I 

設6-1- : 清 水 建 設

施工 . 清 水 建 設

よ［￭ Ｎ ［ ｊｩｬ ｗｬ ｾ ｊ ｉ ｉ 商 ｭＧ ｊ 、 Ｑ 日 ｕ ｔｬ丁日 Ｖ ー Ｑ Ｖ

3 ，694 .02m'  

2，580.09m'零

20，157 .00m'  

S R C 、B l 、7 F 、P 2

1I({f1l 47年 811 - 1別手[ 149.11" 3  JJ 

1147 新潟交通ショッピングセンター I 1148 今 福 フ ァ ミ リ ー タ ウ ン

設計 : 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

施工 . 清 水 建 設

a  新 潟 市 万 代 1 丁目 2 4  4  0  

b.  7，36Q.06m'  

c  .  5，OI6 .08m'  

d .  34，601. 23 m'  

R C 、B I 、6 F 、P

H日制48年 l 月- 1磁干! I 48年 11 J1 

設計 井上久雄建築設計事務所

地工 : 熊 谷 組 大 阪 支 庖

a  . 大阪市岐点区今福中4 - 2 0 - 2  

b  .  7，021. 7m'  

C  • 4 ，632 .3m'  

d .  41 ，995 .8m'  

S R C . B I . l 0 F 、P 2

f  昭和48年 7 月一 11目相50年 6 月

1149 .  ジャスコ別府ショッピングセンター

設計 : 中村建 築 設 計 事 務 所

地工 : 東 亙 建 設

a  兵庵県加古川市別府町別府943ー l

b  .  12 ， 784 .  34 m'  

C  .  6 ，369 . 12m官

d ， 6 ，338 .43m'  

e  .  S 、l F 、( 改 築 )

r . 1I百布149.1平 4 月 - 11円相49i! 三9 月

.... 

ｾ ，＠

e  

1150 .  大 同 興 業 本 社 社 屋 I 1151 .  吉 野 町 立 龍 門 小 学 校 体 育 館 I 1152 .  国 鉄 大 :章 駅

ぷ計 : ユ ニ 建 築 制 作 事 務 所

施工 ・大 木 建 設 ・ 富 士 建 設

a  . 大阪 市凶 区西長制南通 4 - 2 8  

b .  349 m'  

303m'  

2 ，094 m官

e.  S  R  C 、8 F  

r . lI (l 引149.11" 8 月-1I(J，f1l 50年 6 月

設計 。 久 米 建 築 事 務 所

施工 ，菱 沼 組

a 奈 良 県 吉 野 胡1吉 野 町 平 尾

C .  576 .024 m'  

d.  576 .024 m'  

e.  S .平出

r . 1I目fl l49年 7 月~昭和50i lニ3 Jj 

設計 : 共 同 設 計

施工 : 飛 島 建 設

a  滋 賀 県 大 法 市 存 口 町 l ー l

b ， 4 ，800 m'  

C  .  2 ，400m'  

d .  3 ，424 m'  

e.  R  C 、2 F 、P 1  

f . 1I円相49i! 三9 J j -II! l 拘lちOi p 4  J-j  
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防水層の保護 と軽量、断熱 に

東邦のItーヲイトコ〉タリートー 防水地)

-aEliaEEHERE』 - a 咽

一一一ι 耐....-.. 岡田
ニLLiih師 岡 田 四 回 回

一 回師 岡 田 園 岡 田 園 田 園 田 岡 田

一 一 一一 一一一一 一 一 回 園 田 園田

屋 よ ア ス フ ア ル ト 防 水 層 の 保護 、 断 熱、 軽 量 に 東 邦 J ぐ ラ イ トコ ン ク リー ト

P C ー D 工 法 採 用 の 大 海 法 務 合 同 I宇 舎

tSl:l 十 近 畿 地 方 建 股 局 施 工 K K 伊 綴 組、 K K 笹 川 組

P C - D工法

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

. 1¥方水層 の tl l' え に 使 用 し仕上モルタノレの要らない金ゴテー

パッ 仕 上工 法

・デ y キ プ レ ー ト の 軽量 化や 露出 防 水下 地 、 ま た は l! 占物下

地 に ナ ラ シ モ ル タ ノ レ の 要 ら な い 金 ゴ テ ー パ ツ 仕 上 工 法

畳下地の省力化と塩ビ系タイル下地の防湿、防温、軽量化、断熱( 結露防止) に

東邦の，芯ーヲイトモルタル

名 階σコ タ タ ミ 下 地 に 東 邦 J ぐー ラ イ トモ ル タ ル P Mー C 工 法 採 用 の

大 宮高 層介 111住 宅

E宜置十 大 阪 市 住 宅 供給 公 社 縄 エ K K 問 組 、 K K 熊 谷 組

本オ If ールスキS4

化粧、 I吸音 、防湿 、断熱 ( 結 露防止) と多目 的用 に

- ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク リー ト下 地 ( 天 井 及 び か べ ) に 直 綾 吹

イ寸して最11荷!主の 'L、商己カずない

・ヵ、ベ萄( 立金ゴテ押え す れ ば 栄 治 壁 タ イ 7 ' の 表 面 強 度 の あ

るソフ トでデラックスなムードである( ネオノマーノレスキ

ンの特徴)

・ー コヨ呈で仕上るので工 期 の 短 縮 と コス ト が 安 く な る

・下 地 はボード類、鉄板' J ! j ' i、石料l板、モノレタ J レなど何 ん で

もよい

- 撚.i.¥fl 色 20色 と 特 別l色 もできる

P M- C工法

- タ タ ミ 下 J也 の 床 組 ( 大 工 仕 事 ) が 全 〈 婆 ら な い の で工 期

短 縮 と コス ト が 安 く な る

・床 組 し な い の で 建物 の ボ リュ ー ム の 節 約 が で き る

・無 機 質 100% 絶 対 耐 火 そ れ に 多孔 性材料のため吸山、 i虚

音 に l張 れ て い る

・独 立 気 泡の束手!I ノマーラ イ トと 防 水 液 を 使 用 し た 完 全 防

水 パ ー ラ イ ト モ ル タ ル であるため、 IZ気 を 全 〈 透 さ な い

比 重 ・断 熱 共 木 材 並 1 3  

( 比 重 0 . 85kg / t  ， 熱 伝 導 率 0 . 14kc a l / mhc )

か ベ面 に ヰ オ J ぐ- ) レス キ ン 7 F  K  ( 吹 付 後 金 ゴ テ 押 え ) 採 用 の

村 野、 森 建 祭 事 務 所

股置十 村 野 ・ 森 建 築 事 務 所 施 工 鹿島 建 股 K K

畿|

東 邦 バ ー ヲ 株 式 会 柑

大阪市東区森之宮西の町ｾＭＺＮｉｉｉｩ，ｪＧＭ｟Ｑｩｩｩｩｉし代表 ＰＶ Ｍ ＹＴＱ Ｍ ＹＲＴ ｾ Ｗ＠

〈 営 換 所 〉 東京[ ! l : . . " " . . . . . . . . . .  _ _  J  広 島0822 44 6  3  6  0  1  岡山1 i N! P. . . .  __..， .. -
高 松0878 33 1  8  0  2  金 沢0762 44 3  3  4  7  



建 築 の 眼

大 阪 と 緑 地

梶 浦 恒 男 ・大阪市立太学制生活階部住居学地生活錦座

坂 本 勝 比 古 ・炉市教青委員会・蛤鯖駐車1、工学僧士

瀧 光 夫 ・溌 光 夫 建 築 ・都 市 設 計 事 務 所

荒 川治 徳・ 清 水 建 設 大 阪 支 后 筏 術 部 反 術 課 長

7 月号より12月号まで上O 24 氏で但当

日本のｉＧｩｉ ｉ 市における紋地の不足は 、 多く桁Ｍｴｩｴｊされるところであり、放近とみに、 ｉｮ えの ＱｾＱ し、安ボ Ｑ ，｜ともな っ て き ている 。 ま

た ・J"': 実、現イ正の布11 d1  ｩｬ 十 ｾｉ 月、ＮｊＧｩ ｬｬ 市政策の ＱＱ 立大 のｾｾｾ足 ｩ の 一 つであることはまちがいない 。

とこ ろで、よく づ1 mされる数乍であるが、 111 界の/' i I l di の 人 11 1 人当り公| 事1I (II .h'l と い つ の が あ る J 、わ〈、ニ ュー ヨー ク19. 2m

2

、

ベ ル リ ン 24. 7m
2

、 ロ ン ド ン 22. 8m
2

、 ロ ス ア ン ゼ ル ス 24. 6m
2

、 さ て 、 わ が 米 京 1. 15 m
2

、大| 坂 l . 42m
2

、点目110. 99m
2

。 点目11やJ.I.[ ｾｾｾ＠

が大阪より紋が少ないと早イ干 ｉ ， ｉ ｊ Ｇ、してはならなし、 。 このデーターには、京町 ＱＱＱ 前 ｬ 所や 二 条城や ｬ｡ｊ ，Ｇ ［ Ｇ や新付 ￬￭ｾＱＱ 仰 とい っ た打 ｉｬ､￮ ， ｮ ー ＨＱ ＱＱＱ

公 開 で な い 紋I也は含まれていなし、 。 大 阪 は 残 念 な こ と に 、 こ の 附 の (TU也は干千無にひとし L 、。 し た が っ て、大| 仮 di の l 人三"， り

1. 42m
2

と い う の は 、 か け II れなしの数' j " ーである 。と ニ ろ で 、 大 阪 府 下 の 1 人 当 り 公 WII(l i fuをみると 2.31m
2

である 。 こ れ を 欧 米

の主袋行Il di な みに 1 人当り 20m
2

に す る た め に は 、 じ つ に 15，000ha余 の 公 1_11 を新たにつくらねばならなし、 。 そ れ だ け の 川 地が

あるのか? 現イl 、) 仔下の dHl i 化 区 域 1)、!の Non B lI i  I  t  lI P  A rea  Ｈ ｾｉ 王位主主ｊｬＱ地 Ｉ は、 ｪ 災地、民地を合めて Ｑ Ｗ ， ＰＰＰｨ｡ ＮｦＧｴ ｕ Ｎｩである 。 わ

れ わ れ が 大 阪 m 下に欧米なみの公| 苅をもっ打Ildi を つ く る と い う 以 唱 を も っ と す れ ば 、 J')Lイ1: ; 1 ; ' ギリギリのところにきているの

であ っ て、: EJL.{J ，宅 地 化 さ れ て い な い と こ ろ の 9 ;I[IJ) 丘くを公| 主lに せ ね ば な ら な い 。 そi L れ大1 V1 の行Il di づ く り は 迫 い こ ま れ て い

る。 大胆な給地自IJ iJ' ，の都市政策が望まれている 。 ( K )

現 代 に 生 き づ く 教 会堂

昨 年 ロ ー マ に 惚 学 し て い た と き 、 テ ベ レ 河 j{ い、の{ i )f' :i 'Uリ?の 1(') し、にアノ〈ンティーノの l主 が あ り 、 そ こ に サ ン タ ・サ ピ ー ナ ( ba

s ili ca di  S allt a  ｓ｡｢ ｩｮ ｡ Ｉ の教会堂が処 っ ていた 。 ある ＱＱ 、他国 からきた研究以らと ー ぷに ｬ 主にのぼり、この教会 ｾ Ｚ ｴ を訪れ

た こ と が あ った。 この教会主主は 5 世 紀 前 半 に 処 っ たといわれる初! I ; ) J キ リ ス ト 教u引にの.;v，::r， な他物であるが、その時、 Nf.止な

らば的かなはずである会主のなかでいろいろな来日持の ｉｉ ＮＡｊ る ［ｔ ヵ、するので草れ、てＺＺｾＨ 1人j に 入 ったところ、 n立 オ ー ケ ス ト ラ のー

匠 ｬ が Ｗ 干ｾさの糾刊をしている 松中 であ っ た 。

大 変 興 味 を 党 え て 詳 し く 吋 ね た と こ ろ 、 1J i- 年 1; トl か れ る ロ ー 7 の 与 の 71f 楽 会 の一 つ で 、 今 年 は ル ー 7 ニアの} i J r . j孟交判決 1.)1によ

る モ ー ツ ア ル ト の ピ ア ノ コ ン チ ェ ル ト を J 三としたi 1[ ; j ，，'U火 炎 会 の 総 習 と の こ と で あ っ た。

翌日免 、 早 速 訪 れ て 感 心 し た こ と は 納11長い身 /UI; の ほ ぼ"， 火に設けられたオーケストラ! 市の liii 後ぶイ了を話I UL桁 f が取りi J Nみ、

大 勢 の 人 が つ め か け て い た が 、 こ の 素 朴 な 5 ｉｬｴｫＺｾ の会ＮＺｾｾ 一 線に特きわたるモーツアルトの施 ｲｬ ｴ の美しか っ たこ と を今も忘れ

ることができない 。 どんなに立派な近代的な設備をもっ ＷＱＱ 二楽ＱｩＱーも、この内び ｦ こ小会堂の宅 ｉ ｬ｜ ｊ にやＮＺ ｾ < 庁色の Jミしさに l立ばない

と 思 う ほ ど で あ っ た。 聴衆と分けへだてるステージがあるわけでなく、己円、会. ; ; t とオーケストラと聴衆とが、全〈 一 体 と な

った 見 目J:-;: な 空 間 の 演 出 を そ こ に μ
出 したのである 。 H汗いイ友道をわ1; り な が ら 、 私 は 現 代 に 11ニきづ く，

Ii
処 築 の も つ 常 川 のイFイ正、

ヨーロ y ハ 文 化 の ほ の 深 さ を 、 あ ら た め て ひ し ひ し と ! 必 じ と っ た の で あ った。 ( S )

汚 染 の す す む 景 観

'j没後30年 、 む h'. な 物 質 が1"1 "1' に あ わ れ て い る が 、 そ れ ら を 品II令 わ せ て で き る 環 境 の 総 体 は 、 機 能 的 に は と も か く も 災
(I(J に は

何 と も ひ ど い も の で あ る 。 JZ、 肢 の ラ ン ズ ケ ー プ か ら 小 さ な l喫 茶 山 の イ ン テ リ ア に い た る ま で .f;L， た ち の unに U 々 人 っ てくる ; il

飢 は 、 み じ め な ほ ど 美 し く な い 。 か つ て の 訓 .f;II の と れ た 対 飢 や 風 物は 、 新 しいものによ っ て 次 々 と 悦 党 的 に 汚 染 さ れ て い く 。

427;1 にあるモノの配ダIJ ゃれi令 せ 、 いわば干iーイ! のさせ }j を 胤 定 す る の が デ ザ イ ン と い う も の だ ろ う が 、 そ の か ん じん の デ ザ イ

ン の 現 代 的 な あ り か た が れ'J も わ か っ ていないのだから| 本| る 。 な に し ろ 今 日 の H 本には、 11三治 fh1
J-;'i の/1. : .ぃ ( そし てJ [ しし、 ) 立

l床でのデザインを系統だてて教えてくれるところもなければ研' 先している機| 具l もない 。

この美的な｛ｦｉ￭にかけていては、幼 ｕｊｩ から ｪ ぐ γ ーにｩＧＮるまで、 ｲ ＱＱｾ 卜ｼ笠をのばす 」 とかで ＯＱ 幸子気ままな ｲ
n  rll DIII J とキ，'jfi l' が ま か り と お

って い る の だ か ら 、 ア ー バ ン 、 住築、. i 1t ｉｾｬｬ 、 1  D  などパラノ〈ラの分型Tで、みんなが比ょう』止ま ね で や っ て い る わ け だ。 地 成

改 変 の 大 物 で あ る 土 木 に は 土 木 デ ザ イ ン と い う 分 針 さ え な い の た の 、 ら 也 の rl.' ひ ど く な る の も ム リ か ら ぬ こ と か も し れ な い 。

そ れ に し て も こ れ だ け 処 設 の さ か ん な H寺代は fff .¥l'.
1.:な い の だ か ら 、こ の 機 会 に 良 い も の を ど ん ど ん 妓 し て お き た い も の だ が 、

221万の 中 の 貧 困 と で も い つ の だ ろ う か 、 な ん と も も ど か し い こ と で あ る 。

て.f V
、書リオ

L

8 月 号 め こ の 制lにコンクリートのひび' ，'[IJ れ に つ い て J ぃ、た 。 このところ、コンクリートのひび; 作IJ i L やら焔
j
立ーについて色々と

取 沙 汰 さ れ て い る 。 そ こ で ま た 、 ひ び ; 切れ についてであるが、雌かに今の，建物はひび' ，'[ IJ れ が 多 い よ う だ。 そ う は い っ ても ト干

の建物にはひび; 切れが皆無ということではなく、 U に つきにくい経微なひび' ，'[IJ れ は 先 生 し て い る 。

な ぜ そ う な っ たのか巧一えられる' j ¥f l : j をあげると、

1  今のコンクリートはポンプ打ちのｊＮｾに砂利の は が減 っ てきた 。 そのためモルタルの収縮がコンクリートの収紛 ｩ とな っ て

あ ら わ れ や す い 。

2  一 日に打 設 す る コ ン ク リー ト の fd:が? ? に較べ数Mに な って い る が 、 作 業μ
の 数 は む し ろ il ，1( っ ている 。

3  コ ン ク リ ー ト の j
平 み が 廿 よ り 部 く な っ てきた 。

4 . 仕 上 げの厚みも五年くな っ て いる 。

こ の よ う に ひ び 制 れ に と り 悲 い 条 件 が 多 く な っ て い る の で あ る が 、こ の条例

4

をI収|徐 い て や れ ば 、 つ ま り iTに
L足ればひび' ，'IIJ れ

は 減 る は ず で あ る 。 し か し 、 現 有 の 激 し い 続 前 競 争 の rl' では充分なに! t I l は与えられないことが多く、コンクリ ー トの主主' I =. !IJJ

間に しても、一日の打設 ｻｊＺ にしても 、コ ンクリ ー トやイ ｕ ＭＺ の ｪ 平みにしても ｬ ｩ￭ｪ 述 のように条件の ｾＡｦＺ くなる ｽｪｬ￭ ， Ｉ にいかざるを利

ないのが王f JL状て" あろう 。そ こ で 発 怨 を 変 え た ひ ぴ;lflJ れ 防 止 策が ぜ ま れ る の で あ る が 、 そ れ が 11'1; ス ラ ン プ コ ン ク リ ー ト 、 膨 恨 コ

ンクリート 、繊維コ ン ク リ ー ト と い う こ と に な ろ う 。し か し 、 こ れ も 決 定 打 で は な い 。各 部 川 の 処 築 家 の 知 必 が 必 裂 か と 思 う 。

( A )  

J.Il築 と社全/ 1975年 IOJ J 号 1 1  



都市設計資料 - 4

〈道 路〉

神 戸 都 市 設 計 資 料 研 究 会

赤 松 勉 ( 神戸 rli 士. 木 J"j 公園紋池百1¥施 設11* .  i11申1)

稲毛政信 ( tjlri rli {J: ，乞J"j 住宅再1¥，住i設J単 位 築)

角本政信 ( 神戸 市 都 Ili ，ll.l lli iJ;;j ，ll 阿部工務泌 l 本)

笹原和喜男 ( 神) ，. rl i  n! li n.，jj 日出向計 l血iifll ，ml I[諜 処築 )

福井 直 樹 ( NI/ "  ､､ 木 ｱ 公 Ｑ ，［Ｏ Ｑ 紋 ｉ 也市 ｩ 施設ｬｉ ｾｬ ・ ｩＱｩ ＱｾＱ )  

増淵l昌利 ( 神戸 dili: 宅 J"jfi 二宅百1¥処設，1I ・住吉長 )

村主清家 (1111/ ，. rli r.l ldi ，¥十四q ，l I 阿部 U i;，ぷ・1". .1， )  

112、道 は 人 の も の で あ った 。 そして、，I; !'，'Ii や 人 力 il 主が走 っ て い る こ ろ

は、人と1 . 11が 共 存 し て い た が 、 n動 'F.の 発 迷 に つ れ 、 人 II¥J は道断か‘

ｾＱ ｪＱ しやら ｨ 、 明 ｈＡ ｉｊ j立のを) . J . ' くようになり 、現イ1: で は xlI だ け が ir宣る 1:::'4道

路があちらこちらに. fJLわ れ る に 至 っ た 。 当 然 、 人 と 市 と い う ス ケ ー ル

の 災 な る も の を 向 - q川 に J t;仔 さ せ る に は 危 険 が と も な う た め 、 人 と

中の .iUiる ル ー ト を 分自{f す る よ う に な っ た 。 これが) j ; 、行 JT ｌ 早川辺 とか ｾｊ

j立 と よ ば れ る も の で あ る 。 しかし、 打Il d; は i ii に 安 全 l(ri だ け を と ら え て 、

人と，Ｇ ， 動 Ｇ Ｑ ［ を分自 Ｑ ＱＮすることだけが↑ Ｉｴ ｪｦｦｩ｛な ｾ ｉｾ｜ｪ を 的成 するとはかさらな

い 。 あ る 場 介 は 人 1i¥J だ け で あ っ た り 、 ま た あ る 時 は 人 と 'F が 織 り な す

市I i :J が 必 裂 で あ る 。 そ こ で 2 阿 に わ た り 、 本 と 人 間 の か か わ り あ い に

よ っ てできる、、道路空1 i ¥J " について検討を 試 み た 。ホヒュー 7 ン ・ス ケ ー

ル勿という こ とに 王山をお き、その ｩ 泣路 ｾＱ Ｚｊ ｬ における ＧＱＱ と人がしめる

比 rf( に よ っ て 、 大 き く 次 の 3 つ の ケ ー ス に 分 対1す る こ と が で き る 。

① 'I( j主に of( 点 を お い た も の ( 'I( 泣 + 歩 道 )

② 1ド辺を一計II C' . J ( 泣したものや、 ¥I .，'J'!::ト:i?に よ っ て 歩 道 ま た は 'I( 辺 に な る

も の ( 歩 行 者 米 [Ii [ )

③) j ; '  jfl ( 歩 行 者_o，1iJ11 j且 主主 i主)

そ し て 、 こ れ ら の 道 路 空 川 の 桃成に中1![ ，l;Jtがは た す 役 ' ，111J を 十 分3忠誠し 、

今後の1 . 1ーl凶 や 設 計 の 参 々 に な れ ば 幸 い で あ る。 ( ，/ ) ; 松勉)

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口

V 名古屋 テレビ塔通 り 日本の ｻｕｾￚＨｊ な行 ＱＱ 市制Ａ

といえる 。 ' i ' と人が JI、了ィ: できる一つの l甘[1M榊 I，X

であるが、 ＧｩＧリと ｾｈ 也慌 Ｈ 公 ｗｉ Ｉ の ｲ ｎＧ ｲＱＱ が型ｉｩ L>、

ｾ Ｎ ｊｴ Ｎｩｬ 公 Ｎ Ｎ， ＮＮＮ

. 甲 山 ι ー

言動国

V 御堂筋( 大阪) 'I;j 立と歩道のバランスが札

脱. k illi りとは対日( ( 的であるが、歩道スペースの

不足を. f1!U& ( イチョウ・11'. 木) でカバーし、歩行

針にも -t!i;い明HUをつく っている 。

，-

V 表参道 (J 東宿) 日本ではめずらしく ｈｾｾ かなショ ッ ビ

ング・ストリ ー トゆるやかな継断勾自己が lil 訓さをすくい、

テン y ョンのあるな1 i ¥J にし、明治相11日のか、と大きなけやき

.J I'. 木がゆ ったりとした! ¥' K じにしている

1 2  也築と社会/ 1975'f- IOJ ¥号

炉札幌大通り公園

V シャン ゼリゼ通 り (パ リ) i l l : 界的に布名な

r.l lrli 制h ( ブルーパー )。胤土に昔，: ，. j ff した 1'Al 性的な

テクスチャーをむ っている 。( カフェ テラス、

小 ｾＱ Ｑ￬イ｛泊ｉ￬袋、 Ｗ ロニエ ｪ 直木 Ｉ。 却 ｌ 綻 ＱＢＱ がアイスト

ｹ フやラ ン ドマークの役 ｾｉｦｬｪ をしている 。 ｭｲｬｩ 住

宅、 α T ESより ). ex カリーニン illil) ( モスクワ )

包; :;;;金五. 翠J



V 長 堀 グ リー ン ・プラザ( 大阪) 高速道路のデン

キ ・ポスト予定地である中央分離僚の、 - 11拍I(J .f IJ JfJ

方法である 。 しかし、人間環境としてはどうであろ

うか。 ( 近代往築より )

V 離宮道( 神戸) もともと人r ，:J だけが通

るスケー J レでつくられた道が、 111の発達に

より主客転倒し、 ｾｉｕｊ のもつ雰囲気がこわ

されている 。

V フラ ワー ・ロ ード ( 神戸) いつもは-lf 過の

泣路であるが、年に 1 回 6 月に、、神戸まつり。

が行われる時、ひろばになる 。中央分離惜の級

; l & はボックスになっており、レ y カ- 111で数H寺

HHのうちに収納できる 。

V オア シス ・ロー ド( 神戸) 歩行者天国として近

年さかんにとり入れられているシステムで、土、日、

名古日や、特定時 tHJ に/ ーカーゾーンになる 。

・・・・・・c:::. ・司・白... ・

V 遊戯道路

V 彫刻と緑の道( 神戸)

H:t:干f 近Eちの歩i立を拡幅し、

総のｉｬｾ吻 ＱＱ や彫刻 ｬ を設置し、

ヒューマン ・スケールに

近づけている 。

( 近代ill 築より)

2 3 鎧 悶 n ..c?! ふ こ 説 斡 ミナ

!前」 叫L J 議長f Z2湛 ;戸 I l  

l¥'  ｾ ｴｴｴｾｦ ｮ 恒ヂ 寓 ｩ 向付 、

V 五毛通り (神 戸 ) 交通訟の少ない場合はすぐれた並木だけ

で、事と人が融合できる 。 樹木には充分な植桝をとる必要があ

るが、ツリー ・サークノレなどで道路帽をある経度補うことがで

きる 。 ( C 1  T E  S より )

V ニコレ ツ ト・モール ( ア メリカ ) 半道を蛇行させることに

よ っ て人と Ｇｉｩ を共存させ、 ｾｮ Ｚ｝ 全Ｈ，ｪ［をヒュー Ｗ ン ・ スケーノレに

近づけた新しいスタイルのショ ッ ピング ・ストリートである 。

( A  +  U 、ジャパン ・インテリアより )

1 3  
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ｾｧＭ［［ＮｉＮ 、ご ＱＢ . . :  

マスチッヲヲ1 : 1 - 9 : J  Ｑｾ Ｑｉ＠

耐久性のすぐれた防湿床材

特 長

耐久性 : 而t久性にすぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低〈、ホコりなど生じない。

3  すベり? ます克性: すべり十正f克性にすぐれている 。

4  復元性: 弾性があり、万一亀裂ができても使用している間に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っていても 、コンクリート 、金属、 木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。

J 園、⑪

FLl NTKOTE 

、.〆

フ リントコートについてのお問合せは下記へ

。
ｪ 旅武会 ｦｦｩ￭ シェル厄 ｾ￦～ 版発売所
τ，宅I ;.，，; ｉＭ こ ｉｾｉＭ 施工販売部

大 阪 ⑨532 大 阪 市淀 川 区 西 中 島 2 丁 目 11 番 30号 室萱 ( 06 ) 303 - 7131 

東 京 ⑮ 104 東 京 都中央 区 宝 町2丁 目 4番地 ( 第2ぬ り彦 ビル 3階 ) n ( 03 )  562 - 4646 

名 古 屋 < W461 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日本 橋 ビノレ4 階 ) n ( 052 ) 931 - 8537 

広 島 ⑨730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 番 6 号 ( 西 林 ピ ル 3 階 ) n ( 0822 ) 2 1  - 1224 

福 岡 <!!!>8 10 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 1 - 1  - 5  ( 舞 鶴 ビノレ 3 階 ) 合 ( 092 ) 77 ー 1961

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川|川川l川11川11川|川川11川11川11川11川|川川11川|川l川11川11川11川|川川11川11川l日川11川l川l川11川11川11川11川l川11川11川11川|日川l川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川|川川11川11川l川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川1111川|川川11川l川11川|川11川11川l川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川|川川11川11川1111川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川|川l川11川|川11川1111川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川|川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11  
|  



昭和初年a・. . 員会( 周囲不同}

ＮＮＮＮｾ隆久保周進也中川 洋一
怯 村 康 三 竹 本 丈 太 朗 西 岡 康 夫

・ ・ . ・ 十 倉 綾 右 田 宏

井 上 司E 伴 一 郎 尾 崎 議 一

周 囲 光 正 畢 忠 甫 須 賀 野 禽

北 鍾 智 遺 松 原 寧 史 徳 田 裕 英

小 西 岬 三 原 清 敏 . 岡 正 見

高 野 考 二 郎 山 下 情 司 内 田 昌 文

書量田 祐 111 辺 恵 大 倉 良 司

松 村 康 三 上 原 正 行 志 回 鷹

山 図 書静一 鳳 困 進 雄 河 槍 隆 之

前 野 慶 太 郎 隅 谷 康 彦 佐 々 木 友 喜

菅谷健児回中弘ｾ浅野満男

伴 一 郎 稲 田 修 一 石 塚 克 彦

事置辺 直E 横 川 信 一 例 本 弘 之

町 調 書 員 長 横 山 眠 ー 梼 原 明

伴 一 郎 著 野 暢 三 平 林 寧

梅 山 鼠 ー 荒 木 兵 一 郎 鈴 木 範 之

鈴 木 穆 之 稲 垣 穂 彦 高 羽 俊 治

・ ・ . . 片 倉 健 雄 中 村 和 階

上. . 温 崎 賢 明 船 井 英 彦

- 集 人 松 井 昭 光

印 刷 昭 和 駒 年 10 月 20 日

発 行 昭 和 50 年 10 月 25 日

発 行 人 情 中 定 三 郎

発 行 冊 ( 社 ) 目 本 書 量 築 協 会

大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 3 7

電 0 6 - 2 3 1 - 9 6 4 8

. . 口 摩 大 阪 3 9 9 7 5

印 刷 所 凸 厩 印 刷 株 式 会 社 関 西 支 社
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松坂屋くずは庖
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所 在 地 枚方市楠事長花園町15番 5 号
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Jli J  昭 和48年 9 月 ー 昭 和49年 9 月
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品ｾＮｾ ｾ阪
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②〈ずはモールi .hよリ

③ 2  F 、WI"I 応

(1) 1  F 、正而先場

搬 彬 上 川 iu 洋
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柵逃 脱 税 S R C 、B 2 、8 F  

工 JUI 昭 和45年 12月 一 昭 和48年 9 月

本 館 地 築 工 事 ( 1柑築部の み )

総 築i面積 3，082 . 30m'  
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川造品H品 S R C 、B 2 、9 F 、P 2

工 期'1 1I1j初45年 12月 ー昭 和47年 10月
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駐 車 場 新 築工 '1'
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榊 i立i州共 S R C 、B 1 、7 F 、P 1  

エ JUI 昭 和46年 12月 ~昭 和48' 1乙6 H



ダイエー鹿児島

ショッノてーズプラザ

設 計施 工 : 竹 中 工務 l富

所 在 地 鹿 児 島 市 郡元 町 2690番 地

敷 地 面 積 36，363 .63m'  

建 築 面 桜 17 ，325 .30が

延床面1秘 32，719. 01 m'  
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③ モ ー ル : 専 門 応 は モ ールと 接 し て J; ! i を川え、庖の &t，IJ

がモーノレをよりイ1' 1性的にしている。

@ 正 面 広 場 内 部 は Illiiiuを 多 く 使 い 、 親 し み や す い よ っ

にした。
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入口均か、ら i進i並主んてで9 米 た 人 述 が 合t流丹疏Lする j広L 場は、 ! l . l ! いの場

であり 情 報 交 換の場 で あ る 。

搬 彬 ① 伊 東 白UJl

② 小 川 泰 祐

@辺渇J 河 野 盟

f  

ー国〆
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総 論 1

騒 音 公 害 の 現 状 と

法 的 規 制 一 大阪府の場合

中 村 隆 一

はじめに

騒音 ・振動公害は、最初、局地的 、相| 疑的な問題として取

り扱われるケースが多かったが、生産設備の大型化、高速交

通機関の発達 、建設工事の機械化の促進によ って 、騒音 ・振

動公害の及ぼす影響が深刻かつ広域化してきたため、条例や

法律による規制が行われることにな った。

各都道府県における騒音公害の現状と法的規制も大差がな

いので、 ここでは大阪府における騒音 ・振動公害の現状およ

びその規制の概要について紹介する 。

2  騒 音 振 動 公 害 の 現 状

(1) 苦情の発生状況 大阪府における公害の種類別苦情発生

状況を年度別にみたのが表 1である 。 これによると、騒音

に係る苦情は昭和46i:! 三度と比較して、 47年度、 48年度は若干

減少しているが 、依然として多く発生してお り、典型 7 公害

のうちでは高い割合を 占めている( 振動苦情を合わせれば各

年度 4 割強を占めている) 。また、昭和48年度における騒音 ・

表 1  公害の種類別苦情発生件数

振動公筈に対する

苦情の訴えを発生

源、思 IJ にみたのが、

表- 2 である 。

工事 ・4 業場か

ら発生する騒音 ・

振動が大半を占め、

建設工半が、つぎ

に多い。

弘子之空
46 47 48  

大気汚染 2，3751'十 2，0361牛 2，470f斗

水質汚濁 812  675  687  

Z量
コk£ιg  

3，178  2，647 2，759 

振 ifih 838 613  624  

土機汚染 4  II 14  

悪 央 1，959 1，853  830 

地盤沈下 4  1  
。

百十 9，170 7，831  7，384  

(2) 世論調査にみる騒音・振動公害 大阪府が昭和49年度に

実施した、公害問題を中心とした世論調査( 回答者 : 20オ ~

69オの 2，661 人の府民) によると、まず、 2 - 3 年前と比較

した公害の状況について尋ねたところ、騒音、振動に関して

は図 一 1のような結果をえた。「良くな った」と答えた人は非

常に少なく、悪くな ったと答えた人が43 .7% にも達している 。

つぎに、騒音、振動公害の被害原因について尋ねたところ 、

20 挫築と社会/ 1975年 10月号

騒 音

振 動

fim非常によ 防羽 少しはよ 「ーl ほとんど 応羽 少し悪( PC(司 非常に悪 戸司 わか勺な

区ヨ 〈なって ｾ Ｈなって ｌｉ かわらな 応刊 なってき 陀泊 〈なっ τ 仁ゴ い

きている きている い. ている きている あてはま

る事象な

し、不明

図 1  2 - 3 年前と比較した公害の状況 (単位%)

工 事 ・ 作 制 仁 二 コ 16.0

工 事 現 唱 口 7.0

自 動 車 63. 1  

新 幹 線 日 2.7

E 速 鉄 2仁コ 10.8

飛 行 慣 の 蜘 仁 二 二 = : J 24 .0  

飛行控か勺の r I 、.

宣伝 L _ j " "  

商庖 ・ハチ/ コ 円

屋などの宣伝 U  2.0  

ー蹄 l U! のテレピ ー F 一一『

ラγ オ クーラー 1  17. 9  

ピアノ ステレオな ど 』一一ｾ 図 - 2

騒音の原因

(単位%)そ の 曲 目 3. 4

工 事 ・作 制 亡 コ 11. 6

工 事 現 噛 Eコ9.4

64 . 1  

自 動 車

ト

己

目

ト

図 - 3

振動の原因

(単位%)

図 2 ， 3 のようになり、自動車をあげたものが、 63 .1% 、

64 .1% ととび抜けて多いのカ、注目され、自動車騒音 ・振動問

題を解決しないかぎり、騒音 ・振動公害は解決できない状況

にあるといえよう 。

3  大阪府環境管理計画

環境管理計画は公害から府民の健康を守り、良好な生活環

境を保全し、大阪を快適で・住みよい地域とするため、大阪府

公害防止条例に基づいて、知事が大阪地域の特性を考慮して、

独自の立場から策定したもので、昭和47年度から昭和56年度

までの 10カ年にわたる総合的、基本的計画として、昭和48年

9 月に策定された。

(1) 騒音に係る環境目標値と達成期限 騒音防止対策の目標

は、人の健康に被害を及ぼさない良好な生活環境を保全する

こととして、 表 - 3のとおり設定している( 基準値は昭和46

年 5 月25 日閣議決定による T 騒音に係る環境基準」と同一)。

これは 、工場綴音 、自動車騒音など一般市街騒音を対象と

したもので、航空機騒音 、新幹線騒音については 別途設定さ

れている 。

騒音環境目標値の達成期限は 表 - 4 に示すとお りである 。



表- 3 騒音に係 る環境 目標値

J也

11寺 rrfj IR  う〉

域

昼 間 朝

(ltF) 

o  
(午前 6時から午前 8時まで)

該 当 地 域

類

(午午前後 86時時的まで)  

タ

型

(午後 6時から午後 9時まで) 前6時まで

A A  45ホン以下 40ホン以下 50ホン以下
日 凹 林 rli の 一 帯11

貝 塚 の - l1I l

第一純住居専用地域

A  50  45  40 第住二縄民

H  

I也 I或

無 指 定 地 域

近 隣 商 業 地 域

B  60 55 50  

商 ｾ＠ J也 域

準 工 業 地 域

工 :1.i J也 t車

表- 3 ・1 (単位. ホン)

時 uu の 区 分

J也 j或 グ〉 区 ぅ子

4ト IJl I 相j . タ 11{ IJl I  

AJ 也区のうち 2 )11線を有する道路に 1( 1I する地域 55以下 50以下 45以下

A地放の? ち 211[ 線を館える JI[ 線を有する道路に uli する j血液 60 55 50  

B地域の 7 ち2"'- 線以下の車線を有する道路に l師する地成 65 60 55 

B地域のヲち 2!I[ 線を鐘える車線を有する道路に面する地域 65 65  60 

表- 4 達成期限

i主 IJJ<: JVI ｪＺｊｾ＠

• II{H1I 4 9 年度までに道路に 1Mしない地域にかかる目標を達成する.

.  lI {j 和 5 1年度までに道路( 幹線 iLU告を|徐< .) にffli する地域の日t : : : を

i主成するよう努める。

・lI {l 干11 5  6  il
o
/立までに

ア道路( 幹線道路を除< .) に1Mする地域の口僚を達成する。

イ伶線道路に而する地械の 11僚を達成するよう努める。

表- 5 騒音規制法と府公害防止条例による 騒音規制比較表

ff[ u  騒 音 規 制 法 大阪府公害防止条例

SE Eh liJl.I! i11J 也域の l何下の区域のうち、工業停 JfJ /{.f 下全域

SM f'主r』b干b  h  t  

純 附 地域、飛行士晶の敷地l互及び工業

閉め埋立地以外の 域

規制の )'.t 象
政令で定設めする特定f純41ie121位( 30純

全工場 ・ ｉｾ 業場
類) を 世 る エ ーlト 場

脱制J也械の /(.f 下の区域のうち工業 1早川 J也 I(.f 下の区域のうち、工業 '，I111J

中寺 純 Iltl 減、飛行場の敷地 J止ぴ工業111 J也} 或及ひ'工業問の処i L J也以外

A二 のI盟立地以外の l正J或 の区減

ill 

B作12 
続 ￭ｬｾＱ の対象

1. くい打くいj ) . . : 機機 2 役び会ょt う l . ( い打〈い抜岩機機 2. ぴ会ょう

打機 3 さく岩 4  圧 打機 3. さく Ｔ ・イ ｾｾｕ 玉

3住 縮機 5 コンクリート ーアス 紛機 5. コンクリート ーアス

島重 フアルトプラント フアルトプラント 6 プルド

2tzJ az を ｬ 止 ｪ 日する作ｾ ーザ一等 7 コンクリートカッ

タ- 8. 1. '1<.1:]<を使 fll する作業ー

動a自11  

対 象 地 域 Ａ舟下の区域のうち、工業 ｾ ｉ ￬Ｍ悶 I(.f 下全域

地域、飛行場の敷地及び工業

!!d‘ HI の埋立地以外の区域

l白"

対 象 地 域 飲食府営業等に係る深fli:にお I(.f 下 全 域

十止
ける騒音{ 系、拡声音苦機J手Eを似続i!H日lする

#1. Ｇｉｾｉ＠ 対象 }j !l. 送 に る 騒 の につ l 航空機による i商業立送伝政送

τ) >・1 いては、地方公 団会す体が、 1主 2 その他の拡声機政

lえの生活f ; l J 克を保 るため

軽量
.IIl. ｉｉｾｉ＠ Ｉｉｾ＠ ijI !  

必要があると必めるときは「、l' 上 ｉｉ ，ｾ記 Ｑ の場合 ｉｾ 行
当該地域の自然的社会的条

IJl I制限、 J陀 方病法の制ｾＺ 限、

!!;li に応じて、 'i J，'::!/i;1I年J: ¥I を制限す iT Ｑｴｩｬｾｪ 服、学校 院 へ ス

ること等により必要な 1fTほを ビーカーを向けることの祭止

1t1L  ， 品じるよ法うにしなければなら

ｾＮ｜ＮＮ、 。Ｈ 第 Ｒ Ｘ 粂 Ｉ 上記2. の場合

時間制限、拡声位制機の設置場所

当Fの制限、音 ｾｈ＠

i:te .IIl. IIi11地域の 担n 的住hき; 専用地域、 tll 2純

範 Ilfl { 主! 同専用地域、住} J l : ' 地域/ 止ぴ

ィli: その周 l羽50メー区トルの区域で

知事が指定する 域

ＮＺＭｾｾ＠ ・

規制対象 l 飲食応 2 遊泳場 3 ポー

3住 リング場 Ｔ Ｎ パ ｹ テング品 ｕｾ Ｇ咋

場 5. アイススケート場

E宣 6 ゴル7 練習場 7 材科l血将置場

ぜL d4  .IIl. Ｂｾｉ＠ )，よ準
午時後( 11時から翌日の日出時ま

で飲食J ; T ，は午前3E Oll 与から日

tH まで) の営作業を? 足止

な お 、 道 路 に 而 す る 地 域 の 目 標 値 は 表 - 3 ・1のとおりである。

(2)  推 進 す べ き 施 策 環 境 管 組 計 画 で(1)で 述 べ た 目 棋 を 達 成

す る た め 、 推 進 す べ き 施 策 と し て つ ぎ の よ う な も の を 掲 げ て

いる 。

① 工 場 騒 音 対 策

1  ) 公 害 防止 条 例 に よ る 規 制指 導 の 強 化

II ) 臨 海 工 業 地 帯 な ど に お け る 佐 合 広 域 騒 音 に つ い て 、何 々

の 騒 音i原 に 対 す る 音 量 規 制

III ) 工 場 の 移 転 、 柴 田 化 の 促 進

N ) 中 小 企 業 に 対 す る 技 術 的 、 経 済 的 な 指 導 助 成

② 自 動 卓 騒 音 対 策

1  ) 路耐の改良、| 坊音壁の設置などによる道路構造 l百からの

騒 音 ・振 動 防 止 の 推 進

II ) 速度規制、 111線 規 制 な ど に よ る 交 通 規 制 の 強 化

111 ) 学 校 な ど の 公 共地 設 で の IW音 工 事 の 実 施

N ) 自 動 車 メ ー カ ー や 国 に 対 す る 低 騒 音 自 動 車 の 開 発 、 実 用

化 へ の 働 き か け

4  大 阪 府 公害 防 止 条 例 に よ る 規 制 の 概 要

大阪府では、| 玉| に先がけ、J l i ' 5 和25年 に 大 阪 J{J-. 4;. 業 場 公 害|坊

止 条 例 が 制 定 さ れ 、 こ れ に 法 づ い て 騒 音 規 制 が 行 わ れ る こ と

に な っ た。 ま た 、 昭 如41年 に は 全 凶 に 先 が け て 工 場 娠 動 の 規

制 法 準 を 規 定 す る な ど 騒 音 振 動 の 規 制 の 強 化 が 逐 次 図 ら れ て

きた 。 J}L在は、J l gf Jl 46年 3 川に ili l以Eさ れ た 大 阪 府 公 害 防 止 条

例( 以下単に「条例」という) で騒音振動規制が行われている 。

この 11¥1、| 玉| においては、 H行相43年 6 月 、 騒 音 規 制 のー叶主法

ともいえる騒音J J l ， il; リ法( 以下「法律」という) を制定した。

こ れ に よ り 、 工 場 、 建 設 お よ び 自 動 卓 騒 音 等 の 規制 は法を 中

心 に 行 わ れ る こ と に な り 、 条 例 は 法 を 補 完 す る も の と し て の

1肋さをもつことになった。

以下、法による規制と対比しなヵ、ら条例j に よ る 騒 音 仮 動 の

規 制 の 概 要 を の べ る 。

(1) 規 制 対象 と 規 制 内 容 表 - 5 に そ の 概 要 を 示 す。

(2)  規 制 権 限 ! 騒音振動公害はその発生件数が多く、その組

問も狭い場介が多いことなどから、規制法ｩ｜主の ｉ 泣 ￭ ｩＺｾ ど広域

的なド1] 1析を苦i; 却する 'J' ，: 務を i徐 き 、 法 ・条例によるf J 1 . iIi IJ' j'; 務 は di

U1J 判長が行っている( ただし、航了包機 i d示l皮送、 i栄f支営業騒

ｉ Ｍ ｦ に係るものを ｩ［ｾ［ <  )。

5  おわりに

騒 音 ・振動公: 去と 4 仁l に い って も 、 そ の 先 生 iJ4l は 多 純 多 掠

で あ り 、 そ の 刈 策 も 一 般でないため問題の解決は谷劫でなし、。

と く に 自 動 阜 、 航 空 機 お よ び 新 幹 線 等 の 移 動 発 生 源 に つ い て

は 対 策 が 遅 れ て お り 。 今 後 は 、 移 動 発 生 源 対 策 の 強 化 が 必 裂

である。 ( なかむら たかかず 公判官主悦センター)
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総 論2

人 間 環 境 と 騒 音

一騒音と人間の生理的心理的影響-

坂 本 弘

1. 騒音問題の社会性

昭和30年代に入って高度経済成長政策とそれにともなう都

市化、重化学工業化、農業近代化などと歩調をあわせて環境

悪化が進行し、世にいう公害として社会問題となってきた 。

環境悪化は日本ばかりでなく、欧米諸国においても進行し、

いまや地球的規模で問題が提起きれていることは国連の環境

会議にみるまでもない 。

環境悪化 の一要素として騒音がある 。地球上には、雷鳴と

お祭りの太鼓の音しか騒音らしきものはない地域もあれば、

四六時 中80ホン凶以上の騒音にさらされている地域もある 。

一般に、工業化 の進展につれて騒音 レベルは上昇していると

考えられる 。 しかし 、工業化の進展や都市化があるにもかか

わらず、人智によって静寂を保持し得ることを知らなければ

ならない 。昨年、環境保全をテーマとした西欧の旅で現実性

のあることを確信 し得た 。すなわち、 2km四方ほどの団地の

入口に大駐車場がもうけられ、団地内には救急車以外の乗り

入れを禁ずる施策によ って、静けさと安全をとりもどしてい

るスエーデンの姿は その一例である 。

環境騒音は音源別に、工場騒音、交通騒音、建設騒音 、生

活騒音などに分けられる 。いずれの騒音であったにせよ、他

の公害問題における健康障害 と騒音のそれとはやや趣を異に

する 。

第一は環境悪化に伴 う健康障害が特異的でない場合が多い

点である 。有機水銀汚染による水俣病、カドミウム汚染による

イタイイタイ病、大気汚染によるぜん息などの例は汚染物質

と疾病との聞にきわめて特異的関係がみられる 。 これに対し

て、騒音によるそれは、後述の騒音性難聴以外は非特異的で

ある 。 しかし 、水やかましさ。ゃいつるささ。による精神心理

被害も健康の障害と して 認識しなくてはならない 。

第二に騒音は距離減衰があるので被害が局地的であり、ま

た、公害というより私害的色彩が強くなる 。被害 人口数が 1 件

当たりでは少ないところから、珍しい事例をのぞいてはジャ

ーナリ ズムにのらない。 しかし空港や新幹線のように l 件当

たり被害人口が多くなると他の公害問題同様に社会的に 注 目

されるようになる 。 ところが、その被害が非特異的であるが

ゆえに事実の認識や因果関係の判断 をむつかしくしている 。

2.  騒 音 と は

J  I S Z8106、1961では、騒音とは望ましくない音として

22 . ¥時と社会/ 1975'1' 10)1ザ

おり、 A S A ( Amer i c an St andar ds Associ at i on ) において

も、 Noi se is any undes i red sound と定義している 。 した

が って、騒音を評価する場合には、音の物理的強弱だけでな

く、 他の性質を考慮する 必要がある 。他 の性質をどのように

考慮したかで表現されてくる単位も異なることになる 。音響

の物 理量、感覚量 、心理孟について紹介する 。

物理量は純粋に物理的な!量を示す単位であ り、 Sound I n-

tensi ty (I， wat t /IYl 2) ， Sound Intensi ty Level (I L ， d B) ， 

Sound Pr essur e Level  ( S P L ) ， Power  Level ( P WL )  

などがこれにあたる 。

感覚量は物理量から誘導され 、人聞の感覚として受けと っ

たときに近似な数値を求め得るように工夫されたものである 。

L oudness ( L ， son) ， L oudness Level ( L L ， phon) ， Per -

cei ved Noi s i ness ( noy ) ， Per cei ved Level ( P L， P L d B) ， 

Sound Level  ( ホン ) がこれにあたる 。 これらのうち、 Sound

Level は騒音を表示する単位として最も日常的に使われるも

のである 。すなわち、人聞の耳の感度に似せた聴感補正回路を

組み込んだ指示騒音計 ( J I S C 1502， 1966) を用いて illiJ 定し

た聡感補正ずみの音圧レベルがこれである 。穂、感補正回路は

A，B，Cの3特性があり、使用回路により同一騒音でも異な っ

値となるので、 A 回路 を使 ってilli J定したとすると、ホ ン!A)ま

たま dB( A ) というように表示する 。

心理量は物理量および感覚iLI とは趣を異にする 。 ある 音響

を 「望ましくない」、または r undesi red J と感じる のは、そ

の音のば〈露を受けた人間であり 、その人の持つ価 値尺度が

評価に 入 ってこざるを得ない 。ある人には楽音でも 他 の人に

は undes i red となり、 音 と人とのかかわり方によ って同一音

響が騒音と評価 されたり、綴音 でなか ったりする 。 さらに、

騒音と! 惑じたとしてもそれをどの程度の 「やかましさ 」 とし

て表現するかは数値としてではなく、表現語 ( 主として副詞 )

をもちいる 。「やかましさ 」の程度を表現する副詞について計

量言語学的に検討をおこな ってみると) 比較的H とか W ‘ な

り 砂 の語で表現される程度には個人差が大き く 、 Ｂ ｾ ｉ ＺＺ 常に 砂 と

かホややかなどの語はイllil 人差が小 さいことがわか った。 また、

やややかやかましいと訴える騒音の状態に対し て、サド7i l にか

やかましいと訴える状態はほぼ 3 倍の心理量であるといえる 。

3  特 異 的影 響

騒音の影響として古くから研究されてきたのが騒音性難聴

である 。騒音性難聴には 一過性と永久性とがある 。一過性難

ｾ恵は音 響 ばく露後にみられる 一 時的な聴覚め領麻であり、ば

〈蕗後数時間ないし十数時間を経れば完全にばく諒前の聴力

にまで回復する 。 このことからー名聴覚疲労ともよばれる 。

これに対して永久性難聴は音響ばく露を年余にわた って受け、

ば〈露後の一過性聴力損失が回復した後になお難聴が固定し
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図 1 聴力図上の騒音性難聴の進展 ( 森岡， 1957)  

てみられ、正常聴力にまでもどらない状態をいう 。永久性難

聴の進行過程を聴力図上で模型的に示すと 図 1のようである 。

すなわち、永久性難聴発生初期の頃は 4 ，000 - 6， OOOHz あた

りの高周波数音が聴きとりにくくなり、以後難聴が進行する

と聴きとりにくい周波数帯が広がって、 500 - 2， OOOHz のい

わゆる語音域にまで及び、日常生活上の会話が不自由さをお

ほえるようになる 。 重 ｦ｛ ｊｦｾの周波数帯が広がるばかりでなく

聴きとりにくさ( 聴力損失度合い) も大きくなる 。 このよう

な健康障害になるのは騒音職場に永年勤続した労働者がほと

んどで、一種の職業病とされ労災保険の適用を受ける 。 どの

程度の騒音レベルに永年ば〈蕗されていると騒音性難聴がお

こるかについては数多くの研究があり 、90ホン仏) 程度以上で

障害がおこることが明らかにされている 。

一方、騒音性難聴が生じない程度の騒音レベルで、また、

正常聴力者においては会話妨害がおこる 。普通の声での例人

的会話が約 1.5 m くらいはなれてでき、また電話での会話が

支障なくおこなえるという条件が保てるための騒音レベルは

60ホン凶以下である 。 しかし、多数の人間に対してコムニケ

ーショ ンが充分とれ、また話の内容に対する理解を厳密に要

求する教室などでの条件となると 60ホン凶では少々やかまし

すぎる 。 この場合に、語音の明 l康度を目安とすると、教室中

央で55ホン仇) 以下にしておかないと妨害を感じる 。

4. 非 特 異 的 影響

音がはく露された人間にとって「望ましくない」と意識され

れると否とにかかわらず、特奥的影響はおこる 。 一方、 「望

ましくない」と意識されることによ って誘発される影響、ま

たは特呉的彬響としても認められるがその程度やあらわれ方

が修飾される影響がある 。 これらを非特異的影響という 。 し

かし、現実問題としては、非特異的影響だからといって、「気

にするからだ」ではすまされないし、影響そのものは決して

単なる「気」ではない点を強調したい 。

人聞が生命を維持するには、各臓器機能が独立に正常であ

るというだけでは充分で・ない。各臓器は消化器系とか循環務

系などのように系を作っている 。たとえば循環器系において、

心臓の機能変化と動脈の機能とは連動している 。また、各系

の聞にも協調が保たれる 。 たとえば筋労作が荷せられたとき

には 呼吸 、循環、 代謝、筋 肉などの諸系が協調して課題達成

にむかう 。 このように 、同一系内臓器間および各系聞の協調

が生命維持には必須不可欠である 。人聞は外界環境変化に対

応して生命維持をはか っている 。それは生休内に上記協調機

能が在存するがゆえにはたされているものであり、これを、

Homeost as i s と呼んでいる 。

Homeost as i s が円滑に機能しなくなるようなばく露騒音 レ

ベルは90ホン(A) 程度であるが、円滑に機能しなくなるほどで

なくても、 Ho meos tas is に何らかのゆさぶ りのような影響

( たとえば寒いときにぶるぶるとふるえがおこるような影響)

が証明される騒音レベルは 55ホン凶程度である 。その際に、

人聞の訴えとしては身体の変調や違和感としてあらわれる 。

騒音レベルが50- 55ホン凶以上になる. と、精神作業能率が

低下し、読書や思考が妨げられ、作業錯誤が増加する 。 これ

は作業がむつかしいほどは っきりあらわれる 。 しかしその影

響は騒音レベルだけで規定できず、周波数構成、断続性、突

発性、音の文化 的意味などの多要素が関与する 。 また、騒音

レベルが40ホン凶を越えると睡眠に対する妨げがみられる 。

騒音規制法でも夜間の排出基準や環境基準がきびしくな って

いるのはそのためである 。

5. お わ り に

騒音防止は、音源→伝播経路→人間という系の 中でたてら

れ、音源に近い側での対策ほど好ましい 。音源となる機械や

装置の減音化は工学技術者の努力にまつはかない。建築技術

者の関与としては、道路建設の場合などで音源対策に参画す

ることもあり 、伝矯経路対策の多くを担っていると考えられ

る。従来からの経験にもとづくと、防音対策用材質について

の検討は綿密におこなわれているが 、施行方法への配慮は 比

較的うすいように思われる 。透過損失値の資料が防音予測l計

算に使われるが、この値は使用材以外からの漏洩がないよう

に整えられた実験条件下の値であ って、現場でその材料を使

用することによ って期待してよい遮音量ではない。 その材質

を使用することにより得られる遮音量が透過損失値に近づく

ような施行方法の進歩を望みたい。
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国音源対策と遮音・吸音対策 1 交通騒音

交 通 機 関 の 音 源 対 策

と 遮 音 計 画

石 黒 一 郎

1.  まえカぜき

交通機関はその需要の拡大とともにいちじるしい車両等の台数の

増大、大型化、高速化等が進んでいるが、反面交通路は量 ・質とも

にこれに即応できぬ情況にあるため、交通路周辺は、騒音、振動、

大気汚染等の公害が頻発する昨今である 。 これらを根本的に防止す

るためには交通路の量 ・質を抜本的に改革するか、さもなければ、

交通量、速度を法的に規制しなければならぬ現状である 。

本文は交通路の質的改善の一環として、地上交通機関のうちとく

に自動車道路および新幹線鉄道の騒音について、音源対策と遮音計

画を検討する 。

交通機関の騒音にかかる環境基準や ilJl J定例などは他誌に多くを見

る。本文では主題の検討に必要なもののみにとどめ問題の焦点をし

』まる 。

2. 音 源 対 策 と 遮 音 計 画 の 種 類

交通機関の音源対策や遮音計画を位訟で分類するとつぎの通りで

ある 。

2  - 1. 車両の防音対策 車両の発音音11の遮蔽の強化、発音部内の

吸音がその対策である 。 これは車両自身に l坊音措置を講じなければ

ならないが、新幹線にあってはその建造の関係者が、自動車にあ っ

てはその製造者だけが実施に当たり得るものであるので、その概要

を述べるに止める 。

現状の車両自身の防音対策はほとんど皆無と 言っ ても良い。騒音源

のj l : [ 蔽こそ| 坊音の第一歩であるので、その実施は最も重要である 。

アイディアの段階であるが、対策を列挙するとつぎの通りである 。

(1)  新幹線鉄道車両の防音対策

a.  1与問の全体にロングスカートをはかせる 。

主発音i版は半輪とレールであるので、 l直接音のj l : [ 音にはならぬが、

反対似IJ に対して有効であるとともに路床と車両床面に空間を作り、

その中の l汲音を有効ならしめる 。 またこの部分に縦断仕切りを挿入

することも効果があろう 。

b.  ｉｉｉ 両下音 ｉｉｾ 問を吸音性にする 。

スカート内面を吸音仕上げするとともに、この空間に有効な吸音処

理を行う 。l吸音力は大きいほど良いので、 i 巨台付近のみならず、全

車両にわたって吸音処理を行うことが必要である 。 その方法は後述

の逃音塀! の吸音に準ずる 。

(2)  自動車の防音対策

a. エンジンの防音

現在の自動車でエンジンの周囲を計画的に遮音しようとする試みは

少ない。 とくにエンジン下部は開放されたままのものがほとんどで

ある 。排熱のための適切な換気を行う排気附ロ ( 防音型が望ましい)

を残して完全に遮蔽を行う努力をはらわねばならない。エンジン室

内の l吸音処理も今後は必要事項となる 。従来よりボンネ ッ ト裏側に

I吸音材を貼付 したものがあるが、不適当な材質のものもある 。後出

の自動車道の l吸音に準じて適当な l汲音材を用いることが必要である 。

b. 車輸の遮蔽

タイヤ騒音は高速走行時の主音源である 。 この| 坊音は必要事項であ

るが、現在の自動車の車輪は開放状態であり、とくにトラ ックはそ

の開放度が高い。 しかし騒音防止の観点から、新幹線のスカートと
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同様に走行に支障のない限りこれを遮蔽するとともに、その内部の

先間を吸音性にすることが必要である 。

c  . 排気音の低減

自動車騒音のうちで排気音は必ずしも大きいウエイトをしめるわけ

ではないが、マフラはその型式により減音量に大きい差があるので

充分な減音量のあるものを用いる必要がある。

2  - 2. 交通路用地内の防音対策 49年 4 月に建設省は住宅専用地

域を通る 4 車線以上の幹線遊路の新設または改案にあたって、一般

道路については両側の車道端より 1 0 mの土地を、自動車専用道路に

ついては車道端より 2 0 mの土地を環境施設帯として取得し環境保全

を計るものとしている 。 また新幹線については49年 12月に環境庁が

騒音対策についての勧告を出しているが、音源対策として線路内対

策を原則とする旨を述べている 。

交通路用地内の防音対策は、遮音と l吸音である 。その方法を示す

とつぎの通りである。

(1)  遮音による減音

交通路用地内に設置する遮音塀、土堤、半面Eまたは密蔽のシェルタ

一、植樹その他である 。

(2)  J汲音による減音

i広音塀内面、シェルター内閣、 トンネル内商、交通路附近に吸音材

を貼 1) 付けて減音を計る 。

自動 ljl 路面はこれを l吸音性にすることがむつかしいので、中央分離

帯に遮音塀を立て、この両面を l汲音性にすることはいちじるしく効

果があるはずである 。新幹線においてもこ の方法はいちじるしい剣j

井とがあるものと考えられるが、新幹線ではさらにレール問、レール

両外側の床面に I吸音材を布設することを提案する 。 とくにコンクリ

ート路床の場合には必要と考えられる 。

2  - 3. 周辺建物の防音対策 交通路周辺の建物に施す防音対策で

ある 。壁体の透過損失の強化を主とした対策が、建築学の分野に従

来よりある 。本文ではこれを| 徐きその他の対策を記述する 。

(1)  周辺建物による防音対策

先に示した環境施設地帯の起草者たちもこれを完全な対策と思って

いないであろう 。根本的には交通路の両側に 100 - 500 mの特別な

用途地域を設け、交通路によ って障害を受けぬ建物だけの土地利用

を誘致し、沿道地域の再重量備を行う必要がある。

(2)  街路建物壁面の吸音

市街地の自動車道は遮音塀を設ける場所がないし、たとえ設けたと

しても高い建物には効果がない。 このような街路の建物壁面を l以音

性にして街路の騒音を低減する 。

x  x  

以上、音源対策と遮音計画の物理的内容は遮音 (遮音塀および遅

過損失の増加 ) ならびに l吸音である 。 これらの概念は従来よりある

ものと問機であるが、防音の姿点を記すとつぎの通りである 。

a  . なるべく音源、の近くてー巡音すれば効果が大きい。

b  1.汲音性の低い壁、床に対する l吸音処理の効果は大きい。

c  j l : [ 音塀は音源、または受音点の近くに設けると効果が大きい。

3. 新 幹 線 の 遮 音 と 吸 音 法

3  - 1. 新幹線騒音の周波数特性 遮音、吸音に関係する周波数特

性だけを取り上げる 。新幹線騒音の主音源は車輪とレールであるが、

走行にともない線路構造物も振動し発音する 。線路構造物の種類は

-t;IJ 土、 P読土 ( 2 5 mはなれた地点で80- 90 d B A) 、高架柄 ( P C 桁、

鉄コンクリート桁、合成桁) 、無床欽桁 ( 25 m地点で90 - 100 d B A )  

等であるが、発生騒音は記述の}I頃に高くなる。高架橋の道床の種類

はパラス道床とコンクリート道床があるが、コンクリート道床の場

合は 3 - 5 d B高い。またその距隊減衰はほぼ線音源的に( 距離が倍

加するごとに 3 d Bづっ) 減衰する 。



新幹線騒音の周波数特性の il! IJ 定結果 11 を示すと 図一 1 の通りである 。

高架橋は 63- 2000 Hz に、無道床鉄桁は63- 1000 Hz の低い周波数

帯に主成分を持つ騒音で、高架橋ては 20dB 、無道床欽桁では 40dB

の減音を必要とする 。 ( 目標値70 d BA)  
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図ー 1 新幹線騒音の周波数分布( 宮本)

3  - 2. 新幹線の遮音対策 現在施工された 2 mの遮音塀のある個

所とない仰|所 を比較すると 3 - 6  dB の減音がある 。 このように低

い減音しか得られない原因はつぎの通りと考えられる 。

(1)  音源の車輪と遮音塀との間隔が大きい。大きい減音を得るため

には遮音塀を音減に近つ'けるか、作業空間が必要なら: i I ! 音塀の上端

を内1f1IJ へ折り 曲げることが必要である 。

(2)  発生音は低周波成分が主であり、減音を待にくいため。代表周

波数は 400Hz くらいである 。

(3) 車両側面と遮音塀との聞で反射し、遮音塀上より反射音が出る

ため。 これを防ぐには道床および遮音塀内面を l汲音性とすること 。

無道床鉄桁は 30- 40 dB の j成音が必要であるが、遮音塀のi威音の

上限は20 dB であるので、発音している鉄桁をも含めて全体を蔽う

シェルターを用いねばならない 。

現在、遮音塀の j成音量は二次元的に計算されているが、これは 2

- 6dB 過大な減音量を与えて危険で、ある 。 三次元的な計算によら

ねはならない 。

3  - 3. 新幹線の吸音計画 遮音対策と同等に吸音計画は重要であ

り、交通路のように反射性の商でレ阻まれている場所に有効である 。

遮音塀の内側を l吸音性にしたが、 1 - 2  dB の減音しか得られなか

った事例があるが2) 、 これは l汲音材が不適当なためと考えられる 。

図 - 1の周波数特性に有効な吸音材でなければならない 。 たとえば

背後に空隙 ( 100 mm以 上) を有する孔あきまたはスリ ッ ト板が有効

である 。EE隙内にガラスウールを挿入すれば高い周波数の騒音にも

有効である 。 ただしこれはプラスチ ックで処理するかビニール袋に

入れて耐水性を持たせねばならない 。

道床 ( 特にコンクリート道床 ) 商に同様の吸音材を布設すること

も有効である 。パラスト道床の騒音がコンクリート道床より 小 さい

のは、それが振動を吸収するとともにその l汲音性が有効なためでも

ある 。

4.  自 動 車 騒 音 対 策

4 ー 1. 自動車騒音の特性 自動車騒音は、新幹線のように道路構

造により発生騒音が異なるということはないが、高架橋においては

ジョイ ン ト騒音が発生する 。交通量が2000台以上の幹線道路におい

ては、高速道路端で80 d B A 前 後 、 一 般 道 路 で70 d B A 前後の騒音が
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図ー 2 自 動 車 騒 音 の 周 波 数 分 布( 石黒)

ある 。 自動車騒音は変動するのでこれらの値は中央値で表されてい

る。 これらの周波数特性を 図 - 2 に示す。 125 - 2000Hz の範囲の騒

音で代表周波数はほぼ600Hz
3

)である 。 ジョイント騒音は 250Hz 以

下の低周波の強い衝撃音である 。

自動車騒音の環境基準は夜間が最も厳しいが ( 住宅専用地で50

dBA) 、幹線道路では夜間にもかなりの交通量があり、その達成が容

易でない。対策はほとんどの場合に夜間が対象となる 。

4  - 2. 自動車道路の遮音対策 自動車道路の遮音対策は原理的に

新幹線の場合と同様で・ある 。筆者らは幹線高速道路において 5. 5 m 

の遮音塀を設置し、ほぽ環境基準を満足する結果を待ている 。 中央

分離幣に遮音塀を設けることは大変有効な手段で両側の遮音塀の高

さが過大になるのを防止することができる 。新幹線と同様に遮音塀

の減音量の計算は従来より 二次元的に計算されているが、 2 - 8 d B  

も高い減音量を与えるので危険である 。等間隔モデルを用いた三次

元的な遮音塀計算が必要である f

4  - 3. 自動車道路の吸音計画 自動車路面はほぼ完全反射するの

で吸音計画は重要である 。従来より遮音塀内面は吸音性にすること

があるが、これだけでは吸音力が不足する 。中央分離借に両面が吸

音性の遮音塀を設けることは対向側への反射も防止することができ

大変有効でレある 。

4  - 4. ジョ イント騒音対策 ジョイント部は高架橋の弱点である 。

下部で強い衝撃音が発生する 。 この対策は内面を吸音性にした金属

Box で遮蔽することである 。 ただしジョイント部は道路紬方向のみ

ならず、横断方向にも動くので、遮蔽 Box は可動とすることが必要

である 。

4  - 5.  トンネル、シェ ルター騒音対策 トンネルやシェルターの

内面が反射性の場合、その中に車両が走行する問中持続した騒音が

坑口より放出される 。 この騒音はトンネル軸方向に強い指向性をも

っ坑口より 60- 80mの範囲に影響を与える 。 これを防止するために

はトンネル内面を吸音処理することである 。坑口よりの放出騒音だ

けを減音する場合には坑口より 80- 100 mの区間を平均吸音率 0.4

程度に処理することでほぼその目的を達成できる 。

Il 方音対策としてのシェルターは、一方で坑口より自動車汚染排 出

ヌゲスの集中吹出を生む。単なる騒音対策のみに終わらず大気汚染等

を含めた総合的対策が必要である 。
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国音源対策と遮音・吸音対策 2 . 建築設備騒音対策

建 築 設 備 の 騒 音 対 策

早 草 晋

まえカザき

建物内の設備機器の士自大はすさまじいものがある 。 そしてこれら

が建物の質を高めるためのものでありながら、騒音の而でいえば屑

住環境を rv . l i 嘆するものとなっているのは、何とも矛盾したことであ

る。 しかしこれら設備機器導入が後もどりできない歴史の流れであ

るなら( ル・コルビジェが設備機器の増大を嘆いてからすでに半世

紀過ぎた ) 、われわれは最大限の努力を払 って 騒音を、、ゼロ" にしな

ければならない 。

徹底した音源対策を施すことは騒音対策の欽 HIJ であるが、その意

味で、まず設備l機器自身の験背ノ f ワーの低減がはかられねばならな

い。、、伎を売る々時代の設備機株メーカー技術者諸氏のこの商におけ

る努力は 一層必要とされるところである 。 また、建物自身の軽量化

の方向が室内環境悪化に輸をかけている。これは建物の質に関る問

題である 。

これら似本的問題があるが、現実には建築、あるいは設備側の綴

詐処羽! 技術によって、かなり! 騒音の低減をはかることができる 。 し

かし 「午後処理」は 11f 用がかかり、またかけた宍1 ] に綴音は低減され

ない 。r' Ji. 前処理」すなわち、企画 ・設計段階において知恵をしぼる

ことが綴音対策を有効ならしめる前提条件である 。

1. 音 源 周 辺 の 騒 音 対 策

1 . 建築的処理

建物にと って設備機械室は、騒音発生源の最たる部分であり、、

の部分での適切な騒音対策は全体の騒音環境レベルを決めてしまう

ものである 。 ここで述べる建築的処理は、騒音対策の基本的解決を

はかるものであり、後述する設備的処理を一層有効ならしめるもの

である。建築的処理と 設備j的処理が総合されて初めて全体的な騒音

処理rr が可能になる 。

a. 2 測機械室 : 空調機械室は、厳音 il . 際となる設備機器の台数も多

〈、騒音レベルが高 し、 。 したが って周壁の遮音性能は良くなければ

ならないが、同時に機械室内級背レベルを低減しなければならず、

このために室内の吸音が必要である 。 その効果は、たとえば 150 m'  

の機械室で天井全面 (l 50m') を11" 付石紛で吸音すれば約 13dBの室内

臓背レベルの低減をはかることができる F )

ダクト 、配管等の貫通孔は必ずていねいに穴埋めをしなければな

らない 。 ガラリ等外部に向かう関口の位置は隣地建物、上階居室の

有無に注意する 。

b . ファンルーム : 換気は、通常、局所的に行われるため、換気用

送風織は建物内の各所に分散することになる。 比較的大きな 送風機

2 6  ill 誌 と社会/ 1975年 10月号

(  4 特以上 ) は l吸音されたファンルームを設けておさめるのがよい 。

小坦 の送風機は便 利でよ く使われるが、 これもファ ンボ y クス 内に

おさめることが必要で与ある 。( 図 - 3参照 )

c. ポンプ室 : ポンプの騒音ノ マワーは送風機より小さいが、共同住

宅等、暗騒音の小さな環境の中では断続運転するポンプの騒音はし

ばしば問題となる 。 ポンプ室が許容騒音の小さな室の場合は、二重

壁、二重スラブとすることが必要である 。 また隣接室には廊下、 t1jl

入、倉庫等を配置する 。

d . 屯気室 : 電気室での発生騒音は 、交流電源、周波数50 または 60Hz

とその倍音である 100または 120Hz等特定された周波数を含む騒音て。

あり 、い ったん伝搬すると非常に気になる騒音である。小容 i誌のト

ランスは問題となることは少ないが、大容量のトランス設置の場合

は室内を吸音処理する 。周波数が特定されており、また低音域なの

で単一共 II.!) 器による l吸音椛造も試みられている。

e . 自家発屯機室 非常用屯湖、としての発電機は、定期点検H寺の騒

音だけであるが、騒音ノ ぞワーが大きいので室内の吸音、排気 0 '=1

0

へUノ

消音様 ( 7フラー ) 取イ寸が必要て。ある 。

f . 中間階または最上階に設置される機械室 ・主として振動の防止

が目的となる。振動は、それ自 身問題になる場合と、 桃造体に伝搬

した振動が室内に音として再放射される場合に問題となる場合とが

ある。前者の場合、椛造体自身よほど較畳の場合以外は設備機器側

で防振処理ができる。後者の場合、わずかな振動エネルギーでも音

響放射されるのでしばしば問題となる 。

機械の振動が構造体に伝搬することを防ぐには、まず床重量を重

くすることが必要である。設備機縁( 振動i原) に防振機構を加える

と機械自身の振動はかえって大きくなるので、床はその重量によっ

てこの加振カに勝たねばならない。十分な床重量の上で設備機器に

コンク リート基礎と防振構造が採用されなければならない 。梁の上

に振動源を設置することはこの意味でよいことである。 図一 1 に超

高層ビルの中間階に設けられた機械室の床構造の例を示す。

g. 衛生機器: 大使総 ・小使者告のフラ y シュ弁を流れる水流音が問

題になる場合がある。便所がオーディトリアムと隣接していたため、

( 註) しかし、この吸音にさらに 150 m'の吸音而をm加しても、それによ

って 3dBの低減しか得られなし、。全く吸音のない室を一定l吸守すれば室内

騒音レベル低減の効栄は大きいが、すでに吸音のある釜に、それと同 fjH支

の ｬ 吸音を追加しても、そのｾｾＩよ ｦｉＺは Ｓ､ｂ でしかない 。 これは、人 ＱＱＱＱ の感党に

ついての有名な法111) r 人間の感1' 1: が増加を認めるのに必裂な刺激の訟は、

そのとき受けつつある刺激の直に比例するーすなわち感覚と刺激品 ( エネ

ルギ一品) との IUJ に対数関係が成リ立つ j ( Weber- F  echner の法HI)) があ

り、 dB表示は音のエネルギーの対数表示であるからである 。し たがって機

械室内の吸音量としては、吹付石綿、木毛セメント板等多孔賀村を用いた

場合、天井全面および周壁上部まで行うことが現実的である 。



演奏中の水流音にクレームがついた例があった 。許容騒音の低い室

の墜に衛生配管を埋設してはならない。

h. 屋上 ・屋上には、冷却塔、空冷ヒートポンプチラ一、時には換

気用送風機等大きな騒音源がある 。 これら機械自身騒音面において

は無策であり、大きな改良がなされねばならないが、建築的にも無

造作に澄かれすぎているようだ。 これら機縁のほか水槽類も含めて

事機械室的にまとめられるべきであり、内側I j が吸音された周壁等が

デザインされてしかるべきである 。

刑問ニ
←プラスタイル
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← キーストン・プレート
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総じて騒音発生源は、居室とできるだけ離すのがよいことは論を

またないが、どれだけ縦せばよいかといえば空気伝搬音については、

1 室を隔てれば十分である 。すなわち 2 室の聞にサウンドロ ックを

設ける 。廊下、物置、押入、便所等をサウンドロ ックに利用できる 。

放送スタジオ、オーディトリアム等では、この目的のために前室を

設ける 。サウンドロ ック内は l吸音する 。やむを得ず音源室と居室と

が隣接する場合は、二重壁、二重天井とする 。 また国体伝搬音( 振

動) については、梁等構造体の断而変化のある部分で大きく減一哀す

る2) のて¥大梁 3 カ所程度離れていれば問題ないものと思われる 。

2. 設備的処理

a . 送風機の音源対策送風機のケーシングからの音響放射につい

ては、ケーシングをラギングすることによってかなり{ 民j戚できる( 図

- 2 ) 。

送風機は、小さなものでもファンボ ックスにおさめるべきである

( 図 - 3 ) 。図中キャンパス継手はたわみを有していなければ効果は

ない 。送風機の振動周波数は低いので防振ゴムでなく金属ノぐネを使

用しなければならない場合がある 。IlJJ t辰材メーカーとの十分な打ち

合わせが必要である 。

b. ポンプの音源対策 ・ポンプの綴音は、暗騒音の小さな環境で問

題になるし、また振動周波数も可聴域に入っているので、その防援

には万全を期す必要がある 。

図 - 4 の中で防振継手は、ゴム製もしくはステンレス製継手の内

ベローズを深くした防振用を用いなければ効果はない 。 また配管: の

振動は軸方向と紬に直角方向とがあり、直角に 2 カ所防振継手を挿

入しなければ完全な振動吸収にはならない 。 また防仮継手の前後は

しっかりと固定しなければならず、天井スラブからの吊金物では防

振継手の効果は草ll い。床から支持架台を組む。 ポンプ本体には図の

ごとく荷重を附加して防援ゴムの効果を一層高める 。冷凍機接続配

管の場合も同様の防振を行う 。

c. 冷却塔の音源対策. 音源対策としては、送風機 l止出側、 l吸込側

に消音ボックスを取り付ける以外方法がない 。 しかも現在よく使わ

れている軸流送風機は十分な静圧が得られず、これら消音ボ ックス

取り付けにも限界がある 。遠心送風機を組み込み、本格的消音装置

を備えるなど機械メーカ側での努力がまたれる 。

周辺環境への騒音規制である地方自治体の騒音防止条例は、敷地

境界線上での騒音レベルで規制しており、この目的のためには、冷

却搭の設置位置 ( 敷地境界までの距離の確保) 、塀等遮蔽物の利用等

状況に応じた対策を考えて処理できる場合もある 。

×  

機械室用床版の事構造( 霞関ビ J レ) と衝撃加速度波形 1 )
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ケーシングまたは管盤

吹付石綿

鉄 板 被覆0.8")("

図 - 1

. L.  

回

ファンボ ックス図 - 3

2. 騒 音 伝 搬 経 路 の 騒 音 対 策

1. ダクト系の消音

夕、クト系の消音計算法については文献3) に詳しいので、ここでは

二 、三の注意事項を述べる 。

a. 送風機からタクトに投入される脊響ノ マワーは、 図- 5 のパワー

レベルを用いる 。 J 1  S で規定している送風機l吸込口前の音圧レベ

ルではない 。

b. 送風機騒音の基本的な消TTは機械室内で完7 すべきである 。 な

スリープ

( ゴム等防振材

にて固定)

2 7  

ポンプま わりの防振' 図 - 4



ぜ な ら ダ ク ト 系 の 消 音 の 有 力 な 手 段 ( と く に 低 音 域 で の ) で あ る t ) li

音 チ ャ ン パ ー を 機 械 室 以外 で は と り 難 い か ら で あ る 。{註)

c  . ダ ク ト の 曲 が り ( エ ル ポ ) は 、消 音 の 観 点 か ら い え ば 角 エ ル ボ

が よ い が、 ダ ク ト 抵 抗 が 地 加 す る の で図 - 6 の よ う な 角 一 丸 エ ル ポ

を用 い る と よ い 。 丸 エ ル ボ は ほ と ん ど 消 音 の 効 果 は な い が 、角 ま た

は 角 一 丸 エ ル ボ で は 消 音 内貼 村 が な く て も 反射 に よ る 減 衰 が 期 待 で

る。

d. ダ ク ト 末 端 吹 出 口 に は 必 ず 消 音 ボ ッ クスを取り 付 ける 。 これは、

ダ ク ト 途 中 で 気 流 に よ り 発 生 す る 騒 音 を 消 音 す る た め の も の で あ る 。

内 部 発 生 騒 音 を 少 な く す る た め 、 ダ ク ト 内 風 速 を 落 と す 手 段 ( 主ダク

トで 5 m/sec程度) は有効である 。

e  I吹出 口 、 吹込 口で の 気 流 に よ る 発 生 騒 音 は 、風速によ っ て の み

決 定 さ れ る 。 したが って こ の 騒 背 処 理 は 、面 風 速 を 落 と す 以 外 に な

い。絡子型IIXII '，口 の場合、2. 5m/secを超える場合は注意を要する( 図 一7)。

f  . 各 種 空 気 調 和 方 式 の 中 て¥単一ダクト ( 各 階 ユ ニ ッ ト式 ) 方式、

各階ノ マッ ケ ー ジ 空 調 iFit 方 式 は 、 空 調 器 室 と 居 室 の 距 離 が 知 〈 、 ま た

空 調 部 室 の 面 積 、天 井市 も 十 分 と れ な い た め 、 消 音 装 置 を 柿 入 し に

く い の で ど う し て も 室 内 騒 音 レ ベ ル は 高 く な る 。 空 調 方 式 選 定 の 際

に は 注 意 を 要 す る 。

g . 消 脊 用 グ ラ ス フ ァ イ パ ー は 、 密 度24kg/m
3

程 度 が 必 要 で あ る 。

軽 い も の は 吸 音 力 が小 さい 。

2. 配 管 系 の 騒 音 処 理

a  . 図 - 4 のごとく音源部分で振動を遮断することが原j ! IJ で あ る が 、

そ れ で も 完 全 な 遮断 は む ず か し い。 ま た 流 体 に よ っ て 振 動 す る 坊 令

もある 。 振 動 し て 音 響 放 射 し て い る 配 管 に は 、図一 2 の ご と き ラ ギ

ン グ を 行 え ば 低 減 で き る 。 屯 気 設ii i1! で 用 い る パ ス タ ク ト か ら の 騒 音

も こ の 方 法 に よ っ て 有 効 に 処 理 で き る 。

b . 配 管 支 持 部 か ら は 、 し ば し ば 振 動 が 構 造 体 に 伝 わ る 。 この場合、

固定部には防振ノマット、| 功f辰コe ム等を挿入する。 図 - 8 に い く つ か

の |坊 振 支 持 例 を 示 す。
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周 波 数 f

送風機騒音の周波数特性

(Beranek.  L し )

図 - 5 送風器騒音のパ ワーレ ベル

100 

P WL =76+  10Iog，o( HP) +  

10l oglO( SP) 制B )

ただし 、

P WL : 送風機騒音のパワ

ーレベル (d B)

(10- l 2wa t  t 基準)

( HP)  駆動電動機 の 銘 板

表示馬力数

( S P)  : 送風機静圧mm水 位

b . 角 一丸エルポ

消音 に有効なダク トのエ J レボ

P WL =  PWL o +  10109，令

A  吹出 口面積酬'

(アヰモ型吹出 口の場合は)

首都面積 /  

15  

， 

ν  

企/，

メ

. ) 
0 330X  101"'" 

〆
X228X  118  

， 
6 305X 152_  

3  4  5  7  10 

正面面速度Vo( m/ s  )  

ベーン間隔 13mm，自 由面積比0.77

( a) 格子型吹出口 の発生騒音

a . 角 工 J レポ

図 - 6
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放 初 に 述 べ た よ う に 企 画 、 設 計 段 階 で 騒 音 に つ い て の 検 討 が 必 要

で あ る 。 こ れ は 、騒 音 処 理 を 有 効 な ら し め る と と も に 工 事官 の 低 減

に も つ な が る 。 た と え ば、 オーディ トリ ア ム で、 N C - 25以 下 の 許

容 綴 汗 レ ベ ル を 満 足 さ せ る た め に は 、 空 調 設 備 工 事費 の ほ ぼ 5%必

要 と す る が 、 機 械 室 が オ ー デ ィ ト リ ア ム に 隣接 した場合には 一 挙 に

10% に は ね 上 が る こ と が 報 告 さ れ て い る 。5)

以 上、建 築 設 備 の 騒 音 対 策 に つ い て そ の 概 略 を 述 べ た 。 可1前 仰 の

綴行処理ｾのｼ［祭、本文が少しでも役に立つところがあれば幸いである 。
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( b) アヰモ型吹出口の発生騒音

図 - 7 吹出日発生騒音 ｾ )  
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防振パッ トl

- ーー一寸プノ l  

( 註) ￬￬Ｇ￭ Ｇｦ ｔ チャンパーの寸法は、 ｾｗｾｔ すべき騒音の波長の Ｑ Ｏ Ｔ 以上の ・ ｬ 法、

すなわちl OOHzの7干の波長は3. 4 mであるから O. 85m以上の寸法が松低限必

要である。したがって消音チャンパーといえば文字通り r?Yir.f 室」と呼ぶ

べきであ り、実際には Ｒｭ ｘ Ｒ ｭ ｘ Ｒｭ 以上のものて Ｇなけ れば有効な ￬ｾ￭ｦｩ

装 ili とはなり得ない0 2 2均株系統でN C - 30以下の室内許容騒行レ べんを

;)i JJ l _ するためには是非必裂な処 ill である。機械室面H t を決定する際には必

ずこのためのスペースを巧 1遣する。

配管防探例

( シングル使用)

文 献

1 )  r超高 1Mビル における設備! j T r 対策J 主合 雑 誌 r m築'ff'l_Ij<J  17  (昭

44 )  日本1f 7' Hf 科会

2 )  r国体行 の伝搬について」 川畑 ・柚木

50. 5 )  

3 )  r騒71-対策ハンドブック」日 本rr特材料協会制 技1!fL::t ( II rw )  

4 )  r 旬以，制引Il i Wi の|切れと li}j 似 J 小笠1f，(H .l i 九，YI-( II!j 42)

5 )  ｲ 神奈川県 立 リ ＱＱｾ ｬＨホ ールの往築と設 Ｑｾ ｩｪ ｊ 岩崎 ・ 奥野 ・ 鈴木

築設備 J 75- 1  

日本音符学会議減論文l I ! ( 日目

配管防振例

( タブル使用)

M S ハンガー

防領ゴム 11- _  _，...、 ｾ 吊 リ ポ ｊ レト

世 聖1 配管

受台防振 ゴム

配管防振例

( ダク ト送風機恥 )
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すすむ ｋＮｉ￭Ｎ大阪建築設備技術研究所 ｻｬｾＱＱ 町引民Ｉ{ はや〈さ
配管の防振図 - 8
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国音源対策と遮音 ・吸音対策 3. 生産騒音対策

工 場 騒 音 と そ の 対 策 の 実 際

武 良 宏

企 業 と 地 方 行 政 と の 協 定

地域住民の健康、かつ快適な生活環境の保全を図ることを目的と

して、 H下今、公害防止協定を企業と地方行政とが結ぶ例が数多〈み

られる。横浜市= 電源開発K K、 東京都= 東京屯力、その他 四日市

I打、和歌山県、市、そして大阪市のク リーン ・エアプラン 73 と挙げ

られる。

11止近では尼崎市が主要事業所62社 67工場、 2 企 業 団 地 16工場を対

象に、これまでの硫黄酸化物の排出 のみの協定を改め窒素酸化物、

水質汚濁、騒音、振動、悪臭、産業廃棄物に至るまで規定を加え、

1Ip，和 53年 3 月までを目標に“ クリーン尼崎" をめざし公害の町、返

上 を 狙 っており 、騒音防止についても弁企業とも真剣に取り組み、

r! i 、企業、住民の三者が納科し、円満に解決しえた防音工事例は数

多くみられる。

そのなかから、いくつかの実例をもって騒音源と規制値確保への

道を示す。

1  鍛 造 工 場の 防 音の 考 え 方

500- 1，000τ もしくはそれ以上の鍛造設備を有する工場建屋が境

界線沿いにある場合、境界線およびそれ以遠においては l騒音規制値

を10- 20dBもオーバーする例が多し、。

A 祉 の l ，OOOT熱 fM'Jプレスは音源で 101- 104dB- A とかなり高い

騒音レベルを示し、構成周波数においても l ，250Hz をピークとし、

400- 3，150Hz と幅広く、低周波要素と金属音とを併せもつ鈍〈重い

騒音である 。 このよう な音跡、の場介、振動伝婚も加わ って 工場建屋

を共娠させ、新たな面音 iJ . 京を形成していることも注意しなければな

らない。境界線においては規制値を 17dBも超える 77dB- A を示し、

工場建屋または既設塀への付加遮音対策では充分と考えられない。

j成変計画としては 、 プレスの基礎部に防振ゴムを介し、地盤面、

工場建屋への固体振動による伝婦を改善する。このことによりはじ

めて建屋内防音対策が有効となる。 l ，OOOT プレスの作業に彬響主

い範囲で建屋内に仕切りを石綿セメントフレキシブル板厚 6引 で 設

置、内R占リ材としてロックウール 150kg/m
3

X 厚 50"協を用いた。この

仕切り以外にも建屋両萎偵IJ 、屋根の境界線{ 目IJ 片流れをロ ック ウール

150kg/m'X 厚 50"んて"内貼りし、建屋内 の 平均 l吸音率。= 0. 7 干皇J度を確

保 ( 表ー1) 、吸音i成衰を{ ' ， 3 - 5dB (計z1-式 5 - 2参照) 、仕切り材

による有効遮音量{ ' ， 15dB ( 表 -2) を得る。

この防音工事の結果、境界線においては 57- 58dB- A を示し、プ

レス音のみの 識別 はほとんど不可能な状態に改善された。一方、作

業 場|人j での作業環境については、建屋 内部の l汲音減衰のため、反響

による頭を tll ' さえつけられるような圧迫感はなく、あくまでも音源

からのみ騒音が認められ、音源から数メートル雌れるだけでも、か

なり静かな環境となった。熱問鍛造の作業場をこのように密閉化し

ても、夏場はスポットクーラーのみで快適な作業環境となっている。

2 . パ イ プ 落 下 音 の 防 音 の 考 え 方

パイプの搬送、落下による衝撃音は周波数構成が 800 - l ，600Hz 

を中心とする金属音そのもので工場建屋 内 はもちろん 、|井j放状態に

ある建屋から境界線以遠への影響度はかな り大きい 。 B 社において

は、搬送過程での衝撃音発生がやむを得ない。また建屋構造も開口

残

響

室

法

吸

音

率

ロ」y円クウOKーg/ルm庫s) 100 ν  1/ 戸

9i 1I'Trr' jくレ
B  

v  
7  

トー

1/  
ロy クウ ール厚50

3  150Kg/附 ) ー

/  /  

1/  

2  
/  

ノl  

L _ I  

125 250 500 1000 2回0 叫 00

中 心 周 波 数 ( Hz)

表- 1  財団法 人 日本 建築総合筑験 所

70  

60 

50  

音 40

醤

透

過

f員

( 五) 30 

20  

10  

但 L

ロ y クウールの

密度は 150Kgf，附

125 250 500 1000  2000 4000 

中心周波数( Hz)

表 - 2 財団法人 日本建築総介試験所

越 後 と 社 会/ 1975年 10Jl I;. 2 9  



騒音測定車内部

騒音測定車

3 0  
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防音工事施工後

RI Otサ
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". _... .  ，( ) I ・ C

S  10 10  W 

製缶工場の防音工事施工前後の騒音レベル測定チャ ート 例



音11が大きいため境界線で79- 83dB- A と騒音規制値6 ωB- A を大幅

に上姐 っていた 。工場内部の音源から 10m以上離れた工場壁面近 く

で100dB - A を示すに至り、建屋 の密閉化のみならず音源至近距自11.で

の防音対策も必要である 。

i戚衰計画としては、音源近 くの作業場に防音スクリーンを設けて

拡散を防ぎ、 !::. 10dBの減表、さらに建屋壁面に対して 一部木毛セメ

ント板厚25'仏t と貼り令 わせでロックウール 150kg/m
3

X 厚5例らを内貼

り、窓、は撤去苦11分並びに厚 5怖 のガラスを用いた級殺し窓とし、 出

入口書11はシ ャ ッターにて遮音を計る 。 主主屋 の有効減衰量!::. 30dB以

上と し、防音工事結果、規制fi I T . を確保し得た ( 図一 1参照 )。 この|坊

音工 P芥の場合、工場壁面の2.5 さが15m、長さが190mと3，000m
2
に近

い面積を有 し( 写真一 1 ) 、使用する| 坊音材料を吟味しない と、建昼

負担荷量が大 きく なり、構造上の補強が必要なことも考 えら れる 。

この事例にロ ックウール のl汲 ・遮音材を用いたことは表一 2 の弁iIJ t

音量i と而密度からみても、質丑法目IJ に幾分令致しない点など、 |切音

工 卒 上の大 きなメリットでもある 。

場

H

H

H

H

H

H

H

H

H

O

 

エ

N
l

φー

図 - 1 防音工事施工前と施工後の騒音レベル例 'i ll すds

写真一 1 高さ15mの工場壁面を防音工事した例

写真一2 コンプレッサ一室の防音内貼リ例( 窓は骸殺し)

3  コ ン プ レ ッ サ ー 運 転 音 の 防 音 の 考 え 方

もっとも共通性のある騒音源の一 つに 、コ ンプレ ッサ一室の五If転

音が室内に反響、共鳴し 、 きわめて高い騒音レベルを示し、従業員

の保全作業の環境上 からも、地域住民に も早急な騒音対策が迫られ

ているケースが多い。

この C 社の場合、コンプレッサ一室 の壁、天井すべてにロックウ

ール75kg /m
3
X 厚 5U'

n
b を内l ! 占り するとともに、 1t止殺 し窓、防音! 弄 とし

( 写真一 2) 、吸音減衰企 7 - 8dBを硲保 (計 算式 5 - 1参 照) 、室外

1mにおいて !::. 17dB騒音レベルを減衰させた 。 この場合、容易に密

閉化が考えられるが、室内 の温度上昇と空気流入対策のため の換気

計画、並びにその防音ダクト 等 が付術的に必要となる 。 この点充分

な配慮がなされるならば、想定された数値以上に i威主主効果が符られ、

また作業環境の改善に成功しえる 。

4 . 一 般 的 な 騒 音 防 止 の 考 え 方

場内の特定の設備が高い騒音レベルを発生している場令 、建 屋

全体に |坊音対策を採ることは必要以上に対象昔11位を広〈し 、費用面

においても防音効果 の函でも不利である。ゆえに騒音伝婚を最少限

にfl f1 さえるためには作業 阻害にならない範囲での防音聞いや! 日] 仕切

りを設ける 。 これを設けることにより工場内部の他 の作業者に与え

る環境も改善 され、と くに防音囲い内部に吸音処理を施すことによ

って固い内部の作業者は吸音効果か ら与える精神的疲労伎は軽減さ

れる 。 また吸音による工場内部 の 騒音レベル の 減衰は ｉ ｾ 日口昔 Ｑ Ｑ から の

抜出エネルギーを 5- 10dB ダウンさせることが可能となり、J i i i 音源

的要素を点音源化し距離減衰の効果も期待できる 。

反面、防音囲い等を設けることにより密室に とじ込め られるよう

な精神的 7 イナス面は無視できないが、これは照明、色彩等 から充

分、補えると考えられ、夏場 の通風換気等も防音対策イサ借I]'; :rfi を含

めれ ば快適な作業環境がれ} られる 。

5. 吸 音 減 衰 の 算 出

5 - 1. 防音対象建屋容積 V< 1，000m
3
の場合

ｔ ］ ＰＮＱＶ ｾ＠ ( Sabi nの公式 )

ハ Aaftel  

L diff =  10 l og一一一一一

。A bef ore 

( 3. コン プ レ y サ一室の l汲音減衰算出に適用 )

5 - 2 . 防音対象建屋容積 V> 1  ，000m
3
の場合

T = 1. 2+ 0.28H - 2 a  +  K  T  

ただ し、 K 寸，a，建 屋 内 音 問 況 か ら求める係数

! : : .L= 3 + 3 a十 K!::.

ただし、 K 寸 ，建屋内部の状況から求める係数

!::. =! : : .L after -!::.L bef ore 

: .L diff = 4. 5!::.- 4  + 'K，+K2 

ただし、 K，K
2
;!::. ，音源密度から求める係数

( 1. 鍛造工場 のl吸音i成ー哀t . ) : 出に適用 )

まとめ

l吸音コントロール、遮音対策に自認す支ロ ックウ ールを! 日いた防音

Ｎ Ｔ ｝Ｇ［ 例 を主に紹介したが、 一 つ の 防音素材が、ある ｾｉ Ｎ Ｇ t:¥J 的2創立にお

いて吸音、遮音の相反する性能 (表 - 1、2 参照 ) を有する例は数少

ない。 さらに質量法則からも有利な方に令致しない点など、工場建

屋への後イ寸け工事の 多い防音対策には、建屋への強度負担の経 iJi哉、

工事の簡略化等、公害対策費の企業負担を少しでも有利にすべき 二

次的経済性を追求しつつあり、今後 の騒音防止 に|刻するシステム |非j

発が期待される 。

( むら ひろし 久保田 鉄工 ｋｋ 住宅 池村・ ｉｾ ｬｦｭ［ 騒音防止グループ係 ｬ ｾ )  
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国音源対策 と遮音 ・吸音対策 4 生活騒音対策

集 合 住 宅 の 生 活 騒 音 対 策

木村 朔

近年 、公団住宅や民間分譲マ ンションなど集合住宅の居住者が増

加する一方 、一部て、は経済性のみを霊視した建物の高層化、 軽量化

がはかられ、壁、床の遮音性能がむしろ低下す る傾向にある こ とな ど

から 、集合住宅内部の生活騒音に 対する苦情が 多数発生し、 早急に

解決をはからな ければならない 大 きな 問題になってきて いる。 ここ

では 、それらの生活騒音に 対するク レームの発生状況 とその防止対

策について述べ ることにする。

問題 となる生活 騒 音

昭和45年 、建築基準法に i産管規定がはじめて取り 入れられ 、集令

住宅の各戸の界壁は 、125Hz25dB、500Hz40dB、2，OOOHz50dB以上

の透過偵失を有するi ! ! f 音構造としなければならないことが定められ

いるが 、公団住宅をはじめとするコンク リー ト造アノマートでは 、隣戸

間界壁が15cmJ早以上のコンクリートで造られているものが多いので 、

基準法の最低限の規定は十分に満足し 、実|努に窓を閉めた状態では 、

界壁をはさんて"500Hzで45- 50dBの室問音圧 レベル差が得られてお

り、|孫戸からの訴し戸やテレビ 、ステレオの音な どの空気伝搬音に

対して 、それほど大きな 問題は発生していない。

周知のように 、11i 誌のある亙ぃ気密な材料が、空気 中 を伝搬して

くる騒音を良〈遮断するので、コンクリートは最も良い遮音材であ

るが、一方、そのコンクリートに直接、衝撃や娠動が加えられると 、

いわゆる国体伝搬73ニとなって 、柿造体を伝搬し 、隣接住戸に騒音が 、

ほとんど減衰しないまま放射されてしまう。公団住宅やマ ンション

で居住者からのクレームが多いのは 大部分がこのような国体伝搬

騒音であるといってよい 。

表 一 1 、表 - 2 は、笠者らが笑施した公団住宅 4 団地 ( 昭和49年

度) ) と民間分譲アノ f ート( 昭和]46年度) ) の居住者に対するアンケー

ト調査結果であるが、伝搬方向別 にまとめた非常に気になるまたは

気になる騒音の指摘率 l順位をみると、公団、民間とも 、上階住戸か

表 - 1 公団住宅における非常に 気になる + 気になる騒音の指摘順位

最総上数階 lを，548  
上階か句 (  除 < )  

総数 l除，522 

下階か句 ( 1階を く)
隣戸から

総数 1，755

，輔s  

%  
"・， 

P  イb
" '; 

%  

1. 1  f! l ! 所の給排水 757 48. 9 玄 関 前 の 開 閉 61  4.0  台 所 の 給 排 水 401  22. 8 

2  と び は ね る 71- 672 43.4 千 供 の } . ! T 51  3.4  浴 室 町 給 排 水 371 21.1 

3 走 り ま わ る 1T 603  38. 8 1山 所 の 給 排 水 48  3. 2 便 所 の 給 排 水 295 16. 8 

4 浴 室 の 給 排 水 581  37. 5 台 所 の 給 排 水 44  2. 9 玄 関 扉 の 開 I!l J 265  15. 1  

5  台 所 の 給 排 水 504  32. 6 ふとんをたたく ff 41  2. 7 廊 下 の 物 音 236 13.4 

6. 室 内 の 足 管 436 28.2 ス テ レ オ の 汗 41 2. 7  プ ザ の 苛 164  9. 3 

7  玄関! 万の| 制限1 275 17. '8 窓サ ッシのI期間 40 2.6  子 供 の 声 141  8.0  

8  家主! ー待子の苛 201  12.9 浴 室 町 給 排 水 39 2. 6  ，- y レコニーの物音 123 7. 0 

表- 2 民間分譲アパー 卜における非常に 気になる + 気 になる騒音の指摘順位

1註総上数階 595 
上階か句 (  を除( )

1総階数を 581  
下| 暗から (  除 < )  

隣戸から 総数 711

ー'‘' %  ｾ，Ｇ＠ 匂 %  。.. ‘  %  

!  と び は ね る 行 210  35. 3 階 段 の 足 音 35 6.0  玄 関 町宮内 閣 I!l J 66 9. 3 

2 走 リ ま わ る 苛 173 29. 1  玄 関 瓜 の 開 t!l J 31  5. 4  fa 所 の 給 排 水 26 3. 7 

3. 1  f垣 所 の 給 排 水 161  27. 0 ピ ア ノ の 苛 30 5. 2 話 し 戸 22 3. 1  

4 室 内 の 足 1 T 110 18. 3 ふとんをたたく1 ' ( 29 5. 0  ふとんをたたく音 22 3. 1  

5 浴 室 の 給 排 水 98  16.5 A りまわるT f 20  3. 5 ピ ア ノ の 71- 21  3. 0  

6 階 段 の 尾 行 88 13.9  とびはねる ＱＱｾ 18  3. 1  子 供 の 声 19  2.7 

7 家 以 附 子 の 苛 82 13. 8 チ 供 の j l1 16  2. 7 浴 室 の 給 排 水 15  2.1  

8. パJ レコニーの物行 77  12. 9 ス テ レ オ の TT 15  2.5  階 段 の 足 音 13  1. 8  
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らの騒音に対する 指摘が圧倒的に多〈 、子供が とびはねる音 、走 り

まわる音、室内の足音などの床衝撃音 と、 便所、浴室 、台所の給排

水騒音が主として 問題になっていることがわかる。

給 排 水系 騒 音の 防 止

表 - 1、表一2 をみると 、給排水系騒音は 、公団住宅で指摘率が大き

く、民間はそれほどでもないのが目立っているが、これは公団のア

ノマートが、排水管をすべて屋内に跨出させているのか最も大きな原

因と考えられる 。使所、浴室、台所の排水管は 、直接管Eまからの政

射騒音が問題となるので 、民間のように コンク リート墜に固まれた

ノマイプシャフトを設けてその 中を通すか、屋外旅出 とすれば、背 'Ii')

は明 らかに減少するであろう，。

また一方 、給水' 芭は 、水栓音11で発生した振動が固{ 本音となって伝

搬し、段 、lぶなどに接触して他住戸へ騒音を政射するので 、 コンク

リート壁への思め込みは避け 、壁との接触部や貫通苦11はゴムスリー

ブやクラスウールを巻くかそれらを介して取 り付けるなど 、直接構

造 体に 触 れないよう適 切 な 処 置をとることが 必要 である 。 Ｊｾｾにゴ

ムのカップリンクをつけるとか、便器の下にゴム 7 " / トを敷くなど

の団体音伝搬防止対策も有効で‘ ある 。

このように給排水系綴背は 、給排水管の配管方法および取付方法

の改善と給水圧力の調整で 卜分に 防上できるものであり 、その発生

騒音を 上下左布の隣接住戸 D K 内で40- 35dB(A)以下、 寝室内で35-

3)  ，)  

30dB(A)以下におさえるのはそ れほどむつ。かしいことではな い。

床 衝 撃 音の 防止

「上階住戸で子供がかけまわるときの騒音がひどく 、工事現場か

カー ド下に住んでいるようなさわざでゆっく りくつろぐ こともでき

ないI 子供が動 きまわるようになってからは 階下 に迷惑をかけるの

が気にな り、 床下に絶 えず他人の"良 を感 じて洛 ち活かない 。一 間だ

けでも希望者に有料でよいから |坊音措置を

隣快その他かり. 総数 1，755

してほしし、」といった切実な投書が公団に

寄せられてい るのをみても 、集合住宅の生

活騒音で最 も大きな 問題は 、やは り床衝撃

音であるこ とがわか る。

ｾｾｾ＠ %  

子 供 の 戸 250  14 .2 

ふとんをたたく古一 137 7.8  

nfi し 戸了 89 5. 1  

ピ ア ノ の 11 24  1. 4  

その他的楽器内11 23 1. 3  

，- y レコニーの物行 12  0. 7 

ステレオの? ? 11 0. 6 

廊 下 の 物 音 7  I  0. 4 

隣棟その他か句. 総数 711

. .  旬.  %  

ふとんをたたく昔 46 6.4  

ピ ア ノ の 行 19  2. 7 

子 供 の 戸 14 2. 0 

Mi し
〉詔 13  1. 8  

ス テ レ オ のTf 10 1. 4  

テレビラジ才的背 7  1. 0  

その他的楽器の苛 6  0.8 

走 り ま わ る 音 3  0.4  

床衝撃音は 、子供が とびは ね た り、 走 り

まわっ たり、中奇子を 引きずった り、 または

大人が歩いた りす るときの衝撃が、内装床

を通して主に コンクリートスラブを振動さ

せ 、下|渚に放射 されて騒音となるものである。

これを 防止す るには 、まずスラブの上 に

厚いじゅうたん などの柔軟 な材料 を敷い て、

衝撃力 を弱める こと が考 えられ る。 わが国

で広〈用いられて いるタタミも 、そ のよう

な表面仕上げの緩衝材として有効て・あり 、

普通 に歩く程度の衝撃ではタタミの下の音11

屋で床衝撃音が問題になる こと はほとんど

ない といっても よい 。

しか しながら一般に恨太床などの 内装床

は軽量なので 、歩行 などの 外力 で容易に変



形したり振動し、床スラブに大きな加振力を与えて下階に床衝撃音

を発生する。とくにボードフロアの根太床は 、キシミなども発生し

やすく、少し閲い衝撃を与えると、ボード下の根太空間に発生する

音のエネルギが非常に大きくなるので、スラブを通しての空気伝搬

音までが問題になり、下階の床衝撃音レベルは 250Hz、500Hz を中心

に非常に大きな値を示す。

また、わが国では、床衝撃音遮 断力のことなど全く考慮せずに、

経済性を重視して権造的耐力のみから定められた 1l 0- 130mm厚とい

う薄いスラブの集合住宅が多いので、子供がとびはねたり、走りま

わったりする重い衝撃が加わると、スラプ自体の屈曲振動が大きく、

ドシンドシン、パタパタとい 7 低音械の j未衝撃音が下階住戸に響く

ことになる 。 そのような重い衝撃が加わると、タタミやじゅうたん

も圧密されて緩衝性を失い、スラフ可こ振動が伝わって、低音域の遮

断には、それほどの効果を示さな〈なる 。

したがって、集合住宅の床衝撃音を防止する根本的な対策は、ま

ず、スラブ厚を増し、スラブの剛性を十分に確保することにあると

いえよう。パリに建設中の集合住宅では、 180- 200mm厚 、面密度450

- 500kg/m' の重い床スラプが、 30- 40階建高層アパートの界床とし

て用いられ、床衝撃音の遮断に役立っている。これた司けの厚いスラ

プであれば、じゅうたんを敷くだけで上下隣戸聞の床衝撃音遮断力

は十分であり、子供が少しくらいはねまわっても全〈影響がないで

ｾ Ｉ＠ 6)  

あろう 。

スラプ厚がそのように厚くとれない場合でも、スラフ' 上に緩衝材

を敷きつめて適切な方法で浮き床を造ると、重い衝撃に対して非常

に効果的である。

浮き床は、スラブと内装床の聞の緩衝材を| 坊仮用のパネとして、

内装床に加え られた衝撃のエネルギがスラプにできるだけ伝わらな

いようにするものであるから、低い周波数の振動まで、有効に遮断す

るには、固有振動数を十分に低< ( 緩衝材のパネ常数を小さ く) す

る必要がある 。一方、床としての機能を果たすためにあまりやわら

かいパネにすることはできないから、緩衝材の上にのせる内装浮き

床は、十分に重くしなければならない 。

筆者らの笑験によれば、浮き床用の防振材としては、 150kg/ m'程

度の負荷に対して国有振動数が20Hz以下になるような動的ヤ ン グ 率

をもっ繊維質絶縁材料が最も効果的て。あり、具体的には、カサ比重

が64- 96kg/m
3

、25- 40mm厚のグラスウール、 100- 125kg/m
3

、25- 40

m岬 の ロ y ク ウ ー ル な ど が 適 し て い ど 1版 コe ムは、機械の防娠の

ように集中定数的に取り扱えるほぽ定常的な伝搬の防止には適して

いるが、集会住宅の床構造のようにいろいろな周波数の衝撃があち

こちに発生する分布定数的な使われ方にはあまり過さない。集合住

毛に浮き床工法が普及しているヨーロ ッパ諸国でも、浮き床緩衝材

にはクラスウールとロックウールが最も一般的に用いられている。

浮きはの地工法は、 図 1に示すようにスラブ上に上記仕様のロ ッ

クウールまたはグラスウールを緩術材として敷きつめ、周壁に 10mm

一一一一一ー 壁表面仕上げプラスター

図一1 浮き床の断函

幅木

周壁に立上げた帯状の緩衝材

表面仕上材

コンクリート ;芋

アスフアルト Jレーフインクまたはポリエチレ ンシート

緩衝材( グラスウール) またはロ ック ウール

均しモ J レタル

緩衝材は 2層にして白地をずらすと音響ブリ ッジを防ぐのに効果がある 。

厚程度の帯状の同じ緩衝材を立ち上げて縁を切った上を、防水用の

ポリエチレンシートでおおい、その上に 50- 80mm厚経度の普通コン

クリートまたは軽量コンクリートを打って浮き床とする。ひび割れ

をI坊ぐため補強ラスを浮き床の中心に敷〈。浮き床の施工で最も注意

すべき点は、わずかな音響ブリ ッジができただけで、浮き床全体の

効果が落ちてしまうので、周辺部の壁、柱、サッシ、 j弄枠、建具敷

居 、パイプ類と浮き床の縁を -t;J J るため、グラスウールなどの緩衝材

を十分慎重に立ち上げなければならないことであろう。浮き! 未の表

面仕上げには 、ニ一ドルパンチカーペットや発泡塩ビ系複合床材な

ど固い衝撃をやわらげるのに効果がある材料を用いれば高音域の遮

断性能がさらによくなる 。 これらの表面材は壁と直接接しないよう

にし、また幅木も床仕上げ商と接しないようにしなければならない 。

フェルトなどの柔軟な 目地を入れるとかいろいろな方法が考えられ

るが、この辺のおさまり具合が実際には浮き床施工のf訟もむずかし

い点であろう。 ( 図 - 2)  

図- 2 浮き床の表面仕上げと幅木のおさまリ具合の例

以上のようなコ ンクリー ト浮き床を 120- 130mm厚以上のスラブに

施工すれば、重い衝撃に対しでも、低音域て、十分な床衝撃音遮断性

能をうることができる 。 浮き床工法は西ドイツで最も普及しており、

1963年にはコンクリート浮き床工法の D 1  Nがつくられて、公共住

宅はもちろん、民間のアノ マートでもほとんどの床が浮き床を採用し

ている 。 また、フランスでは、集合住宅の床構造としては、床衝撃

音遮断のため、 140mm厚、 350kg/m
2

のスラフ1こ約100kg/m
2

の浮き床を

造るか、 450kg/m
2

、180mm厚のスラブにじゅうたんを敷くことが推奨

されている。

地誌の多いわが国てな、フラ ンスの ように 30階、 40階建の高層ア

ノマートを重コンクリート桃造で造ることは非常にむずかしく、一方、

軽構造では必ず居住者からのクレームが発生することを考えると、

わが国における集合住毛の高さは、遮音上からおのずと制限されて

くることがわかる。しかしながら、いずれにしても集合住宅のスラ

ブ厚は、ヨーロ ッバ諸国のように 140- 150mm厚 ( 350kg/ m' 以 上 ) が

襟準となるように今後建築の設計基準を改め、さらに D K 、居間な

どタタミ以外の部屋にはこの浮き床工法を積極的に採用し、集合住

宅の居住環境性能を高めていくことが必要であろう 。
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国 防 音 材 料 の 性 能 1.

各 省 庁 に お け る 防 音

材 料 の 基 準

省 庁| 必準 の対 象 内 答

運 輸 省 | 防 音 住 宅 | ・防音住宅… ・・

航 空 局 | 工 ｽ ｊｾ＠ 1  エ ノ ｊｾ によ っ て経減する ｩ 成音訟は ＲＰ､ｂ Ｈ A ) 以上とする 。

・空気i調和l機' * の許容騒音レベル

屋内 〔企1i 1145dB( A) 、復 1i 1135dB( A ))

屋外〔企1I ¥l 5ω B( A) 、夜 lil I40dB( A ) )  

・建 具

金属性 Ｕ ｭｭ ガラス入 ｾ￬ｴ［ｩｬｬ 具、透過 ｴｮ 失 Ｒ Ｘ､ ｂ Ｈ 平均 Ｉ 以上

運 輸 省 1 ・片引き窓. .. ..

大阪航空局 1 周波数300- 500Hzて"5mmガラスの場 合2剖 B(平均) 以上

周波数300- 5  ，000Hzて"3mmガラスの場合23dB( 平均)J;J J 二

防 衛 庁 | 防音サ ッ ;..-1 ・不 明 中 高 音 域 を 中心 lこした透過侃失規準がある脱線。

国鉄新幹線 | や校| 幼す | ・木造、 R C造とも 1 - 4 級の クラス分けがあり、縮工

総 局 | 工'J'; (笑 ) 1  室の 外培、天井、床、 IJ，Iロ郎、換気設備等 について使

JFI 材 料の指定がある 。 J換気設備等についてはすべて の

工事に消音型強制J j 換気装置および冷房設備がつ く。

ここでは、施工室の11，1口高11 だけについて示すが、廊下

はおおむね 1 ランク下のf;'liili をとる 。

。級別 :l皇 官 長t :

4  :  15dB(  A ) ・持及ア ルミ サ ッシ(5)

:  ( 上下 2 f!l: 的地介、 l二段は 7 1レミFi x(5)とす る)

tH入u 以驚 ドアー

3  :  20 "  :  >/'[-Ik アル ミサ y シ(5)+ 伝米サ ッン

。 イ ｅ 米サ ッン訓 ｾｩｬＺￎ ｩｬ￬ 修 し 内外 と む上下 Ｒ 段 的 場介、上段

木 ハノ殺 しとす る)

。 IIIJ 隅200. :11入口気密ドアー

2  :  25 . 以wアルミ サ y シ(5)+普及アル ミサ '1 :，..' 、ill 具 Il¥jUJkiX

処月1

・( 内外 とL J :下2f - 宜的地作、 k段アル ミFi x(5)とする)

U¥J隔200. ｮＺ 入 ｮｾＨ 鷲ドアＭ

jl :  1  :  30 11 公1f，' アル ミサ， ;..-( 5) + ピJ レJ l I アルミサ y シ(5)、

j 姐Eよ-t，IBJ 1¥& ＱＱ ｾ 処町、

・( 1人i外とL 1'. 下 2 ｾ Ｎ止 の 場介、」 二 段アルミ ｆｩｸ Ｈ Ｕ Ｉ と する Ｉ

l ・ ι 。 IlI l隔2円、H¥入n s)j)'げ 7 ー

4  :  20 11 1
1

干及アル ミサッン (5)外H

:  ( 1:. 下 2 f!l: 町場合、 I J !l: l i 7ルミ Fi x(5)とする)

JHII械キ100、出 入口公奮 ドアー

鉄 3 :  25 . 作 技アル ミサ ，;..-( 5) +在米サ ;t :..' 調悠

・( 1:下 2f.主的I品作. 上段はアル ミFi x(5)とする )

UIJ 踊200、tH入口気密 ドアー

筋 3 :  30 . 公 ? をf アルミ サ ，;..-( 5) + ビルmアルミサ ，;..-( 5)、主ll ->l- Il ¥j

( 内外 とも 1-. 下 2f!l: 的場介、 J '.段アルミ Fi x(5)とする )

11¥1隅200..'1¥入 n 公法ドア ー

1  ・35dB( A): ｾＨ密アル ミ サ ッン Ｈ Ｕ Ｉ Ｋ ピル ｭ アルミサ ッ ン Ｈ Ｕ Ｉ 、主ＱｬＮｑ Ｑ Ｑｉ Ｑ

住 民 あ る い は ユ ー ザ 一 保 護 の 立 場 か ら 、 こ こ 数 年 来 防 音 材 に 閲 し

て 各省 庁 独 自 の 材 料 基 準 が 設 け ら れ る よ う に な っ た 。 し か し な が ら

多 く の 場 合 公 表 さ れ て い な い こ と が 多 〈 、 材 料 メ ー カ ー は そ の ニ ュ

ー ス 獲 得 に 相 当 の 苦 労 を し て い る 、 と 聞 く 。

「建築と社会」 編 集 諸 氏 に よ っ て 今 回 こ こ に 集 め ら れ た 各 省 庁 の 諸

規 準 は 、 編 集 期 聞 の 短 か さ 、 あ る い は 規 準 提 供 恨IJ の 事 情 も あ っ て す

べ て を 網 羅 し て い る わ け で は な い 。 し か し 、 今 日 の 防 音 材 に 関 す る

動向! を 全 体的 に 把握 す る う え か ら は 有 用 と 思 わ れ る 。 規 準 値 そ の も

の に つ い て は 、 す で に ご 存 知 の 方 も 多 い で あ ろ う が 、 諸 規 準 の 現 状

が 広 般 に 知 れ 渡 り 、 材 料 開 発の 緒 口 に で も な れ ば 幸 い で あ る 。

(文n + 倉)

符 庁 |基準 の対 象 戸、l

同

f r  

+ 70・Cの 範囲内 で十分使用に耐える L の.

国鉄新幹線 | 穴あき防音| ・各鉄道管理局に独自の規準がある模線。

ネ ル| ・一般には l吸音率400，1000Hz 平 均70% 以上

日本道路公団 I :i![ tf 笠 | ・巡背パネル 透 過担i失 400Hz. . . 25dB 1000Hz.. .3 ωB  

技 術 部 I I  1吸 音 準 400Hz ...70"，.0 1000Hz" '80%  

・{ 古川材料は n; (HrJ として 建築材料基準の難燃一 級以上

のもの。

・有j if( ｾ ｍｾＧ＠

Ｈ Ｑ Ｉ 設 ｾ ｉ Ｇ 波Ａ交 水 平 民J!r. Kh=0.2

(2) 支柱 お よ び込礎に対する風荷車

橋梁J5架 rtll .. .・・ 300kg/m
2  

土 工 ' 帝
11... .. .. .' 150kg/m2  

(3) 壁材( パネル 、フレームを含む ) に対する風荷if¥

300kg/m
2  

建 設 省 1; 卑

近 銭 地 建

音 壁 | ・遮音パネル

採

透 過 Hl 失 400Hz"' 25( 33)dB 1000Hz"' 30( 38)dB 

l吸 音 率 400Hz " '70( 90)% 1000Hz"' 80( 95) %  

※ t晶子トによっては ( ) 内の数値まであがることもある 。

・材料、強度 などについては泣路公団に準ずる 娘 係。

・ 各地方建設 ｊｾｪｬ 耳道工・ Ｑ Ｐ［ Ｇ Ｑ み務 所に独自の基準あり 。

建 設 省 | 界

(建築指導標 )
車ロ 日本姐聾l

セノターl

壁 | ・長屋又は共同住宅の 界墜 として遮音構 造 の指定をうけ

ることができる 。

・てi-響鋭却1 ・透過紛失 125Hz"' 25dB、500Hz" '4ω B、

選 投 省 | 工業化住宅

(的現)1

2000Hz...5ω B、を結ぷ線以上の性能があればよい.

• ｾｊｪ 火地 ｪｩｴ｢ し く は耐火締 ｩｦｩ であること 。

- 工業化住宅の性能に| 見l して認定をうけることができる 。

・音響規悌 (下以)

; I，';-U:室町外昭事; 寝室町IlIl U切舵 Uffi 苛の1，'; -室町: H: 屋等 師床の衝;検公12協同静U

級 ))11 :町遮' f f 廿能 : 専問遮古刊能 ;昨日警の遮音性能 : 撃音の遮断性能 i つ性能

:( 階下室レベル ):

(dB)  (dB)  ｾ＠ (dB)  ，"" '(dB)  ＧＧＧ ｉｾ＠ ( dB( A)) 

I  30以上 35以上 55以上 50未 満 ・ 35未 満

2 ・ 30- 25 35- 30 55- 53 50- 55 35- 40 

3  25- 20 ｾ＠ 30- 25 ｾ＠ 53- 50 55- 60 :  40- 45 

4 :  20- 15 ・ 25- 20 50- 45 60- 65 45- 50 

5  15- 10 20主揃 45- 40 65- 70 50以上

. jJl ll 定の対象となる家屋は 一般的かつ需要の多い標i ¥' l的

プランである 。

J" 
吸 fT処J l I! 11 

11 建 段 省 | 防71 サ ッシ

( 内外とむ |二下 2 段町場合、 J 二段アルミ Fi x(5)とする ) 11 

• B し( ベ ター リビング) i li 別立 として 、キ y チンユニ y 卜、

給 ｩ 払ｾｾユニ ｹ ト、予摺ユニ ｉ r ， ｾＩｪ￟Ｇ サ ｹ シの Ｔ 品 ｛ Ｑ

につい て、優良住宅部品としての認定をうけることが

で きる。

国鉄新幹線

1111隔250、出入口防Tf ドア ー 11 住宅生産録

r.... ........ ............. ........................... ー 111車口 住H 附1

1  .  ｾｾＧＢ＠ ".  .，._ -_"" 111開尭セ ンター l  

遮 音 培 | ・音響法準不明 日ｬＧＢＧｾ --， 1  

| ・材 料 ［ｪｪＢｾ｜セメント板厚 Ｑ Ｕ とし強度は下記による 。 一

1111 げ 破 耳 目 た わ ;，. u) k 水 準 出 荷 時 透 水 試 験 は 〈 離

1'I i .if(  ( kg )  (mm)  %  含水車( %) 強 J i ( kg/cm' )  

550 

500 13以下 22以下 15以下 合 絡 20以上

( J  I  S  A  1408)  ( J  I  S  A  5403)  ( J  1  S  A  5403)  

- この工' 1 1 - に似閉する緩衝材は、ポリエチレンフォーム

( みかけ2若皮 0. 1 - 0. 14g/cmそ くり返し永久ひずみ 3. 5%

以下 ) または、これと同等品以上とする 。

向 上 | 消 音 鋼 板 ・二枚 の 鋼 板の11¥l に、樹脂により層を設け 、振 動 お よ び

それによって 'JI きおこされる騒音に対して、自己i成変

刻JよRを持たせた惚- f r 鋼板を L 、う 。

3 4  

・音理事鋭部 …・自己減衰特性の 打i失 係 数 t = 0 .3以 上

( 20・C - I OOHz)

・材料・ … 鋼 板 厚23+ 樹 脂 + 鋼 板厚 23、樹脂はー 20・C -

・ 日"HILi V.' 透過H l 失25 dB Ｈ ＭＧＱ ι Ｎｴ ｾｊ＠ )以 上

・その他の必要性能 (下 剖

ｲ ｩ 光 Ｇ［ｾｬ さ Ｚ
強度 :  ... • .c':.".'::..... ... .: f' ，をの強さ i  防 火 性 :  水密性

， (5kgはけるU 時 :1:' >:

-圧力35kg/ m'て'

280以 上 1M外 3 mm 以下 ，( 1/ 75 H 時 )残留 屋外 2 級

: し.i :き 溢 水 等 の

kg/ m・: u面内 1mm以下 i変形の多いこと j 以上 Ｎ ｾ白 二}

: '6 い 』 ζ

ｉ Ｉ ， ｉｉｾ Ｇ ｉ 力Ｈｉ ， ＷＰＰ ｘ ｉ ， Ｘ ＰＰ の場合 Ｉ
統 性 Ｇ Ｂｪ ｬＢ Ｇ ＧＧ ｊｾ｟ＺｾＮＮＮ ＺｾＺ ＧＧ Ｚ ｦＺＺＧＮ ｾｾ Ｎ ｉｾ Ｇ Ｇ Ｚ＿ ｊ ｬＭ ｊ＠ I  1;[ 手手掛り

始 動 時 滑 動 時

J ( 1J 35kg/ m' で

5  kg以下 3 旬 以下 ， 4  mm以 上

i: !i れ ht 4 m
2

/ hr . m以下 白 :  



国防音材料の性能 2 .

新 幹 線 騒 音 基 準 と そ の 対 策

一一一指害防止対策の面から一一一一

柴 田 敏 春

1. はじめに

ここに一冊の古い建築雑誌がある。当時発行された「近代建築 J .

1963. 3 月号で、東海道新幹線特集号として編集されたもので、ち

ょうど開業を一年前にひかえていた時期であり、工事は最盛期の様

相を 呈していた。

そのうちのー頁に、〈夢の超特急〉に乗ってと題して中 真己氏の

手記がのせられており、それにはつぎのような書き出しで筆が運ば

れていた。

＼ｾ ｜の超特急 〉 、それはもう 〈夢〉ではない。 日一日と現実化へ向

っている。東京一大阪間 515 粁の路線を 3 時間で走る日はもうすぐ

だ。…一一ーと 。

また編集後記では、東海道新幹線の完成は単に国鉄のみでなく、

国民経済、文化の発展、さらには国民生活の向上にと大いに貢献さ

れることはたしかである。建築においてもそのおよぽす影響は大き

くは国土開発を始め個々の都市計画にいたるまで、その建設産業に

重要な役割をもたらすことになる。 …・…ーと 。

ふり返ってみれば当時の国民的期待はまさに筆舌に尽くしがたく、

この記事にもあるごとく国民の総意は、その技術的評価と社会的意

義に対して、最高の賛辞を惜しまないものであった。 10年前、かく

して新幹線は栄光のスタートを切ったのである。

歳月は移りそれから一昔の年月を経たいま、岡山一博多聞の開業

をむかえた新幹線は、騒音問題をはじめとしてその技術上の問題ま

でを含めて、さまざまな角度から問題が提起きれ、環境を破壊する

惑の根源かのように世の指弾を浴びるに至ったのも、一面世の風潮

の力とも 言えないこともない。かつての華々しい栄光の姿とはうら

はらに、まさにこのことは、今後の新幹線のあり方に一抹の彩をや

どすかのように感じられてならない。

構 造 物

いまや新幹線公害という言葉までが定着

し、環境か公共性か、あるいは私権か公益

か、と議論はとどまるところを知らず、そ

れは単に騒音に対する反対ということだけ

でなく、市民生活を基盤とする住民感情の

上にた って、公共性を優先する近代技術へ

の懐疑から、新幹線の存在理由そのものに

まで言及されるようになった。

I  /'.!!. 8 ， I  

現実に環境対策の業務にたずさわる筆者

としては、この問いかけに応える併f もなく、

問題の難しさを痛感しているものである 。

沿線の住居に対する対策をもって、広域の

生活環境の改善を計るなどということは、

とても至難のわざであり、建築的感覚から

みて、それはさらに苦しい迷妄の世界に踏

みこむことになるかもしれないが、それで

も私は行かねばならないと思っている 。

ｖ ｾ＠ 土

¥ 

架橋 賢
( 有道床宵胃)串 - 一喝ーー-

( スラブ
軌道) 守 子l

鉄〈無菌床桁}一. Ir、H

今有道床? 民 訪 韓 {

K L-_f  

2. 環 境 斤 勧 告 の 経 緯

新幹線列車の走行に伴う騒音、振動、テレビ障害等の問題は、す

でに開業当初から存在しており、苦情や陳情に関する諸要求も散発

的にではあるが、個人単位の形で出されていた。 それがやがては昭

和45年頃からの列車運転回数の増加に伴い急激な増加を来し、形の

うえにおいても個から集団へと住民運動の流れと化し、その流れは

沿線各地にうずまき、ついには新幹線公害反対同盟の結成を生むに

至ったのである。

かくして住民運動の波は日増しに強まり、はては東北、・上越新幹

線等の工事中の地域にまで及び、また名古屋市のように、新幹線公

害差止め請求の訴訟が行われるなど、いまや沿線住民の公害に 対す

る権利意識の動向はその極に遥し、今後さらには岡 山以西、博多に

まで指向する局面をむかえた。

かかる経過のもとにすて。に社会的問題 と化した新幹線騒音の現状

にかんがみ、中公審においてはかねてより、鉄道騒音に係る基準に

ついて検討されていたところであるが、現に営業している東京一岡

山聞の新幹線に対する騒音対策として、昭和47年 12月20 日、環境庁

長官より「環境保全上緊急を要する新幹線鉄道騒音について」とい

う内容の勧告がなされたのである 。

3. 勧 告 の 指 針 と 対 策 の 概 況

勧告の指針に示されている対策の骨子は、つぎの 3 項目によって

成り立っている。

(1). 新幹線鉄道騒音の騒音レベルが、住居等の存する地域におい

て、 80ホン凶以下となるよう音源対策を講ずること

(2). 音源対策を講じた後も、 85ホン凶以上の地域内に存する住居

軽 減 対 策 エ
対策前( 平均値)

対策ヱ効果
期待騒音レベル

ホン (A) ホン(A)

0 防 音 壁
87 - 8  79 

0 防 音 壁
88 - 8  80 

0 しゃ音壁( 吸音材付)

+ 消音パラスト

91 - 11 80 

O しゃ音板

+ 防音壁( 吸音材付)

98 - 8  90 

Oパラストマット

( または制振材)
89 - 9  80 

+ 防音壁( 吸音材付)

図ー 1 構造物5 l IJ 騒音軽減対策 騒音値は上下線中心から 25m、地上 1. 2 mの測定値

建築と社会/ 1975年10月号 3 5  



浜松市森田架道橋附近

富士市依田橋附近

等について、障害防止対策を講ずること

(3). 病院、学校その他とくに静穏の保持を要する施設の存する地

域については、特段の配慮をすること

という内容になっている 。

国鉄としては、線路内の音源対策として盛土 ・高架橋区間の防音

壁、鉄桁僑りょう区間の桁防音工等を鋭意施工中であるが、この工

事を通じて盛土 ・高架僑区間においては、おおむね目標値の80ホン

仇) 以下に低減することが可能であることが立証された( 図ー 1 )。

しかしながら無道床鉄桁橋りょう周辺の住居、および線路に近接

した位置にあって、レールレベルより高いアパート等については、

音源対策工事を行つでもなお85ホン刷以上の騒音他を示し、勧告に

示された数値以下に低減することが困鰍な状況におかれている。

したがって障害防止対策を要するのは、この二つの地域に属する

建物といえるのである 。

4. 障 害 防 止 対 策 に つ い て

音源対策の実施後における障害防止対策の Ｒ 項目については、ｾ

施要綱をつぎのように定め、沿線建物の対策をすすめることにした 。

いよいよこれからが国鉄の建築屋として、かつて体験したことのな

い前代未聞の大仕事にとりかかることになるのである 。

(1). 音源対策を談じた後における駿菅値が、 85ホン凶以上の地域

内の住居に対しては、家屋の防音工事や移転工事を施すための助成

十日誼を行う 。

(2). 騒音値70ホン( A ) 以上の地域に存する病院や学校に対しては、

| 坊音工 目r-;: を施すための助成附置を行う 。

5. 防 音 工 法 に 関 す る 研 究

(1). 研究の目的と内容

このような社会情勢に基づき、沿線維物に対して| 坊音工事を行う

については、まずそれに対処する防音工法の技術基準を作成するこ

とを急務とされた。以来、匡l鉄においてはその技術的要諦に応じる

ため、音11外の学議経験者の意見を求めて研究委長会を組織し、上記

防音工法に l刻する研究を技術課題として、技術上の諸問題について

鋭意研究を重ねたのである 。

すなわち新幹線沿線の! I ] 物は、建物柿造、各音11位の仕上、 用途、

経年老朽の程度等により、遮音性能のバラツキが大きく、加えて列

車振動の影響によっても遮音性能が変化する。このような多種多i憾

な建物について現状での遮音性能の程度、 i虚音上の弱点を把躍する

ことを、研究の第一の目的とした。

しかしすべての条件に対応て-きる防音工法を開発することは、至

3 6  

難のわざであった 。 そこで一般的な住宅の弱点をどのような防音工

法を加えれば、その弱点が改良されるかを究明し、その工法と防音

効果( 総合遮音性能) との関係を明確にすることによって、技術基

準の策定をはかり、実務上の要請に応じた 。

(2) 研究項目

建物を構成している材料単体個々の、遮音性能に関する資料は盟

直にあるが、これらを組み合わせ複合して得られた建物としてのｾ

音性能、すなわち総合遮音性能としてまとまったデーターは非常に

少ない。

そこで材料の集積である建物を、総合的な面から把虚し、実際の

設計に対応できるように、つぎのことを行いながら、検討が加えら

れた 。

ア、新幹線沿線建物の騒音実態調査

イ、既存建物の改造実験

ウ、テストハウスによる工法笑験。等

これらの調査実験から得られた成果は、実情に即した建物の防音工

法に| 刻する有用な資料として考えられるものであるが、一般に建物

に対する騒音の伝搬経路はきわめて複雑であり、実際の改造工事に

おいてその効果を高めるためには、建物の各部位にバランスのとれ

た改良を施すように、一段の考l語、を払うべきことが必要で・ある 。

6. 標 準 防 音 工 法

防音工法の作成にあた って は、調査、実験した諸データーを骨子

とし、その他各種の参考資料にｾづき、つぎの基本事項を考慮しな

がら綿密に検討された。

表ー 1 . 標準防音工法の概要

部 位 対 事t 室 そ グ〉 1血

隊r: nなくモルタ Jレ地りのうえ、

外ｾｴＡＺ 色モルタ Jレを吹き付ける . fiiJ J.L 

軒先は而戸まで喰り上げる.

在米主主具合に M1' : ゴムパ y キング イ正米主ｊｬ具内外側に普 ＯＡｊＮＮ ｾＱＷＱ レミ

外

を取り付けて、公? 皆但サ ッシで サＢＯＺＮＮＭＧを取り付けて、二 ｯｲＨ ｾ 化

I期
二重窓化する. する.

部

主I t 具/UIは 200 mmとし空un部分的 出入口ドアは、アルミドアに ｊｦｾ

周囲は、減T3処思する . 。) 答える .

IJ 

周聞の担l J Ul i I 立、ピピリ 1. ，耐J を

木

l勾

防止するため、防振パ ッキング

部
を取り付ける .

部i

7 ス7 1;1. f I ! i 易道官 7 ス? に取リ

替える 。

造

下地補修を行 った後、織維1盟塗

l) f 上七げとする.

l判 E在

その他居室とのw . 喰は、民側議

まで援を立ち t げモルタルを> 1 i

る. f旦し、対象童相7 [ の 界堕は

系

除〈。

在来天 ＱＱ ・の上下とも減 ｬｉｾ Ｍｴ を敷

天 井 き込み、下 ilfi に布こうボード二

電* りとし杉祇で{ 上七げる .

床 在来床に減= f f 材を敷き込む.

設 備

防音効栄町得句れる換気設備と 1向背付換気装置とする .

する。

: ( E 米挫- Aの外i聞に気宮司1サ ッシ 在米主I t - l - l ，の外II1l Jに将及型 7 1レミ

外

を取り付けて、二 ｭｾ 化する Ｎ サ ｾＯ を取り付けて、ニ ｭｾＮ 化

l制
主It具/111は 200 ｭｭ とし杢 ｉｉｉｊｦｦｩｾ 分的 する 。

部

周聞は、減ff 処思する. 出入口ドアは、アルミドアに取

R  

仁l

り瞥える.

周聞の主m膏lは、ピピリ! k，! l i JJ を

内

防止するため、防' " パ y キング

C  告i
をJfR I){寸ける .

部

7 スマはf I ! i <¥) ，述 i'f 7 スマ lこ取り

答える.

系

下 地lili 修を行った後、プラスタ

内ｾ - f f i l ) 仕上げとする . 1且し、対

象室相互の界1笠は除 ( .  

設 備

ｾＩｪ 音効来の外られる換気設備と 消音付換気装置とする.

する.
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WA 対 象 室 部 介

図 - 2 防音工法 略 図

(1). 防音工事の基本の第一点は、建物の各部位ごとの遮音性能が

不均等にならないこと 。 そのために騒音防止上、最も弱点となる閉

口部の遮音性能を高める 。

(2)，第二点は 、外壁その他外気に而した部分におきている| 波間等

は、穴思1めやコーキングを砲し、その他外周商の改良によ って遮音

性能の確保をはかる。

等により技術基準を求めるという、所JUl の目的は達せられ、 表 -

1 、図 - 2 に示すような住居を対象とする防音工事の各極工法が定

まり、これをも って標準防音工法とした 。 テスト ・ハウスの工法笑

! 験では約40dB(A) の遮音性能を得られたが、笑用的には約30dB仏)を

上限の値として採用した 。

したがってこれらの防音工事を地すことによって 、一般的にはがJ

30 d  B 凶の遮音性能が期待できるものとしている 。 なお住宅の|坊育

改造設計にあた っては、基本的に日本家屋としての現状の生活様式

を、変更しない配慮を行うことが大切な要素であり、換気 、冷房等

についても対策を考えねばならない。

7. 対 策 上 の 問 題 点

対策の実地はまだ緒についたばかりの段階であるが 、名古屋の新

'l 判決公害訴訟原告団が要求としてぬげる、 65ホン仇)以下 ということ

からみても、その 内容は住民11111の要求とはかなりの格差があり、一

律に客観的な基準を決めてみたところで、こと騒音問題に関しては

きわめて有効性に乏しいといわねばならない。

また人聞の感覚が基礎になり、受ける個人によっても異なる騒音

というものは、主観的かつ心理的なものであるかぎり 、被答者優先

の許谷基準を設定することなどは、さらに雛しいことであろ示。

対策を要求する住民側と、対策する 1HI j との聞には常にこの問題を

抱 えながら今 日をむかえているが、この基準に対 する見解の差がこ

の対策を笑施するう えにお いて、大きな 阻筈となっていることも 4: J:i.

笑である 。

新幹線のスピードと環境の両面に対して、現行機能 を著しく煩う

ことなく、調和 をはか りながら対策をすすめるうえで、物理的制約

が非常に多いだけに、そう簡単にはいかない。その点にこの騒音問

題の難しさがあるといえよう 。

8 . む す び

騒音問題全般を見波すとき、都市、Ｉｾ村を問わずその紛争はあと

をたたず、ますますその頻度は高まる傾向にある。 4十倍l脊怖のなか

でも騒音と振動に関するものが、一番多いとされている。なかでも

新幹線騒音は航空機の騒音とならぷ新しい騒音問題といえよう 。

新幹線騒音のメカニズムについては、その技術面においてかなり

確かめられた而もあるが、未知の苦I1分も依然として残されている 。

発生源に対する音源対策の鰍しさは一つには、この技術的限界にあ

ると考えてもよい。

新しく環境基準が告示されたいま、国鉄はまた 一つの新 しい局面

をむかえた。今後はさらに難しい問題が山積されるだろうが、 JJ;1段

対策はいかなる場合も I也万行政の協力と、地域住民とのコンセンサ

スがあって初めて動き出せるはずのもの、技術開発に努めることは

もちろんのことであるが、この問題はとくに国鉄だけでなく国民も

ともに 、みんなの足を純保する努力を払いながら 、沿線のI筑波を良

くする調和点を見い出し、後に悔いを残さないような対策を講じて

し、くことが、ぜひ必要なことであろうと考えるものである 。

(し 11た としはる 日本陸 ｬ イ ｉ 鉄道新幹線総局現段仇ー旦ｐＮ ｾｍ ￬Ｑ左Ｉ
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国 防音材料の性能 3.

防 音 塀 の 有 効 性

山 本 到

はじめに

高速道路や工場の騒音対策の ー っとして防音塀が利用されるケー

スが年々増加する傾向にあり、それに伴って各種の既製| 坊音塀( あ

るいは遮音壁、 |坊音パネル・ など呼称は 一定していない) が数多

く市販されている。しかしながら、その名の通 りの防音対J呆が期待

できるものであるかどうか、防音塀の設計上の諸問題をとりあげな

がら検討してゆきたい 。

l  防 音 塀 の 実 用 設 計 法

a ) 点音源に対する塀の減衰効果 敢も単純な条件、すなわち自

由空間の点音源に対する塀の減哀効果は 図 1 の実線に示す前川の図

表 1) によって求められる。最近、計算に使利 なように次式のような

数式表示ができるようになった。 2)

ゾ 2 π NI

i成衰値 = 5 ± 20l og ｩ ｌ ニ ιｾ ､ ｂ
tan h  .; 2 π NI  

ただし、 N >Oのときは符号は+ 、 N<Oのときは符号はー

30 

滅

ν〆

ー 1-→ 。
/  

ヰ =J 4F
点 音 源

，. 

一

ノ

行 路 差 t P O + O S- P S

L  
線 音 源 二

で7 一一

， 

トー v  
，. 〆

一
. /  ，. 

。

一一
/  

トー一トー

←F  

d  

トー

5  

ー

ト一一

25 

20 

衰

値

d B  

N= 21f1λ  { λ : 音 の 波 長 )

図 1 塀の減衰値

b ) 線音源に対する塀の減衰効果 点音源が H IJ に無数に並ぶと

線音源になり 、高速道路や列車等は線音源としてあっかうことが必

要となる 。

山下等によって線音源に対する塀の j成変効果を求める図表が笑験

的に求められている 。3) これを図 l の破線に示すが、先の点音源に

対して、 3 - 5  dB減衰値が小 さくなっていることに注意を要する 。

c ) 塀の設計上の注意事項 点音源や線音源に対す る塀の減衰効

果は、図 1 の 2 つのチャートによっておのおの求められるが、つぎ

に示すような仮定条件や制限条件をよく知った上で利用しないと塀

の効果を十分活用できない。

① 音源を単純な点または線音源と仮定しているので、余り広がり

を持たな いこと。

②塀は半ｾ、限と仮定しているから、十分な長さがあり、音源と受

音点ともに地上よりかなり離れていて、地面からの反射音が無視で

きる程度に減衰している。

3 8  雄第と社会/ 1975年 10月号

③ 塀 の 透 過 損 失 が 十 分 大 き く 、 透 過音が無視できること 。

④ 塀は l吸音しない反射性材料でできていること 。 吸音処理の効果

は別に考慮する 。 ( 詳細は後述する 。)

⑤ 塀 の 直 上 の 音圧レベルは 次第に減少していること 。こ れは塀の

設置後の状態 を示すもので、塀の設置前はこのような状態であって

も、塀を設置したのち、塀、その他 の反射などにより、このような状

態にならない場合がある 。

⑥ 塀 の 厚 さ は 音 の 波 長 よ り 小 さいこしただし、厚さが、波長より

大きいときは 、i成衰も大きくなり安全である。

⑦平面的にみた音の入射角。の適用範囲は、厳密には直角入射の

場合のみであるが、実験的には土 45' までは適用できるようである 。

しかしながら、以上のような仮定条件が満足されるような現実の

ケースはほとんどないといってよい。 すなわち、音源のひろがり、

地面 の反射、塀の有| 浪長さ ・・・…・・・等すべて減衰効果が小さくなる婆

因であり、単に音源と受背点と塀の頂点による行路差だけから塀の

il ;;lG:哀効果を求めても、意味がないことに注意する 必要 があろう。

そこで、塀の設計上故小限必要な堺の設置長さと 材質について種

々検討をしてみよう 。

2.  塀 の必要長さ

ある高さの塀を設計したとき、その行路差によって図 1 から求め

た減衰値は、あくまで塀の長さが無|坂に絞〈場合の値である 。有!被

長の場合すなわち 微から 音のまわり込み( これも回折現象である )

があるときでも 、塀の有効高きの 3 - 5 倍以上両1l!l J に延びていれば、

横から のまわり込みの影響は一応無視できる。

しかしながら、高速道路や鉄道の騒音対策として、住宅街や学校

の前だけ塀を設置しているようなケースはあち こちで見られるが、

これらは十分な長さがないためそれほど効果が得られていないと思

われる 。

3. 防 音 塀 の 材 質

a ) 防音塀の透過損失はどれほど必要か 塀の仮定条例ニでは、塀

の透過音が無視できるほど小 さいことになっているが、一般的には

塀の回折による減衰効果: は 20- 25dB程 度 で そ れ 以 上 は望めないこ

とから塀の透過損失は 30dB もあれば十分である 。 ところが、塀に

よる騒音対策としては、 l OdB程度の減衰効果を得るように設計さ

れるケースが多いと恩われるが、このようなときには、塀の透過損

失は 20dB もあればよく、もちろん周波数にもよるが、薄い石綿ス

レート 1枚でも十分であろう 。 にもかかわらず、市販品の透過損失

の目標10立が高すぎるように思われる。

b ) 防音塀の吸音処理の効果 市販されている防音堺には、ほと

んどがl吸音材 が併用されている 。 この塀の l吸音処理の効果を単純な

仮定により求められているものを 図 2 に示す。 4) この図のパラメー

タは音圧反射係数 R で求められており、 l吸音率。とは、

α = 1 一 1 R  l' 

の関係であるが、

この l汲守率は 、垂

直入射 l吸音率のよ

うに特定な入射角

に対する値をとら

ねばならないので、

残響室法 l吸音率は

そのまま適用でき

15 

n
u
 

吸

音

に

よ

る

減

衰

価

値

ない 。 そこで、

L ondonの式を用い

て、残響室法吸音

60 90 120 150 

回折角 ψ

図 2 塀の吸音による効果
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率に; 5 : 似的に換算したもの 5) を記入している。この図によれば、回

折角 ψ の大きいところで、キn当日 j交の l汲7T処理! をすれば、減点効果

はかなり大きくなることを示している。

このことを簡単な例によって 示してみよう。今 、屋外にあるトラ

ン ス と か 機 械 の 騒 背 対 策 の - f9IJ として 図 3 に示すような| 坊対塀で

阿万を| 珊う場介について、 l汲討中イ の効果を iOt. J べてみよう 。

ｅｍ ｬ ｌ トｾ司 ＱＮＰＰ
K土2 . 50 j 10. 00 I  

図 3 防音塀の計算例

7!?ニi原 S から受下f 点 P に達する 11ニは、同に示すように 3 J t ! i りある 。

(  2 次反射711ニ以上は無視する 。)

その側々について l吸音材の交JJ*を求めると、

@ 直 接 背

(行雌 O  = 0.90 m 

直線距離 t =12. 50m 

回折角 ψ =50・

て' あるから

E距E離 j減成衰f似rll /::，. t  = 一2010gt = 一2幻1. 9dB

i  - 値 ω吟一=一→一→ 一1

l吸音材の効果 /::"0 ・l以下f l事a とjnj折角 ψ により l羽2から求まる。

⑥ 地 面 反 射 背

(行雌 O  = 2. 26 m 

直線路荷Ａｾ t  = 12. 66m 

回折角 ψ =69.  

であるから

/::，. D  =  - 21. 2dB 

/::，. t  = - 22 .0dB 

/::"0 : @ と 同 じ(一
距離減衰他

q及背材の効果

地面の反射係数 /::，. R'  = 201og IR '  1 =0  ( R '  =  1 と仮定)

表 1 防音塀の吸音処理の効果の計算
単位d B

残 響 室 法 吸 音 率 α
。

60 80 90 。95 1. 0  

音 圧 反 射 係 数 R . 80 . 60 40 20  
。

回 折 減 衰 値 t; D - 17 . 4  

距 離 減 衰 値 t; l - 21. 9  

a)  

直 接 者 吸音による減衰 βα
。

- 0.5 - 1. 2  - 1. 7  - 2. 4  - 3. 3  

合 計 Z ① - 39.3 - 39. 8  - 40. 5  - 41 .0  - 41 .7 - 42. 6  

吸音材の効果 0. 5  1. 2  1. 7  2. 4  3.3 

企 D - 21. 2  

t; l  - 22. 0  

b)  

地面反射音 t; a  
。

- 0. 7  - 1. 6  - 2. 5  - 3. 4  - 4. 5  

Z ② - 43.2 - 43. 9  - 44. 8  - 45. 7  - 46. 6  - 47. 7  

吸音材の効果 0. 7  1. 6  2. 5  3. 4  4. 5  

t; D  - 1 4. 4 

t; l  - 24.9 

c)  t; a  
。

- 0. 3  - 0. 6  一 1.0 - 1. 2  - 1. 7  

後壁反射音

防音塀の反射係数 β R
。

- 1. 9  - 4. 4  - 7. 9  - 14. 0  ーー。。

Z ③ - 39. 3  - 41. 5  - 44. 3  - 48. 2 - 54. 5  一∞

吸音材の効果 2. 2  5. 0  9.  1  15 . 2  ∞ 

Z ①~③ 
35. 5  36. 7  38. 0  39. 2  40. 3  I  41. 4  

吸 音 材 の 総 合 効 果 1.2 2. 5  3. 7  4. 8  5. 9  

@ 後壁反射音

(間
直 線 距 離

回折角

であるから

回折減衰他

距離減衰f I ! f.

O  = 0. 46m 

t  = 17  .50m 

ψ =26・

/::，. D  = 一14 .4dB

/::，. t = 一24. 9dB

l汲背材の反射係数 ムR = 201og 1R I後 壁 の 反 射7干の干存与を示す

l汲背材の効果 /::"0 : @ に 同 じ

以上の条件で、| 坊7T塀の内 11111の l汲行材の残科 l汲子T率を Oから 1. 0

まで種々変化させたときの減点11([ に与える l汲ff 率の彩科の計算結果

を表 1 に示す。

これらの結果を袈約するとつぎのようなことがいえる 。

1  )  直接すだけに注目すると、完全反射( 日= 0 ) に対して 90%

l吸音でも、せいぜい 1 - 2  dBの効果である。

2)  後壁の反射台のみに注目すれば、 0 = 0 に対して 0 =90% で

は約 9 dBの効栄が符られる。

3)  全体の千f を総合すると、 白 ］ Ｐ に対してロ ］ ＹＰ Ｅ て酬はが ｾ Ｔ ､ ｂ

の減衰効果がl汲背材でが} られる。しかし α =60% では、その効来は

2 dB以下である 。

以上のように、 l汲持材をつかう場合は 80% 以上の l汲背率を有する

ものをつかわなければ、大きな効果は得られない。いいかえると、

1 9IJ だけの| 坊 ff 塀を設計する場令は| 吸音材はそれほど重要ではなく、

ＲＷ ｉ ｊ あるいは凶ＯＧｪ問むような場介は、 ｬ 汲 ＷＱｦ 材の効果を ｗｈ Ｍ ｾ するには

80% 以上の I汲背率が必要となる。

4.  そ の 他 の 問 題 点

| 坊背塀による騒背対策でよく問題になるのが、受? ? 点の位置によ

ってその減衰効栄が大きく変化することである。塀さえつければ良

いというのでは決してなく、非常に高い受音点に対しては塀はほと

んど効果がないといえる。材質上の問題点としては、而H民性にすぐ

れていることが大事で、風雨にさらされることが多いためとくに注

意が必要である。

また、施工上の注意点として、すきまをつくらないようにすべきで

あることは当然であるが、高速道路に取り付けられた| 坊 7干塀をみる

と、すきまが非常に多いのが自につく。これではせっかく透過損失の

大きな塀を立てても、計算どおりの効果が発揮されていないだろう 。

最近、新幹線などでよく問題にされることであるが、| 坊下f 塀 の 取

付方法などの欠陥により塀肉体が振動し、そこから背が再版射され、

全〈減衰しないことがある。これは工場機械の防音塀についてもい

えることで、振動が大きいときは、取付方法等を工夫し、振動の絶

縁に配慮することが大' 与である。

む す び

| 切音塀による騒音対策は、あまりにも設計法が簡 便なためよく 利

用されるが、その附{ 史さのために、種々の問題点があり、十分な効

果が得られていないケースが多いように思われる。たとえ十分注意

して| 坊音塀が設計されたとしても、その減衰効果には限界があり、

| 坊音塀は決して万能な騒下f対策法ではないことを認識していただき

たいと思う 。

引用 文献

1)  前川 「日本=tI 智学会ヰJ 18 - 4  ( 1962)  P 187  

2)  藤原 日本建築学会大会点而I論文集 ( 1972) P47  

3)  山下他「日本 ＱｉＢｾＧ 下会誌 ｊ 29- 4  ( 1973) P  207 

4)  藤原他「日本Tf 轡学会品副i論文mJ ( 1Ij'.j和49年 6 月) P 223  

5)  前川 「建築? ? 響 J ( 共立山版) P60 

( やまもと いたる K Kケンオンエンジニヤリング専務取締役)
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国防音材料の性能 3.

防 音 材 料 に つ い て

十 倉 毅

1.  はじめに

防音材料 とは ヒト の耳に入る有害な音 、つ まり 騒音を防止す るの

に用 いら れ る材 料一般 をいうが、大きく分けて これ には l吸音材料 お

よび遮音材料の 2 つがある 。

!吸音材料 は、その名前のごとく、音の エネル ギー を吸収す るこ と

によって音の勢力を弱めるためのものであ り、一方 、遮 音材料 は音

が材料 開を透過する過程において エネルギー損失を得ょうとするも

のである 。

この関係を様式的に 図 ー 1 に示す。

いま、 甲乙 2 室( 空間) の間にある 材料 に甲から乙室に 向かつて

音が入射するとしよう 。材料に入射する音の エ ネルギ ー を I とすれ

ば、 I は材料 商で反射 される エネルギ - R、材 料 内で吸収される エ

ネルギー A 、材料 を透過して乙室に到る透過 エネルギー T の和 である。

甲室 μ 分 乙室 1 = R + A 十 T .. ..... ......... ・・ 0 ・・(1)

1  :  l ncidence ( 入射)

T  R  R efl ect i on ( 反射)

R  

A  :  Absorpt i on ( 吸収)

T  :  T r ansmi ssi on (透過)

また、 I 、 R 、 A 、 T のエネル

ギーを使って 、材料の反射率、 l汲

音率 、透過率はつぎのように定義

図 - 1

壁体に入射する音のエネルギー

される 。

反射率 :

.. .( 2)  
l吸音王手 :

透過率 :

T  

τ  =一一

I  

これから分かるように、 l汲音率 a は、甲室における入射 エネルギ

- 1 と反射エネルギ - R の関係で定義できるが、透過率 τ は、 I と

T のエネルギー 比 であり、両室の背のエネルギーが分からねばならぬ。

l汲昔、遮音の問題に 関 して、 l吸音率のよいものは述音性にも 秀れて

いるという人がよくあるが、この両者は全〈 別物であることにまず

注意を要する 。

材料のi ! J ! ; 音性について、 上記 ては遮背の基本的な量である 。i虚音

性がよいとは r = ( T / I) が小さいことをいう 。 しかしながら、

この値は通常、非常に小さな値になるので、 τ の逆数を デシベル単

位で表現し、透過損失 T L  ( Tr ansmi ssi on L oss ) と呼ぶ。

T L = 10 1叩干= 10 1og lO十 ( d B) ... ... . . . . . ... .(3)

1=  T 、つま り全透過の場合、 T  L =  OdBである 。 I が材料 を透

過して T が I の l 万分の l のエネルギーになるときは、透過損失は 、

山 10 l og→= 10 log I0 10' = 40 ( d B)  

となる 。i!J!;音材料 では 一般に周波数が上 がる( 音が高くなる) にし

たがって、 T L は増加するが、ホテルなどの界壁であれば、中 音域

の代表的周波数500Hz ll :付近で、 この程度の遮音性は 必要である 。 ま

た防音サ ッシと呼ばれる窓 サ ッシでは 、30dB程 度 の 性能 が要求 さ

4 0  池築 と 社 会 Ｏ Ｑ ＹＷ Ｕ ｩ ｾ ｬ ｏ ｽＱ 号

れ る。

以下、 l汲音材料、 i虚音材料 について略述する 。

2.  吸 音 材料

騒音対策としての l吸音材使用は、 何 も置かれていない倉庫へ荷物

が入るにしたがって響きが減り、同時に音が小 さく 聞 こえる ことと

同じ理由である 。 あるいは、銭湯の洗場と脱衣場との関係にもたと

えることができる 。脱衣場での話を続行しながら洗場に入ると 、途

端に自分の声が大きくなったように感ずる 。 このような現象は、倉

庫では荷物の l吸音力増加 、洗場では l吸音力の減少による 。

室内に音響出力一定、すなわち背のパワ ー レベルP WL一定の騒音

源があるとしよう 。室 内各位置での平均的な音庄 レベルL は近似的に 、

L = P WL + 6 - 10 log l oA ( d B) .... . ........ (4)  

で表現される 。 A '立1汲苦力と呼ばれるi I l であ り、 室内での各仕上材

料 のl汲音率ω に、各材料の面積 S i( m' ) を釆じたもの、および、 室

内の人問、家具、椅子 などがある場合は、 1 人あたりまたは、 一個

あたりの l吸音力。J に例数nj を釆じたものの和で示される 。

A  = 2: ai .S i + 2: aj ・η j ( メートルセービン) … … … (5)

(4)式から分かるように、 室 内での 音庄レベル L は吸音力 A (通協

A )  1 ) が増すにつれて 小 さくなるが、 l汲音処理前の l吸音カを Al、

処理後の l吸音力を A2とすれば、 室内での音圧レベルの減衰量 I:J. L は

I:J. L = ( P WL  +  6  - 10 l og lO Al ) 一(P WL + 6  - 10  l ogl oA2)  

L

m

一

ん
。

9

0

 

0

 

n

H

V

 

唱

E

A

-
-

( dB ) … … … … . ..(6)  

となる 。たとえば処理によ ってl吸音力が 2 倍になったときは2 = 2  Al) 、

I:J. L = 3 (dB) 、すなわち 室内の音圧レベルは 3 dB だけ低下する 。

(6)式は外部から騒音が佼入する場合でも当てはまる 。

しかしながら普通に使われている部屋 であれば人問 、家具、椅子

などの! 吸音カ2: aj ・仰 がかなり大きいので、 室 内の仕 上 げ材料 によ

るl吸音 ( 2: ai S i ) だけでl敗音カA を2 倍に増加 させるのははなはだ

困難である 。 また、高度に l汲音効果:のある 材料 は一般に背後 空気屑

が必要であった り、材厚が大きくなるので 、建築の 有効面積 を減少

させる 。

したがって 、吸音材 による騒音対策は竣工後の建物については、

付加 l吸音力に多くを期待できず、 一般に効果が薄い。 設計計画の段

階において音源、の種類と特性を知り、それに見合った 材料選択によ

って、音11屋をより l吸音的にしておくことが大切である 。

図 - 2 にl吸音材料の代表的な l吸音特性を示すが、騒音を 構成 する

主成分、あるいは残響時聞の長い 、よく響〈周波数域に材 料 の吸音

率の 山 を一致させることが l吸音材選択における原 則l である 。

なお 、前記(4)、(6)式は部屋が拡散的で音の分布 が均ー である条件

を前提 に導かれた 。部屋がl吸音的になるにしたがって 、音は 、! 騒音

源や騒音侵入 口に近いほど大きくなり、 室 内での音の分布は 均ー さ

を失う。その場合には部屋全体の l吸音性を考慮した室定数を用いて

音庄レベル L の計算を行うが、 I汲音処理前後における室内での音圧

レベル減衰量は(6)式より 小 さくなる 。



| 吸音材の吸音特性 I 1腕 材 料 の l航 機 構 は 、 大 別 し てω反振動型

l汲7干②多孔質型吸音①共 11. 均株型 l吸音の 3 形式( 図 - 2a，b. d) であり、

現実の建築材料はこの 3種 、あるいはその組み合わせである。この

うち l汲背材料として多 〈用いられているのは、多孔質型吸音材、お

よび共鳴線型 l吸音材である 。前者は中日王子f 域での l吸音性に秀れ、後

者は使用目的に沿った l吸音特性の設計ができるからである 。共鳴号d:

型l汲7干材は通常有孔板と呼ばれているもので、その l吸音のピーク周

波数Ｈ共 ｉｉｘ ｾ 周波数Ｉ ｦｨ は、

fh= - i /  P  ( Hz ) ・ ・ (7)  

2 π. ;  L ( t + O. 8d)  

c 音 速 ( キ340X I0'cm)

p : 有孔板の間口比、穴面積/ 表面積

L 有孔板から剛壁までの空気層厚 ( cm)

d  . '有孔板の孔径 (cm)

t 有孔板の版厚 (cm)

でほぼ与えられ、 P 、L 、d 、t を迎宜組み合わせることにより、

任意の fhを設計することができる 。

a . 板振動型吸音材 + 空気層

{低&官

域でで》刊l吸汲7背守の山をつ〈るが、 一

般に l汲背率は低い。板厚が簿

くなるにしたがって l吸音の山

が中音域の 77に移動する 。

( 合板、アスベストなど)

b . 多孔賀型吸音材

材料厚が大きくなるほど、 l吸

音Z容が大きくなり、低音域で

もl汲管するようになる 。

(  11 : 欠付石綿、グラスウール、

ロ ックウール、織物など )

c  多孔質吸音材 + 大空気層

低71ニ域の山は共H鳥掠型の l吸音

であり、高音域での吸音王手上

井は多孔質 l汲音による 。

( 木毛セメント板など )

。y

残

響

a) 雲

吸

音

率

」 板 嘩 小

計ｾ＾ＭーーーーーーーーＭＭー一

d . 共鳴器型吸音材

背後空気層を TE' すにつれて、

l汲背の山は低音域に移動する 。

( 有孔板、スリットなど)

e . 共鳴器型吸音材 + 多孔質

吸音材

多孔質 l汲fT材が多くなるにし

たがって、 l汲脊率が全体的に

上昇する 。

( 有孔板+ グラスウール、ロ

ックウールなど )

f  . 共鳴器型吸音材 + 多孔質

吸音材

関口比( 率) が大きくなるに

つれて、 l汲7干の山がなだらか

になり、また高音に移動する。

( 有孔板+ グラスウール、ロ

ックウールなど)

g . 共鳴器型吸音材 + 多孔質

吸音材 + 大空気層

背後空気層を 500mm程度とる

ことによって fhはfs ; 音に移動

し、中 高? ? 域に第 2 の山がで

きる 。

( 有孔板+ グラスウール、ロ

ックウールなど )

Hz  

3. 遮音材料

d)  

fh 

e)  

周波数

大

一
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一
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図 - 2 各種吸着材による吸音特性

一般に重量のある壁ほと・遮音性がいい 、 といわれる 。 これが質量

則と呼ばれる遮脅に関する基本的な法則である 。

この法目IJ は| 波間のない均質な材料でできた単層壁に適用され、壁

f本の単位面積あたりの重量M (函密度という、 kg/m') が与えられれ

ば、透過損失 T L ( dB) は周波数f ( Hz) の関数として表現される 。

T L キ T Lo - I0 !ogI0 ( O. 23TLo )  )  

f  . 一… " (8)

TLo= 20 !og20( f X M) - 42. 5 J  

(8)式の計算結占Rが図 - 3 である 。

たとえばコンクリート壁12cm厚の場合、

② 低 音 に お け る 共 喝 透 過

Ｒ ｩｬｬｾ に菅波が入射する場合、間 Ｑ ＱｩＱ ｊ の主主にはさま

れ た 空 気 j百がE単 位 パ ネ と し て 働 き 、 笠 と 空 気 府 と の

共 振 系 ( b 図 ) をつ くる. その結 来 、 共 振 周 波 数 域

で 守 的 透 過 が 大 き 〈 な り 巡 存 性 が 減 ず る . 両方のr : A

内面' i f n . 庄が等しく、 M ( kg/ m' l 空気! 宵厚を d ( m ) とす

れ ば 、 下 式 と な る 。

1  /2ρr' 

共 掻 周 波 数 f nn= て =- - /:::... 二一 ( Hz )  

乙 π v M d  

伊11

M = l Okg/ m'  d = O. l m 

空 気 の 密 度 ρ =1. 21kg/ m'  

苛 迷 C =34 0 m/ sの 場 合

( r mキ 85Hz

M M 
b 図 壁 と 空気層 の 共振系

100 200300 ち00 1000 2000 4000 

周 波 数 %

持 ｾ ｦｬ 石プロ ｹ ク片面プラスタ塗平均 ｔｌ 34d日

空気層 ・大

ｾ＠ I  _.，) 

c)  I  . L _ι__ _; ' l  

，， ' Y  ‘ 『 ー ー -

〆 / 1

① 材 料 の 隙 間 か ら の 音 の 透 過

空 洞軽石コンクリートプロ＾＿など ｾ 隙のある材

料 に 、 プ ラ ス 夕 、 セ メ ン ト モ ル タ ル な ど を 塗 る と 空

隙 が 減 じ て T L が 増 加 す る . そ の 上 に ペ イ ン ト主主仕

上 げ を す る と さ らに T L は 上 昇 す る .

102X 203X 406mm ず 弓 守 ゐ

面密度 99.5kg/m' ノ' 一'

く) 0 0 < > 1き

1-- 406---l a 図 軽 石 プ ロ け

06---l の 畑 仕 上 に

h  る透過損失
面密度 99.5kg/m

1

。

の 変 化

←4

号石7 13
ク( 仕上なし) 平均九

I I dB

( 日本独築学会位計1

話密度 ＷＵ 刊 ｾ ｩ ［［Ｇ ，
I

計画パン フレ ッ ト|

¥Na. 4  P  .35 I  

③ 高 音 に お け る 共 鳴 透 過

2 ill 史的場合、中空空気! 自で壁面 IBJ i [ ! 総 d を 半 波

長 と す る 周 波 数 、 お よ び そ の 2 f古昔、 3 1古rr. …ぃ・・

の 周 波 数 で 共 鳴 ( 往 復 反 射 ) をおこ し、T L を 下 げ る 。

共 鳴 周 波 数 ｻｲ､］ｾ＠ ( H z)  

2 d 

n =  1 ， 2 ， 3  

一 般 に 高 背 に お け る 共 鳴 透 過 は コ イ ン ン デ ン ス 効

採と ill 複 し た 周 波 数 域 で あ ら わ れ る こ と が 多 い が 、

虫円前怠・j支 が 小 さ い 場 合 、 ロ y クウ ー ノレなど多ヲL伐

材 料 を 入 れ る と 効 果 が あ る と い わ れ て い る .

例

笠 間 間 距 離 d =O. l m 

音 速 C =340m/ s と す れ ば

{ r d= 1700Hz ( n=  1  l  

3400Hz ( n=  2  l  

5400Hz  ( n=  3  l  

c 図 2. 鐙 壁 面

聞での共鳴

4 1  
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図 - 3

であるから、その透過損失は図 - 3 の一番上 の線を 利用 して 125Hz

で39dB、500Hzで50dB、2000Hz で約61dB-l' 呈1ft となる。

このように、質量則は商密度さえ分かれば 、大田作の透過損失を知

ることができるので、単層ｾ以外の壁ｻ本でも ｔｌ の見当をつける場

合 、大変 i史平IJ であるが、壁 f4 : を実際に illiJ 定してみると

① 材料 の空|旅か らの背の透過

② 低72f における共1113透過

③ 高 71f における共鳴透過

④ コ イ ン シ デ ン ス 効 果

⑤ 構造的 な7干の{ ム達( ' 1干の 僑 Sound bridge)  

などの現象があらわれ、図 - 3 のような直線にはならない。

このようなもろもろの背轡現象については脚注に簡単に 示してお

いた。以下、脚注を参照しながら具体的にサッシ、 ドア 、旅壁 ( IHI 

仕切j 壁) 、| 坊背パネルなど、代表的な遮711ニ材について述べたい。

|サッシ・ドア | 木製あるいは鋼製窓サ γ シ ・ドアに代わって、最

近ではアルミ合金製サッシが多〈用いられるようになったが、 z.5皮

な迷子f性、主"¥，&，' . 水密性が要求され、サッシ断而が複雑になる 一 方 、

アルミ 抑出成型技術が向上して 主要日11脅11材材りが非常に薄くなった 。

あるメーカーによると主要材厚は家庭用窓サ ッシ 1. 1- 1:2mm、業務

用サ ッシ( 一般 ビル用) 1. 5mm厚以上 がこの業界での常識であるとい

っ。

④ コイン シデン ス効 果

7干述 C の 11! t; f 入 射 角 。 で 壁 而 に 投 射 さ れ る と 壁 面

に沿う空気の Ｗ 干速は京告となり、これと笠の ｬ 占ｉｦ本 ￬ｾ 必

C sが 一 致 し た と き 、 i T i .止 め 疎 鷲 に 応 じ て 盟 国 に IIf!

Iltl1旋動がはじまる。この悶披数 をコインンデンス( 一

致 ) 周 波 数 、 現 象 を コ イ ン シ デ ン ス 効 米 と い う . コ

イ ン シ デ ン ス 周 波 数 は 7Tの入射角度によって拠なり、

e  = 90・ の と き 段 低 周 波 数 ( = 限 界 周 波 数 f c ) をラ

える。コインシデンス喜由来は f c以 上 の ff に 対 し て 皮

肉 巡 行 性 を 者 し 〈 低 下 さ せ る .

c. コインシデンス刻J 米は

斗 Ｑ 層ｾＮＱＺでも Ｒ ＱＱｈ Ｎ￮にもお

こ る が 、 2ni! 笠の場合、

一方向! = A 厚を変えれば f c

をずらすことカeて・きる.

･ 図にｾ厚 ｨ ( cm) と f c

( Hz) との 関 係 を 示す.
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しかしながら部材が繊細になるということは、建築施工時にそれ

だけ変形がおこりやす く、 j些了f も合めて 諸性能 の低下を 意味する 。

透過損失訓IJ定のためにサッシが持ち込まれ、メーカー自身の手で立

て付けが行われる実験容においてすら、立十字がねじれ、ガラスドtEイー

がうまく締まらなかったり、 πし合わせ部分に| 涼 11I j ができたりする 。

これから考 え れば、現場 における サ ッシのｾ背性は 、 実験完てー注意

深〈地工された試験体ほとＧのま ｍｬｾ が符られているかどうか疑わしく 、

むしろ、現場て・の刻J援は何%かの. ，liIJ 号|が必要であり、サッシが繊細

になるほどその' ，1m引率は大きいと思われる 。

サ ッシは建築の躯体完 成 ｈ 寺にガラス ｉ ｾｾ Ｍ ｦ を外して、まず外枠から

据えつけられる 。大部分の変形、ひずみはその| 療に起こる 。し たが

ってとくに 外枠を強 〈作るということは サ ッシの 第一義である開聞

をスムーズにするのみならず、 i虚72f 上からも、重要なことである 。

また、アルミ材厚を厚くした墜卒なサッシは、材料そのものを透

過する行を減ずる意味からも有利である 。 たとえば、ガラス厚 5 mm、

アルミ枠材厚 1.5mmのサ ッシを考えよう。アルミ フレームは tll
l
出成

型品であり、室内に而する 11!1J と、戸外に面する 11!1Jおのおの 1. 5mm厚

は椛造上つながり 、背科的に間給しているので、 2 重壁としての効

決は符 られず、単板 3 mm1'l- のフレームと間程度と考える 。

おのおのの面密j立は、

5  mmlI l ガラス( 比蚤 2. 5) 国，&，'1立M = 2500x  O.  005=  12. 5kg/m'  

3  mm) I ，i アルミフレーム IIII 密度 M = 2700 X  o. 003= 8. 1kg/m'  

( 比重 2. 7)

とな り、前述の' l ' I iJ: l!I J から透過損失 T L はつぎのようになる 。

袋 一 1 ガラス 、アルミのおのおのの透過損失

周 波 数 ( Hz ) 125 250 500 1  k  2  k  4  k  

5mml 軍ヵ・ラ ス TL (dB)  15 20 25 31 36 41 

3mml 車アルミ凡 ( dB) 1  1  17 21 27 32 37 

表 - 1 から分かるように 3 mmJ平アルミ T L は 5 mml早ガラス T L に

劣る 。 5 mmガラスに匹敵する i!ff， i'f JJ をもつためには、而街! 立が等し

くなる 5 mmX ( 2. 5/2. 7) = 4. 6 mmつまり片而の 材厚 2.3mm程度のア

ルミフレームであればよいことになる。そのまま 3 mm7 ルミを使う

ならばフレーム 内部にロックウール等の! 汲背材 を入れる工夫が必要

であろう 。フレームからの 7干の透過は実験的にもまだわかっていない

ので似怨的な他を i! t ったが、身えの大筋はこのようなものだと，思う。
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仏
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③ 構 造 的 な 音 の 伝 造

2  ifi 憎 め場合、 I:I J位、目同f止な ど!笠の ジ ョ イ ン ト 部

分から1 ' 1 ' . 1旋盤1) の 11 . ; ; 主がある。特例主ジョイントある

いは浮き 榊 i 1 i : にして双方の墜を独立にすれば、日ぃ

ｩ 庄 ￬ｾＡ 性が得られるが、現実には、結合膏 Ｑ Ｑ 分の ｬｬｩｩｦ 慨 を

政小 ｉｉｊｾ にするか、Ｎｴ ￮ ＧｴＮｩＱ￭体と笠 ｦ 本とのｉｬ ｮ に ｊｦ しく州性

的 wな る ダ ン ピ ン グ 材 を 入 れ て 'tf .  t反動的 li;j 主祉を

減 ず る 工 犬 が い る .
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なお 、表 - 1 の値は ガラス 、アルミが単独 で使われたときの透過

損失であ り、サ ッシそのものの透過損失では ない。上表を もとにガ

ラス蘭85% 、アルミ フ レー ム面 15% の面積比を もっ サ ッシの T L を

計算 すれ ば、たとえば500Hz て' は 24dBのよう に各周波数とも 5 mmガ

ラス T L値から 1 dB を差し 号|いたくらいの値 になる。

つぎに サ ッシの隙 間 について示すが、サ ッシの透過損失は ガ ラス

JI，l が同 じでもガラ スの寸法、フレ ーム の構造、隙聞 などによって 随

分異なる 。と りわ け隙1M] による 首長響は 大 きい。具体的な 例 として Iltl

聞を次第に 小 さく変化させた場合を 図 - 4  a， b に示そう。 a および

b の サ ッシ窓はドリー( 内聞き) キッ プ ( 内倒し) フェンスターと

呼ばれるカ' ラス障子寸法W1350X H1650の大きさをもっ西独製アル

ミサ ッシであり 、取手の操作により 必要に応じて 内側し、 内開きの

いずれかの形式とすることができる 。 a 、 b 両試験体は 同ーの アル

ミフレー ム ( 材厚 2.5mm) を使用するが、ガ スケットを交換す れ ば

ガラスの厚みも変えることができる 。 本 ifil J定で a は 6mm厚シングル

ガラス、 b は6. 8+ 6.0+ 5.0(単 位mm戸外↑I!I J よ りガラ ス+ 杢気層+ ガ

ラス) のペアガラス入 りである 。

図 中の数字はつぎの通りである 。

① 内倒しの状態、 上 部外枠と| 母子との隙間 18cm

I井1口面積 0. 54m'  

内開きの状態 、外枠と障子との隙間 2  cm 

!日l 口面積 0.06m'  

内聞きの状 態 、外枠とr; ，市 -f との隙間 1  cm 

ｊ ｾｦｊ ロ面積 0. 03m'  

内聞きの 状態 、取手全 ｊ ｾ 日 Ｈ外枠への ｼ 慈子締め付ーけなしＩ

内開きの状 態 、取手二|土J) 日 ( 外枠への |母子締め付 け中程度)

内聞きの状態 、取手 I!!- J ( 外枠への| 母子締め付け完全)

外枠とガラス| 母子の召し合せ音11両商にガムテープ 2 重貼( 完全

気密)

①から③までは人為的に隙聞をつくった状態 であり、④から⑤の

過平呈はいわゆる「目に見えない| 源問」である 。 隙聞をなくすこと 、

およびクレセント( 取手) の働きがいかに遮音上大切であるか、本

例からご理解いただけることと思う 。

また、 a 、 b の測定結果について、両者とも 1000Hz附近 で一線に

T L の落ち込みが認められるが、これは サ y シの 外 枠とガラス |裕子

との fB] にできる空間の共 IIX)現象に起12S1するものであろう 。外445とガ

ラス| 母子の召し合せ部分にがムテープを貼った⑦の状態 では1000Hz

附近の T L は急に回復する 。

以上簡単にサ ッシの Iltl HIJ について示したが、ペアガラスとシング

ルガラスの効果を考えた場令 、一般にはペアガラスに過度の巡行を

期待すべきでないといわれている 。 本例でもペアガラスの場合、高

音域で T L の{直は上 がるが、低7干城では低音の共 IIn透過 により逆に

シングルガラスを下まわる 。平均 T L はペア ガ ラス 31dB、シングル

ガラス 28dBである 。 一方、ペア、シングル 、双方について熱12流 率

( kcal /m' h. C )  を計算してみると、ペアはシングノレの約 3 倍の断熱

性があり、遮音よりも断熱効採に期待した方がよいようである 。

② 

③ 

④

⑤

⑤

⑦

 

⑤ 

④ 

⑤ 

③ 

④ 

③ 

② 

① 

| 間仕切り壁 ( 界壁) ! 壁体の質量則を笑| 努に計算すると 、而密度M

が 2 倍になれば TL は約 6 dB上昇ーすることが分かる 。 一方、 Mの防

体 2 つが独立に十分離れておれば、 T L は 2 倍になる 。

たとえば、再び図一 3 を参照していただこう 。面密度M = 25kg/m'

の壁の 500Hz  における T L は30dBであ り壁厚が 2 倍 (M= 50kg/m' )  

になると T L は36dB となる 。 ところが 、M= 25kg/m' の 壁 を 十 分 脱

して 2 重にすれば30dB X  2  = 60dBになる 可能性がある 。

このように 、単層壁で、大きな透過損失を得ることは非常に効率

が悪〈、また建築の壁体重量にもおのずから 制 限があるので、質量

則 による遮音への 期待は、コンク リート厚 150mmすなわち而密度400
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kg/ぽ 程度が実用の限界と思われる。ここに「軽くて遮音力のある

2 重壁」の考え方が登場する。

しかしながら、 2 重壁を「独立に十分離して壁を 2 重にする」と

いう こ とは現実には不可能で あって、構造部材の結合による音 ・振

動の伝達、コインシデンス効果、その他、本稿脚注に示したもろも

ろの音響現象が複合した形であらわれ、 T L を低下させる 。 したが

って、これら諸現象をいかに避けるかが、断面決定の| 療のポイント

であり、断面が決定したのちは、測定を行ってさらに改良を加える、

これが遮音界壁開発への基本姿勢である 。

建築基準法に定められる界笠の遮音構造には、 125Hz ・・ ' 25dB以上、

500Hz ・0 ・40dB以上、 2000Hz" ，50dB以上、の透過損失が必要であり、

図 5 は音響試験を重ねながら、ついに遮音構造の基準値に達した

例である 。 この 場 合 ① の 1000Hz前 後 における平坦音11は、コインシ

デンス効果 ( f cヰ 2000HzI I付近、脚注参照) と高音における共鳴透過

( f rd =詰"" 1000H z、π = 1 のとき、脚注参照) がおった形であら

われていると想像される。本例の場合、もし③の断面によらないと

すれば、 コインシデ ンス効果による務ち込みを周波数の低い方に移

すため、石膏パーライトボード厚 13の片方あるいは双方の材厚を 2

倍程度にしても基準値は達成できた、と思われる 。

なお、建築基準法の遮音構造については、 一般指定と個別指定があ

る。一般指定は遮音能力あり、として政令( 基準法施行令第 22条の 2 、

および建設省告示 1827号) に定められている構造をいい 、 それ以外

の材 料 による構造はすべて遮音試験に合格し 、かつ|りJ 火性能を有す

るものに限り 、遮音構造としての個別指定を受けることができる 。

最近の個別指定を受けた構造はそのほとんどが乾式パネル構造に

なっている。 図 - 6 に各種パネルの特徴を描いた透過損失を示す。

これにより大体の傾向をつかんででいただけたら、と忠、う 。

Ca) 一体振動パヰル
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| 防音パネル | 鉄道、自動車の騒音が公害問題として社会的にとり

あげられて以来 、各所にパネル化された騒音防止塀が見られるよう

になったが、高速道路を走ってみると、鋼板あり、石綿セメント板

あり、 P C コンクリート版あり、穴あき板ありといったように、き

わめて種類が多い。このようなノマネルに要求される条件としては、

1  . 中音域における透過損失が30dB以上、平均 T L が25dB 程 度

以上の遮音性

2. 突風、列車、自動車によって生ずる風圧 、およそ 300kg/m'

に耐える構造であること

3. 雨、風、紫外線など気象条件への耐候性、排気ガスへの耐化

学性

4. 事故によって火災が生じた場合の要性燃性

5  焔工容易であること

6.  ドライパ一、来客にとってあまり美観を損ねないこと

などがある 。また 、l汲音性を有する穴あきパネルについては、さらに、

7  中音域( おおむね 400- 1000Hz) での残響室法 l吸音率が70%

程度以上

が要求される。

石綿セメン卜板、鋼板、 P C コンクリート版など単一材料は断面

も簡単なので省略させていただくが、穴あきパネルについては、上

記の条件をもとに「支柱間隔 2 mで立てられた 125x  125程度の H形

鋼に落とし込むことのできる横幅 2 m弱、縦幅 0.5ないし 1 mの大

きさで、 2 人で立て込みができる程度の重さがあるパネル」に洛ち

着くようである 。 パネル表面の穴あき板は、穴の打ち抜きやすき、

および美観の点より、アルミ材の場合が多い。 また、パネル厚さは、

H 形鋼を使用する都合上、100- 110mmとなろうが、パネル断面につい

ては各社それぞれ工夫をされているのでここでは差しさわりのない

最大公約数的な断面を示させていただし基本的には図ー 2 e また

音

饗

透

過

損

失

(dB)  

70 

60 

50 

。
25 250  

， 
， 

試験体. 防音パネル

W H  

2000X 500 X  8 枚

パッ キン グナシ

500 1000 2000 4000 

中心周波数 ( Hz ) )  

図ー7 パッキング有無による防音パネルの透過損失

は f の点線がそれである 。

穴あき板( 開口率25%) + ロックウール厚50mm

Ｋ空気層厚 ＵＰｭｭ Ｋ 裏 打 鋼板 Ｒｭｭ ｾ ＱＰＰｭｭ

程度の断面であれば、遮音、 l吸音上 はまず間違いないと思われる。

風雨を防ぐためロックウールには通常ポリエチレン膜、弗化ビニー

ル膜をカバーするが、 1/30mm厚ぐらいであれば、高音域において I汲

音性がやや低下する程度である。

しかし、パネル単休として遮音性がすぐれているものでも、実際

に積み上げてゆけば、パネル接合部あるいは支柱との取り合い部分

に隙聞ができ、 T L が減少する 。 図 一 7 に支柱ーパネル聞のゴムパ

ッキング有無に応ずる T L 測定結果を示すが、パッキングを施すこ

とによって 5 dB程 度 の T L 増加がある。 したがって防音パネルの

T L データを比較する場合には、 測定がどういう状態で行われたか

注意することが大切である 。 図 - 7 の場合、試験体は寸法2000WX  

500 H のパネル 8 枚を 三 本の支柱間に落とし込んだものである 。 パ

ネルとパネルの聞にコーキングをすれば、 T L はさらに上昇するで

あろう。

4.  お わ り に

測定結果をまじえながら、| 功音材についての基本的な考え方を述

べてきたが、 一 口に防音材といっても、それは建築を構成する 一部

分である以上、防音だけしておれば良いというわけではない 。サッシ

は外気 ・日光のとり入れ口であるから開閉は軽〈スムーズでなくて

はならず、木造家屋ではある程度家の変形に追従できるものでなく

てはならぬ。風雨が入ってはならぬ。 泥棒が入つてはならぬ。 |坊火

性がなくてはならぬ。結露水をも排出しなくてはならぬ。 その守る

べき範囲は広い 。

したがって、建築材料の多面的な機能を考えるとき、| 坊音材とい

えども、いかに性能を落とさずに長期の使用に耐え得るかが重要で

あり、構造の単純化こそ実用のための基本的な条件だと思われる 。

数字による性能を追うあまり、複雑 - 繊細になりつつある材料を実

験室で見るとき、とくにその感が深い。 この意味て¥現在の各行政

体における材料の| 妨音規準は現場での施工精度を考慮しているため

か一般に値が高〈、ここに断面を複雑にする要素が集約されている

ように思えてならない。 ユーザーが安心して使える良心的な材料で

あるためにも、またメーカーが無理をしなくてもすむようにも、防

音規準値を若干下げることが必要であると思う 。 その代わり、材料

の耐久性チェックの比重を大きくすべきと思う。

なお、本稿に掲載した iJll J定例は、 ( 財) 日本建築総合試験所で測

定したものである 。掲載に| 祭し快諾をいただいた、日本レポール株

式 会 社 ( 図 - 4 ) ヤクルトゼネラルハウス工業株式会社( 図- 5  )  

日本鉄塔工業株式会社( 図一 7 ) の関係各位に厚くお札を申し上げ

ます。

一般的方によ く建築音響の教科絡を尋ねられるが、下記の本は執錐者同大部分が建築出

身であるだけに利用しやす?いと思 う. 参考ーまでに挙げてお< .

日本建築学会設計計画パン 7 レットNn4 ，14， 15  ￥700， 600， 550 

「建築音響」前川純一著 共立出版 ￥1，700 

「騒音対策ハンドプ ，7 J 日本音響材料協会編 技報堂 '" 4，000 

「建築音響工学ハンドブ ックJ 向上 ￥5，000 

( とくら つよし ( 財) 日本建築総合試験所主管)

4 5  
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O. 羽1

新日 本製鉄化学工業株式会社( 建材事業班)

大阪市西区靭本町 | 丁目 77番 地 干 550

T E L  06- 443 - 87 15  

特徴 ・仕機

1. 吹付 密度 : ＰＮＲＰ Ｍ Ｐ Ｎ ＳＵ ｾ 接着 力 ＱＳＰ ｾ 以 上

2. 熱伝導率 : 0.038+ 0.00011θK cal / m' h' deg  

3. 耐震性 ・A4mmf 80- 260c加 inl OOhr で異常なし

4. 1吸湿 率 : 2.0% 以下 ( 40. C温度90% 240hr )

5 .不燃性 : 建設省認定 不燃第 1023号

6. 耐火性 : 建設省認定 耐火構 造被覆材

iJII J定所 (財 ) 小 林理 学研究所

iJII J定年月 Il i':l .  42 .  10 

スプレエース( 吹付けロックウール)

4K 

R  

/ ¥ 
___....... 

J  /  

トィ/
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レi

5∞ l K  2K 

悶 滋 歓 ( Hz)
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1. 00 
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・・ 0.70 

室

i1; 0ω 

30日

E担 0 .4

0 .10 

0. 30 

。ω

0.20 

日本アル ミニ ウム工業株式会社

大阪市淀川区西中島 1丁目 11番目 一301号 ( 住友商事 淀川ビル)

T EL  06- 304 - 1231 

特 徴 ・仕機

ダ ン パー 10は、建設省不燃材料の認定を受け

ており、有孔 (N . Pタイプ) と無孔 (0 タイプ)の

3 種類があります。働き寸法は 100mmで、天井

銀イ寸けはクリ ップ止めとし、取り 外 しはどこ

からでも可能です。不燃 (イ問 ) 第 1090号

il 判定所 Lydt enkni sk研 究所

iJII J定年月 Il i':l. 

ダンパ - 10吸音、不燃天井システム

タンハー 10 Nタイフ

. 'q巴為ta. 12 ミリ J軍ロ y クウ ール 宣 言t唖 300'叫

.... 

/  
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1/  
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〉
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/  
DI;:: 

3  
. v  

4 K 5∞ l K 2K 
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ii 

11; o.ω  
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0. 1  

0.20 

〒54 1

特徴 ・仕様

本品 はシルハークールl仮に岩綿 H欠付材 (新 日

本製鉄化学工業〔株〕スプレエース ) を20mm吹

イ寸たものです。 特徴 1. 不燃性、 耐火性( 建

設省認定 ) 2.断熱性( 熱伝導率 λ = 0.038  

K cal/ m. h・deg) 3.1吸音性 4 軽 量 ( 密度 ρ =

0.25 g  /c耐) 5. 吸湿性

測定所 日本建築総合試験所

測定年月 Bi':l .  50.  8  

フ ドウ建研株式会社

大阪市東区平野町 5 丁目 30番地

大阪支l吉 TEL  06- 201 ー 3737

本社 T EL  03- 835- 2661 

シルバー クール版とスプレ エー ス

る
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?イ λ  

|人i l L

ωプド 日 J
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事「 ーム
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@

壁

材
l ∞ 

久保田 鉄工株式会社

大阪市南区末吉橋通 4 丁 目10番 地

騒音防止グループ T EL  06- 252- 7961  

高密度ロックウール

0 .90 

残 O. 剖

ザ1 0. 70 

筆

i:li 0ω 

2 0 日

率 0.4

0 .30 

特徴 ・仕線

高密度ロックウール 150kg/  m'  

1000mm x  900酬のパネル材 は l吸音性をそこな

わずして遮音性能 をもたせたもので 、工場騒

音対策、 一般住居用等 巾広〈使用できる 。

ロックウ ール

ボード 茸338

L  

「 音波 ｦｾｉｊ ｬ

油粘土充I轟

4 K  

4 7  

5∞ l K  2K 

周 波 歓 ( Hz )

250 125 

0. 20 

0. 1  

ifil J定所 日本建築総合試験所

ifil J定年月 Hi':l .  50 .  4  
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新日 本製鉄化学 工業 株式会 社 大阪営業所

大阪市北区中之島 3 - 3  ( 朝 日新聞ピル I I F )

T E L  06- 202- 5251 ( 代表)

特 徴 ・仕様

l 密 度 0.04 - 0  .  150 g  /  cm' 

2. 熱伝導率 : 0. 028+ 0.000118Kcal/ m'  h' deg 

3. 耐 熱 性 : 650' C Ｈ熱 間荷重収縮 ｉｴ ｾ ＱＰ Ｅ Ｑｉ 寺Ｉ

4.吸 湿 性 0. 1% 以下 (40' C湿 度90% 140hr )

5 不 燃 性 : 建設 省 認 定 不 燃 第 1022号

6 寸法 : (rtl) 605x( 長)910mm厚さ 25，40，50，75mm等

il捌抑測I1卵則11判lリ定所 ( 財 ) 小 林理学研究戸所斤

1洲11則1判リ定年月 H昭百 48 .  7  

東邦パ ーライト 株 式 会 社

大阪市東区森之宮西の町594

T E L  06- 941 - 9445 

特徴・ イ士検

黒 焼石系粒状パーライ トを非セメ ン ト無機接

着 材に て板状に成形した耐火、断熱、吸音、化粧

板 。 厚み ・ 50mm 比重・・・一 '0.50

面密度. . . .. 25kg/  m'、 耐火山i度 ーー・ー 1200・c

熱伝導率 " 0.107Kcal/ mh'C 

表面は美しい荒れ肌模様

iHl J定 所 日本建築総合試験所

illi J定年月 Hi':5 .  48 .  12 

東邦パーライ ト株 式 会 社

大阪市東区森之宮酉の町594

T E  L  06- 94 1- 9445- 9  

特 徴 ・仕様

白色硬質球状均一独立気泡休で硝子質という

持質を生かした束' 1:11ノマーライトに接着剤とし

て特殊高級樹 脂 を使用し 、 その他 の結合剤を

全く使用しない画期的なノマーライトだけの重

厚 多目的 l次付材です。

比 重0.30 熱伝導率 0. 076Kcal/ mh' C 

i詰訓抑洲H印則11川IJ 定 所 日本建築総合試験所

j測11抑則11川lリ定年月 H昭百. 4必8. 1ロ2  

日米 パ ーテ ィション株式会社

東京都中央区 日本橋 3 - 15- 4  

T E L  03- 272- 20 11 (代)

特 徴 ・仕機

モデ ュウオール ・S A は 、0. 8t の塗装有孔鋼

板 ( 干し径 5 mm、 ピッチ 16mm) にグラスウール

( 厚 さ40mm、密 度32k g / m') を装打ちした l吸

音パネルて- す。独特 の組立て方法により M単

かつ迅速に砲工できます。 'i u: tt 機 室 、タイ プ

室等に使用すれば最 適 で す。

ｩ ｈｬ ｊ 定所小林聖ｾ学研究所

illi J定 年 月 昭 . 46.  3  
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デホンド MB

有 孔 ミ ネ ラ ボ ード⑦ 12

フローティングウール

ス プレー ・オン・システム K  13 

/ / ' /  

J UW引混合 :t:

¥ 立 与 与 4 比 ι 2

主旦 ｾ 旦 全 一

. I !金- ユL旦主ー

ドリゾール

日 東 紡 績 株 式 会 社 建 材 部

東 京 都 中 央 区 八 重 洲 6 丁 目 | 番 地

T E L  03- 272ー 12 "  

大 阪 支 庖 T E L  06 - 202一1301

特徴・仕様

本品は従来のロ γ クウールの持つ軽量性 ・l吸

音性 ・断熱性 ・不燃性など の特性を 維持しな

がら、欠点とされていた 機械的強度 ・耐水性

. 寸法安定性などに改良を加えた新しい製品

です。 さらに、デホ ン ドM Bは現場で簡単に

切断でき かっ釘打 ちも可能です。

t損抑測H即則lリl定 所 東 i洋羊大学安岡研究室

il淵測n即則1引刊lリ定年月 昭. 4ω9.  5  

日本板硝子株式会社 新 規事業本部駒郡防音グループ

大 阪市 東 区道 修町 4 丁目 8 番 地 〒54 1

本社 TEL 06- 202- 1161 東京支社 TELω - 573- 0121 

広島支庖 TEL 0822- 63-3571 福岡支庖 TEL 092- 451- 5591サ

特徴・仕様

従来のグラスウールl吸音材に比較し耐水 ・耐

候性が格段に優れ、屋外 ・湿気のあるところ

の!吸音材 として最 適である 。

( 用途 ) 各種防音塀、冷却塔、消音器等に 。

( 密度 ・厚さ ) 32kg/ m'  40、50mm厚

( サイズ ) 490、 980mmX 1000、 2000mm

j訓洲II山川!ド川lリl定所 大阪大学産業科学研 究所

il羽抑測n印川1ド川|リ定年月 H昭百. 4叫9. 2  

l ∞ 

。句
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持 。 70
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，略

は 0.70

3"0  

;1  0. 60 

nJk  

.  ̂ 0.50 

首

率 0. 40

0.30 

日本板硝子株式会社 新規事業本部第 2 部防音グループ

大 阪 市 東 区 道 修 町 4 丁目 8 番 地 干 541

本社 TEL 06- 202ー" 61 東京支社 TEL 03- 573- 0121 1∞ 

広島支后 TEL 0822 -63 -35 71 福岡支庖 092 -45卜5591 - 8 0.90 

特 徴 ・仕検

!吸音 ・断熱用 l吹付材 であ り、 下 地の形状 ・種

類に左右されずに 簡単 に広い面積を施工で

る。又、中ZEのセルロ ーズファ イパーを 使用 し

ているため、経年の性能低下が始んと主い 。

( 用途 )一 工 場 ・倉庫 ・機 械室の天升、壁而さ

らにダクト類の吸音 ・陸I i 熱に最適である 。

測 定 所 ア メ リ カ

測定年月 昭. 一 . 一

日本 ドリ ゾー ル 株式 会 社

大 阪 市 大 淀 区 中 津 本 通 2 丁 目 1 - 1 若 杉 ピ ル

T Eし 06 - 371- 6297， 6298 

特 徴 ・仕様

ドリソール板は木片のからみ合いにより連続

気孔 を形成しており、材料表面に入射した音

波は隙間の空気中を伝婚して内部に入り、そ

のエネルギーを失う性質のものであ り、 主な

るl吸音領域は中高音域の為 、騒音対策を目 的

とした l吸音処理には 最も適 した材料である 。

測定 所 NHK総 令 技術河汗究所

iWJ 定年月 Btl. 43.  5  
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1. 00  

パ ラマウント硝子工業株式会社

本 社 福島県郡 山市長者3-8- 1 T E L  0249 -23-51 11  ( 代)

大阪営業所 T E L  06 - 23 1- 4428(代)

名古屋営業所 T E L  052- 21 ト 6300(代)

フェザーグラス FG- 232 

@

壁

材

V

t A :  
な一安: 町工事n ごErE現

， 事"." " 、

|爪 1/イ

: ミ Ａ ｾ＠
Ｈ ＵＰ ｾ 厚 Ｉ Ｋ 空気 層

試験体面 峨9.9川' 一 一
ト一一

ト辻恥，，" 空気層 ｏ ｾ＠

Ti  ドミ
ＴＰ ｾ＠

、
16Qmm 

110' ｾ ｾ＠
， 

0.90 

残 0.80

HltI 

γ 0.70  

筆

法 oω

20 印

*  0 .40  

0 羽

特徴・ 仕様

フェザーグラスは非常に紛lし、ガラス繊維でで

きていますので、その多数の入りくんだ繊維

と細分された空気層はすばらしい吸音効果を

もたらします。 この特徴は、目的に応じた騒

音対策や音響処 理に役立 っています。

フェ サ ーグラス F G -232 

厚 50 密 度 32同 m

ム

L

下

F .L  

4K 5∞ lK  2K  

E司 法 :i ( Hz)  

2ω 125  

0.20  

0. 10  

ilJl J定 所 ( 財 ) 小林理学研究所

測定年月 昭. 45.  6  

ピー、 シ 一、橋梁株 式会社

大阪市浪速区戎本町 |丁目 7 の24 酒井ピル

T E L  0 6 - 633 - 5661 (代: )

キューコン ー500

1.00 

試験 体寸法

区
J車100X ヨコ 2，550X タテム 000

巾500X 8牧

/  

入 /  

/  ¥ 
. . / 

」 v.  ， ， ， ， ， ， 
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特 徴 ・仕様

純コンクリ ー ト製品による l吸音ノ マネル材 てe す 0

・経済的な 強度の強い鉄筋コンク リー ト製ml

で ・耐候性は1J . .dff で遮音性も大きい ・へルム

ホルツ型の l吸音器として の製品で、内装材も

兼ね得る美麗なコンクリ ー トの素地を表現す

るI吸音材です 。

社11J 定 所 日本建築総合試験所

測定年月 昭 . 48.  11 
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特徴・ 仕様

。 ボンネル繊維を使 った特殊組織な ので 、両.t

似 性に 1憂れ、 へ た りがなく染色も自由です 。

。 l吸音性に優れ、表面処理せず使える ので l吸

音特性を落さず、又装飾材も兼ねられる 。

。取扱い、施工が簡単で、 天井、壁、床等々

の場所で使え、遮音材 との併用も出来る 。

測定所 日本建築総合試験所

iWI 定年月 Il ti .  50.  3  

三 菱 レイヨン株式会社

大阪市北区中之島 2 丁目22番地

大阪 T E L  06- 202- 2241 
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フ ドウ建研株式会社

大阪市東区平野町 5 丁目 30番地 干541

大阪支庖 T E L  06- 201- 3737 

本社 T E L  03 - 835 - 2661 

A - A 部鉱大断 面図

シルバ ークール版

2.500 
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特 徴 ・仕様

本品はプレストレストコ ン クリート の H P シ

ェル型屋根材 です 。製品 rjJ は 2. 5 m で一 定、

長 さは 1 0 m- 2 4 m迄任意に製造される プ レハ

ブ構成材 です 。通常版厚は 65 - 110 mmと薄肉

で単位重量も 250kg/ m' と軽〈、遮音効来が高

i¥ll l定 所 日本建築総合試験所

iWJ 定年月 9ti .  50.  8  
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浅野ス レート 株式会社

東京都港区大門 2 - 1 2ー !日

本 社 T E L  03- 434- 12 11 

大阪支庖 T E L  06- 372 - 5351 

浅野ア モパネ ル耐火60

フ L J l- 1- 1 、ュ，.f:'-

勺，- ; . ，守ー
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特徴・ 仕検

浅野アモ パ ネル耐火 60は、木毛セメント板を

芯材とした石綿サ ン ドイ ツチノ ぞネルで、 石綿

スレートの特性 をそなえる と共に、断熱、耐

衝撃性に優れ、遮音材料としても好適で、耐

火 1 11寺閉 め外壁の非同J 力壁として、建設省よ

リ伊15] 1] 指定され ています。

iflI J定 所 小 林 理 学 研 究 所

測定年月 目白 ， 48， 3  
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特徴・仕様

浅野ノ マー ライトボー ドは、軽量て¥耐火性、

断熱性が高〈 、特に 鉄骨造軸組の両面 に10mm

l字又は 12mm厚を張 った梢造は、 i虚音性に優れ

ています 。又、 12mm厚を張 った機造は、耐火

1  11寺間の外壁の非耐力 壁 として、建設省告示

によリ指定され ています 。

ifllJ 定 所 小 林 理学研究所

測定年月 8ti ， 43， 9  

浅 野 ス レート 株式会社

東京都港区大門 2 - 1 2 - 1 日

本 社 T E L  03 - 434 - 1 2 11 

大阪支底 T E L  06- 3 7 2 - 5351 

試験 面 積 約 11 m'

浅野パ ー ライ トボード 10mm太 鼓 張

C - I 日OX 50 X 20 X 3 . 2
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試験 面 構 約 11
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C  - 1 00 X 5 0 x 2 0 x 3 . 2  
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朝日石綿工業株式会社

東 京 都中央区銀 座 7 ー 10- 6  

本 社 T E L  03- 573 - 5111 

大 阪 支 底 T E L  0 6 - 312- 8521  

T  朝 日防音 パネル
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特徴・仕様

「朝日防音ノマネル T J は合成繊維入り プ レフ

ォー ムド ・コンクリ ー トを芯材 としフレキシ

ブルボー ドを表而材と して 構成され ています 。

遮 音性 能に優れる他、軽量、耐火、断熱性能

にも優れます。完全な乾式工法て網、外壁J 間

仕切 Ｇｊ ｾ ｜｜ ｜Ｇ 防音壁 、、等 多用途に用いられます 。

illlJ 定 所 成鳥建設技術研究所

測定年月 8ti .  42.  8  

試験 体 寸法 W :  2 . 290 X H  

試験 面 積 3. 96m'  
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奥村重兵衛株式会社

大阪市北区伊勢町22

T Eし 06- 3 1 2 - 4 131

特 徴 ・仕様

鐙設省遮音構造伊l別指定 遮 音 ( 伊1) 第 4 号

と し て 界壁 の 間仕切 ｉ ｊｾ に 高度の遮 音 性能 を 発

揮 して います 。市販の石膏ボードを使用し特

殊遮音 クリ γ プにて 貼上げた構造は他に見 ら

れないものです。

ifll 随 所 日本建築総合試験所

測定年月 昭. 48.  6  

し73( ) cm

10m'  
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特徴・仕様

建設省遮音構造個別 指 定 遮 音 ( 個 ) 第 5 号

として 界壁の間仕切壁に高度の遮音性能を発

揮 します。 市販の石膏ボー ト9 mmとグラスウ

ール材 を合成した構造でノ y クダウン方式で

す。

iflil 定所 日本建築総合試験所

持11I 定 年 月 昭. 48.  6  

奥村重兵衛株式会社

大阪市北 区伊勢町 22

T E L  0 6 - 312 - 41 31 
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特徴・イ士機

騒音発生側 をl吸音材 よ リむる壁層で 、受音 if!l l

を遮音材よりな る壁! 習でそれぞれ形成し、該

各壁層間に空気層を形成した屋外の騒音障壁

日本国特許庁 、公開実用新案公報、笑 開始48

- 79423、公開昭48 (1973) 、 9 月29 日

近後コンクリート工業株式会社

大阪市東区伏見町 5 の42

本 社 T E L  06- 203- 5831 

介 室 T E L  06- 381 ー 11 17

屋外の騒音障壁

ErAi冒

粧十

4K  2叩 5∞ l K 2K  

!吊 4庄 ti ( Hz)  

125 

10  

iHl I定所 日本建築総合試験所

iflll 定年月 日召. 48 .  7  

10助mI.OOOXH :  2. 000X T  1式験 体 寸 法 W 

70 
近藤金属工業株式会社

大 阪市西区土佐堀通 3 丁目 55番地

本 社 T E L  06- 4 4 1- 8676 

福岡出張所 T E L  092- 641- 4764 

M K軽量間仕切下地

ω  

し72肋酬

試験 体寸法

W :  780XH 

125 

10  

ル

H

W
透
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以

失

(

m
叩

特徴・仕検

・ボードを釘打ち で貼付け出来るも のもあ り

ます。

・新しい形状の柱は 5rtll 支が優れ てお ります 。

・横 つなぎを改良して住に確実に固定する様

にしてあ ります。

・施工方法が合理的であります。

測定所 九州大学浦野研究室

ifll l定年月 Utl .  48.  7  

i:l  il :1  
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70 

60 

大同鋼板株式会社

尼崎市杭瀬字午新田 22 〒660

本 社 T E L  06- 488- 1181 

東京営業所 T E L  03- 279 - 0751 

イソバンド( サンドイツチパネル)

4K 250 5∞ IK 2K  

周 波 数 ( H，)
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失
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特徴・仕様

・優れた遮音効果 を発揮する ・施工が簡単 ・

長尺性を生かし、すっきり仕上がる ・非常に

高い 強度 と岡1I 性をも って いる

・厚さ 35mm， 60mm ・ipii¥: 働 きl陥 910mm，

全幅 927mm ・長さ ・1 .8 m - 10 m  ( 設計寸法

で生産します )

iHl I定 所 建 材 試 験 セ ン タ -

iflil 定 年 月 昭. 47.  12  
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東レサーモニー ⑧パネル

イー一一

サーモニー，、ネル

730晴、
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z c - 100X50X20X2.3 

戸一一一一一一一一一一

NE G ガラスブロック

ガラスブロックの断面図

0. 29 

気

圧

A  190x 190X95 

B  115) (  115x 80 

ニチハ遮音パネラ 9  - 12 

ｾｦｬ ｩｬＧ 図

W :  4，200XH :  2，600 

ニチハパネラ耐火ウオール

• ' " J  ' '''Aウ - . '  

' ; ; <p. . ' 司船図

東レ株式会社

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 2 - 2  〒103

本mTEL 03-270-0111 大阪事務所 TEL 06-441 ー 7771

名 古 屋 事 務 所 T E L  052- 582 ー 72 11

特徴 ・仕様

合成繊維入リプレフォームド ・コンクリート

を芯材とし、フレキシブルボードを表面材と

したサンドイ y チノ マネルです 。i虚音 ・耐火 ・

断熱 ・耐水の性能に i支れ、完全な乾式工法が

採用できます 。平面透過損失は 30mm33dB、50

mm35dB、80mm37d B、30mm中空30mm45dBです 。

ｩ ｈｬ ｊ 定所鹿山，建設技何 Ｚｲ ｾｬｦ 究所

iHl J定 年 月 昭. 42.  9  

日本電気硝子株式会社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 16 東 阪 急 ビ ル 5F 〒530

大阪営業所 T E L  06 - 312- 2971 

本 社 T E L  0775- 37- 1700 

特徴・仕検

N E G カラスブロンクは ニ ill になったカラス

のなかが ＰＮＲＹ ＺＺＧ｜ 圧とい っ た符 』 簿る空気の ｦｬｾＱ 主

になっている 。 したがって、背の伝播がにＮＮｾ ｾ

〈防音性にはすぐれている。

i湖訓測11山則11刊lリ定所 主建主設省，怨建築4初研j斤f究F所丹

礼訓抑洲!ド判IJ 定年月 H昭白. 4ω9 .  1ω 0  

日本ハードボード工業株式会社エンジニアリング事業部

大阪市西区北堀江御池通卜30 モーリグランドビル6F 干550

大 阪 営 業 所 T E L  06- 532 - 2391 

本 社 T Eし 052- 381- 281 1

特徴・仕様

本品はスタ ッ ドまたは間柱は不安で、上下の

ランナーにり、ネラ' を取りつけるという極

めて簡単志木法です。遮音性に優れている点

は ｴｩＮ 表のとお リ で、 遮 音 性能 を 勘案すれは Ｇ ｾ ｊ Ｚ

ｲ ｬＺ［ｾＧ に経済的なｾ音間仕切といえます 。

m' 当り 40kg とl降最です 。|功火認定第 172 号

iHl J定所 日本建築総合試験所

測定年月 目白 . 49.  5  

日本ハードボード工業株式会社エンジニアリング事業部

大阪市西区北堀江御池通卜30 モーリグランドピル6F 干550

大 阪 営 業 所 T E L  06- 532- 2391 

本社 T Eし 052- 381- 281 1

特徴 ・仕 様

本品は耐火間仕切壁のよリ ー! 宵の高性能化及

び、工事の 簡易化、迅速化の要請にこたえる

べく、全〈独ド! な構成方法による耐 火間仕切

工法です。

試験体寸法 W :  4，200XH :  2，600 耐火 2 H T2  指定 W2057 i堅苦指定27

耐火 1 H T I 指定W1026 述? ? 指定 26

i洲11山川lド川lリ定戸所丹 臼本主桂E築給総、合試験所

il捌抑測lIi則11川lリl定年月 lI fL 4ω9.  6  
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70 株式会社ノザワ

大 阪 市 北 区 堂 島 上 2 - 3 8 ー 10 京富ピル

大阪営業所 T E L  06- 345 - 1031 

東京営業所 T E L  03- 542- 6111 

E霊霊霊園

アスロ ック(A L ー 271)
@
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ω  
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特徴・ 仕様

1  . 中空製 品のため、経立で遮音性が抜群。

2. 石綿セメント tl [l出 成形品ですから 、法定

不燃 、耐火材料 として設計下さい。

3. 長尺でプレハブ化、経済性を追求します。

4 . 無機質で綴密の為、 而，t候性、耐久性が良。

5 . 自由な 断面設計も 可能です 。

測 定 所 建 設 省 建 築 研 究 所

測定年月 昭. 46.  2  
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ピー 、シー 、橋梁株式会社

大阪市浪速区戎本町 | 丁目 7 の24 酒井ピル

T E L  0 6 - 63 3 - 5661 (代; )

特徴 ・仕犠

スピロールは、近代的なプレストレスト ・プ

レキャストコンク リートの孔あき版です。 中

空 コアーによ リ耐荷力を打i うことなく軽〈 、

強靭 で、柔軟性に日み、 亀裂を生じず、工場

生産による 均一む 品質で、 特 に高い遮音性を

誇る経済的立遮音材 です。

測定所 日本建築総合試験所

iRl J定 年 月 昭. 48.  11 

( 孔あき PC版) スピロール

p -寸コ、

ｲ 〆ｾ 一・、〉くシ

三5

ｾ＠ 失

ゲ¥¥ 

K1LD1212 WG)  

遮音佃第 2号

¥ 
K1LDl1209{Wl  G)  

盗音個別認定申問中

試 験 体 寸 法

W'3. 700XH:3. 000XT 107 

70  

60 

株 式 会 社 マ ン テ ン

大阪市南区日本橋筋 3 の 2

本社 T E L  06- 632 ー 1151 (代)

大阪建装部 TEL  06-643-2277 東京支庖 TEL 03，682-3241 

4K 250 5∞ IK 2K 

周 波 t!l ( Hz )  

125 

虫j

10 

40  

30 

いれ

明

日

透

過

似

失

(

m

叩

特徴・仕検

1. 軽量でしかも大きな音を遮ることが出来る 。

2. 火災、衝撃には安全性が高い。( 1坊火壁認定 )

3. 仕上げ面はペンキでも布貼りでも自由。 .

4. 述燃は自由で手軽である 。

5. 配管、配線が自由。

6.施工が簡単、工ltHが短縮出来る 。

測 定 所 建 設 省 建 築 研 究 所

測定年月 ｉｬ ｾ Ｎ＠ 46.  9  

乾式軽量遮音間仕切壁 KI L D

可
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三菱樹脂株式会社

東京都千代田区丸の内 2 丁目 5 番 2 号

本社 T E L  03- 283 - 4105 

大阪支j苫 T E L  06- 203 - 2301 

ダイアパー ティ シ ョンー 80
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特徴・仕様

1. シンプルなテザイ ン、J制作の表面仕上げ。

2.ハーフ ・ビルテイング ・エレメント方式に

よる「やとい笑(さ ね )J 椛造。

3. 建設省認定の不燃材料。

4. 優 れた遮音性能。

5. 徹底した 品質管理。

測定所 ( 財 ) 小林理学研究所

測定年月 昭. 49. 10 

1舞"ーハ ネ ル に石膏 : f . - ｾ Ｎ＠

e 鮎 布

5  

・6 ・"ネル

/  Ｇ ｾ＠
W 3. 4国 明

H  2.7田明

54 



一---.._ /  

r  

戸〆 " - - /  

，..-

ノ

/  

. M  

@

サ

ッ

シ

V

70  

ω  

大阪機エ株式会社

大阪市大淀区豊崎西通 l 丁目 18番 地 干 531

本 社 T E L 06-37 1- 21 35 緒名川副置所 TEL 0727-O2-S121(大代)

東 京 支 庖 T E L  03 -274 ・32引附 名古屋官 県所 TEL 052・抑 制 01- 5

得 岡 営 聾所 T E L  092- 28- 605甜喧 広 島 出 短所 TEL 田22-92-02岨

OK K 7 0 Z  2 型片引き完全 A Tサッシ

4 K  250 5∞ I K 2 K 

同 必 故 ( H，)
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特徴・仕検

このサッシは 、航 空機 ・鉄 道 ・自動車による

騒音公害 、都市 ・工 業地域などの挨 ・l成燈公

害に対して 開発された製品であり、過酷な自

然条件にも耐え得る性能をも って おります。

遮音性 一29 .5dB 水密性一 100kg/ m'

5ri 密性一0. 17m' /h ' m 強 度 一 280kg/ m'

測定所 ( 財 ) 日本建築総合試験所

ifllJ 定年月 Jl ?:l .  48.  12 
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供1式体サイス 17185
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70 
近畿工業株式会社

大阪市北区梅 ヶ枝町 108番地新梅ヶ枝町ビル 干530

本 社 T Eし 06- 363- 337 1

( 製造)近畿車輸株式会社 東大阪市稲田966の l

防音アルミサッシK A - 7  R A  

4K  250 5∞ I K 2 K 

周 波 政 ( H，)
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特徴・イ土犠

l 完全な述続気管而を形成する障子 11寄構造。

2 部品点数の 削減と 構造の単純化 によリ故防

ヰエの低下をはかると同時に保全性も良 好。

3 複雑な機構を用いていないので操作が簡単。

4 開閉H寺に摺動部分がなく怪快で耐 久性良好。

5. K A - 7 R A の内 11機種は B L サ ッシ。

測定所 日本建築総合試験所

捌IJ 定年月 日召 . 50. 7  
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三協 アルミニウム株式会社

富山県高岡市早川 70 干933

本 社 T E L  0766- 22- 5030 

大阪支庖 T E L  06- 443- 9601 

特徴・仕様

当社の設計技術の粋を結集し開発した、 三 協

防音サ ッシ 3 B7 0 - B  L 型は、障子の つ| 寄せ

機tiVi、下枠の等気庄司! 論の応用主ど、 H¥肉の

設計でサ y シに要求される機能 を見事に克服

しておリます。耐風圧強 ｽｾ ＲＸＰ ｫｧ Ｏ ｭ Ｇ 7)(密170

kg/ m' 主iliを，'0 . 19m'  /hm 

測 定 所 控材 試 験 セ ン タ -

il!l J定 年 月 昭 . 49.  10 

3 8 7 0 - 8 L 型防音サッシ

1. 800 

y  ｾ＠ ':同・h

1. 700X H  
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〒530

神鋼建材工業株式会社

大阪市北区梅田町529の I (大 弘 ビ ル )

販 売 部 T EL  06- 344- 1321  

福 岡営 業 所 TEL092- 431 - 8424 

しずか神鋼引違い防音サッシ

76- 一一「
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透

過

紛

失

(

m

叩

特徴・仕様

遮音性能、 30dB 水揚性能、 0. 2m'/hr .m

1. すぐれた気密構造。t - ' ，; と降下の両方に: : ' ¥' 8 ;

材 をl仮付けて同 一 而上 てふL衝で・きる 。

2. 使いやすし吋| き寄せ構造。 グレモンハンド

ル、ローラー装置により雌笑に引き各十せる。

3. 用途が広い 。 凹枚 引退い、 j主:%:f .':i: 3合、も可能。

測定所 神 戸大学

測定年月 U?:l . 49.  12 

. 30 40 

w  

1. 800XH :  1. 700 

t lSt 30 ・

1・l ト一

試験体寸法 W 
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70  
住友ウオールシステム株式会社

東京都千代田区神田美土代町| 番地(住友商事美土代ヒ' ル) 干101

本社 T E L  03- 294- 85 11 

大 阪 支 社 T Eし 06- 252 - 1881

( 竪軸回転及び最殺 )

E 霊 霊 置 冨

ウインク J レ
@

サ

ッ

シ

V

4 K 2印 5∞ lK 2K  

周 波 故 ( Hz )

125 

ω  

50 

30 

20  

品
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叫

川

透

過

m
m

失

(

川叩

)

特徴・仕検

住友のブライ ン ド内蔵サ ンシぃ ウ インクル砂

は、枠見込み 100mmで二重力ラスのため 、昔ー

の平均透過 ttl 失は 38dB と非常にす ぐれていま

す。 ブライ ン ドの昇降、角度調援は内側障子

を聞けるこ とな く操作でき、またどの位置 で

も容易に止められます。

iWJ 定所 日本建築総合試験所

測定年月 sf:L  49.  3  

J '  ｊτｾ さ 三 二 コ ｝ ｟ｆｬ ｢ ｾ＠
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ω  

日軽アルミ販売株式会社

東京都中央区銀座 7丁目 2番 22号

東 京 T E L  03- 574 - 3730  

日軽パーフェクト 3 6 0引違窓

4 K 250 5∞ lK 2K 

悶 法 政 ( Hz )

125  

50 

30 

20  

音

符

透

過

m

削

失

F

m
叩

特徴・仕検

日経アルミが建材技術の総力 を傾けて開発 し

た高性能型サ ッシで 、 きびしい気 象条件に而J

え中高層ビ ルの脇工に最適で都市公害に も充

分対応で きる 画期的製品 です。 その性能は次

の通り 水'街120kg/ m' Ｗ ｾ 密 ＰＳｭ ＧＯ ｨｲｭ 遮背

30 d B 強! 支360kg/ m'

ililJ 定所 建 材試験セ ン タ -

illiJ 定年月 ur， .  50 .  7  

f 童五五

市;... 
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70  日本アルミニウム工業株式会社

大阪市淀川区西中島| 丁目 11番16-301号(住友商事淀川ビル)

T  E  L  06 - 304 - 1  23 1  

7 0  P .A .T .S .( 7 0 mm防音引違い )

4 K 250 5∞ lK 2K  

周 波 数 ( Hz )

125  

ω  

50 

30 

20 

背

山

明

日

透

過

附

訓

失

(

川
叩

特徴・仕検

j!i 11三、行11di における騒 TT公;にの、i問題化 され

ていますが、‘ l' dl'.は従米の|坊 背J-' i ') Iき ・ド ア

にtrft き引述 いタイプを l)f J ) [ ixしまし た。 i庄内

ｍ Ｚ Ｓ Ｑ ､ｂ ｾｪ ｜ｪ 、Ｗ｝Ｈ 'lI' i  1  OOkg  /  m' 、会('c針。4m' / h mの'1'1'

能 を示しています。 IIHI/.r!，品 として、 i伏殺し、

公? と換気小:舎 もHl 立してお ります。

小林忠学研究所

ur， .  50.  7  

ifll J定所

illiJ 定年 月

日:
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日本エルミンサ ッシ株式会社

大阪市西区京町掘| の 125 東洋ピル

大阪営業所 T E L  06 - 441 ー 1978間

本社 T E L  03- 86 1- 1891附

4:< 250 5∞ lK 2K 

周 波 :1 1Hz )  

125 

印

30 

20  

行

問

問

透

過

机

失

(

川

田

)

特徴・仕様

1. 2 重 ガラス椛造: 優れた 断熱、遮音性能。

2. ブ ライン ド|人J JI:説' 遮光、 J令}J j 負荷の軽減。

3. サ γ シの断熱附造 : I杉村は断熱材 で絶紘。

4. 完全気密のロック : 車産主 した気密水密性能。

5. 横軸回転の特株 ヒンヂ : 宅内で簡単 な開|刻

作 業が 可能、 ｉ ｊ バ ｜ ｉｾＧ 管 理 の 簡 易 化 。

iWJ 定所 建材試験セ ンタ-

iWJ 定年月 H百. 48 .  1  

tミ
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高性能防音サッシ トップエース
不ニサ ッシ販売株 式会社

東京都中央区日本橋室町 1- 3( 日本橋大栄ピル) 干103

東京事務所 T E L  03- 279 - 1611 (大代 )

鉄 線 体 寸 法 大阪支庖 T E L  06- 262 - 2541 (大代 )

W :  1. 600XH :  1.30()>'m 

50 

性能
特徴 ・仕様

f寺

遮 音 31dB  
Ｇ，ｾ＠

気 密 O.4Sm'  H. M 硝ず のj!! 音能力限界値 まで遮 音 できるわが同 透

40 

水 密 loak
9 /

m'  
過

強 度 36日k9 / m'  十刀の向性能完全 A T づli主宏、です 。特殊形状の
jji 

30 

気衝材で枠と| 寄{ - のF京間を密着 させる 機構で、
失

ハンドルを締めると 内外院予カ、 同H寺に室 内fHIJ
ｾ＠ 20 

にづ 1' 1 寄せられて、降下ーと気密材が完全に圧ぷ

10 

されて高性能が他保されています。

、、ー
"・島‘

測定所 小林良n学術究所

内部 ifllJ 定年月 H召 47 . 5  

朝日ガードパネル
朝日石綿工業株式会社

70 

東京都中央区銀座7ー 10- 6

本社 T EL  03- 573- 51 11 

60 

大阪支広 T E L  06- 312 - 8521 

50 

特徴 ・仕様

tT 

m:  

r . ; v J 日ガードノ ぞネ j レ」は、 J I SA5403のフレキ 透

40  

シブルボードの性能 を持 った 石綿セメントボ

過

tn 30 

ードの特殊序物で、不燃材で強制さ、両.t 候' 陀、
失

ｩ 虚 ＷＱＭ 性に ｦｾｈ 特に巡行性能は低周波で質ｻ ， ｬ ｬＡｬ ｊ
d B 

20 

平 面 詳 細 図 b

をかなり 上戸lる性能 を示しますので‘ 音源が111

周波の場合は ｾ ｉ ＧＮ Ｇｩ 日に宥企 ｊｊ です 。
10 

桐 U C - t 伺 耳 切 X l OX l l iWJ 定 所 法 政 大 学 工 学 部

試 験 体 寸 法 W :  2. 700XH :  2. 岨 o l M1 6.48m'  測定年月 日召 49 .  4  

オリエンタル防音パネル R 型

. 磁S TO.SI

SF. II !i b  

τ .吟苧 C S P  M O  B伽1  

Z

J
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一一

オリエンタル防音パネルW 型

…
抗
議
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一

一明日一一

h
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m

r…

 

オリエンタルメタル製造株式会社

尼 崎市昭和南通3丁目 26番 地

T Eし 06- 41 2- 5131

特徴 ・仕様

R '巳に使用 される 材料は 、音源fl!l J の背商 にオ

リエンタル シ リカチ ー ルスノ ぞン ドレノレをw用。

音 源 ｦｦｩｬｊ には表面に特殊ｼり ｉ ｪ ｦＮ ｩｾ 塗料が 塗 布され て

いる 。又、 l吸音材は特株フィルムで包装された

ロックウールを 使用等、材質はす べて 不燃、外

装は特殊な被波鋼板により耐久性は抜群です 。

iJli J定 所 日本控築総合試験所

測定年月 昭 . 50 .  7  

オリエンタルメタル製 造株式会社

尼 崎市昭和南通3丁目 26番 地

T E し 06 - 41 2  - 5  1  3  1  

特徴 ・仕機

W型の外商( 外壁) は全てオリエンタルメタ

ル( 特殊被縦鋼板) を使用し、内壁にはオリ

エンタルシリカチール( 務色石英粒チ ・樹 脂

骨 折 ｩＧｩＧ ｾ岡板Ｉを使用 。 特徴 ・ ｬ 耐久性が抜併に ｈＡｾ

れており、不燃である 。( 不燃11古11048号 )oo! ufVJ 、

風圧に l耐える力が強 〈脱係 、飛散 しむし、。

ilJl J定 所 日本建築総合試験所

測定年月 昭 49. 9  
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。高密度ロックウール
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石 院 内 フ レ キ シ フ

Z言- =T守口

ロ J タワ - "

⑨ "目。

レルム - 5 5- 2 0 0  

1' 00 

ジスロン防音壁

f士 司

直 音 唱 亜 拾 引 怯 岨 1.61

吸音提 アルミニュつム時0.81

吸音材 クラスウール 401

世 間 26kq/ m 

ー門 局一ー

丙・ ・0‘

ジスロン防音材ゼロン

蝉撞趨踊踊幽雌麟瞬

58 

久保田鉄工株式会社

大阪市南区末吉橋通4丁目 10番地

騒音防止グルー プ T E L  06- 252ー7961

特徴・仕検

高密度 ロ y クウール 150kg/ m'  

1000mm x  900mmのパネル材 として遮音はも とよ

り、 I汲音性も同 H寺に発探する 。

工場騒音の壁 内貼り、 屋 外の堺素材と して 巾

広〈使用できる 。 Ｈ雨等の ｴ ｾｾＪ 性も併せも つＩ

ifli J定 所 日本建築総合試験所

測定年月 昭. 49.  8  
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125  250 5∞ I K 2K  4 K 

同 法 政 ( Hz )

サン ・アロー化学株式会 社 徳 山 曹 達 株 式 会 社

本社工場山口県徳山市日青海町| 番2号

T E L  0834- 31- 4530 1 ∞ 

東京TEL03 - 591 ー 5849 大 阪T EL06- 202 - 5455 0 叩

特 徴 ・仕様

1怜かな環境づく りに貢献する r レルム - S J

は、 l吸音 、i虚音の両特性をかねそなえた 、中華

i，l で完全プレファブ方式の騒音防止板です 。

グラフ 曲線が示す機に l吸音特性は、 250- 2000

ｈｺ の幅広い周波数域で ｉ 吸 音 ｅ 干 ｾ ＸＰ Ｅ 以上を 示し 、

透過損失 は1000Hzで40dB以上を有しておりまヲ九

illl J定 所 小林理学 研 究 所

iRl J定年月 Jlj!:I. 50.  2  

積水樹脂株式会社

大阪市北区絹笠田T2番地( 堂島関電ビル)

大阪営業所 T E L  06- 365- 3273 

東京営業所 T E L  03- 553 - 3271 

特 徴 ・仕様

[ 抜鮮の遮音 ・l吸音特性 J 1吸音 率 ・透過般失

にすぐれた性能を誇っています。 [ ユニ ット

パネル方式 ] 地工費が安く つきます。 [ 高 度

の l制候性 ] 内部の1吸音材 (i 二重に保護、屋外

で使用しても性能の低下はありません。[ 高強度 1

60m/sec てー設計 [ 不燃性 J ［ｾ ｊ Ｉ 材 は全て不燃性 。

iWJ定 所 武 蔵 工 業 大 学 音 響 研 究 室

illlJ 定 年 月 昭 . 48. 4  

積水樹脂株式会社

大阪市北区絹笠町2番地( 堂島関電ビル)

大阪営業所 T E L  06- 365- 3273 

東京営業所 T Eし 03- 553- 327 1  

特 徴 ・仕様

[  jj. z鮮の l吸音 'l-1J巣] 独向 の三府梢造の l吸音材

から 構 成 されているので、 H及音効果は特にす

ぐれています。 [ 耐 久 、耐 食性に富む J ｾ Ａ眠機

質の !Jを量骨材てす。 [燃えません ] 素1、4は不

燃材料から構成されています。

[ 地工が 簡単 ] ブロ y クイ本なので施工も容易て女

illl J定 所 武 蔵 工 業 大 学 音 響研究 室

測定年月 昭 48. 3  
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試 験 体 寸 法

W :  1，000 

0.1  

日 東 紡績 株 式 会 社 建 材 部

東京 都中央区八重洲6丁 目| 番地

T E L  03- 272 ー 121 1

大 阪 支l苫 T E L  06 - 202 - 1301 

特徴・仕検

本品は ロックウールを無機質ノ、インターにて

成型したもので、ロ ンクウールの l吸音性を 加

わず 、組成からもわかる通 りがI候性は僅めて

良好でありかつ不燃です。 また 、施工ははめ

込み式で手聞がかからず簡単です。

iltl J定所 * 洋大学安岡研究室

ililJ 定年月 日召 . 48.  7  

デホンド R C

'I K  2回 5∞ IK 2K  

周 波 数 ( Hz )

3  

3  

J  ド/

/  

〕

/  

レ/
ノ
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125 

70 

ω  

30 

50 

t

h

町

村

透

過

似

尖

(

川印

日 東 紡績株 式会 社 建 材部

東京都中 央区八重洲6丁目 |番 地

T E L  03- 272 - 1211 

大 阪支 庖 T E L  06 - 202 - 1301 

特徴 ・仕様

本品は内部にロ ックウール # 1500 - A を、長

十反に 1. 2mmの鋼板を使用しているのて"I ! 及音特性

は低周波から広 j戒にわたり優れてお 1) 、透過

打i失でも 1000Hz で44dBと11.5し、値を示していま

す。 また、特殊| りJ 水処理により長期使用に耐

える 他、 完全不燃です。

ilil J定 所 東 洋 大 学 安同研究室

洲定年月 昭 . 48 .  7  

デホンド W L

試験体寸，去

W :  I，OOOXH 

〕

ｉ ｾ 醤室圭騒 酔 "-ν  

，.--/ 

レ/

」 ノベ
必過 j員夫

」
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V  
/  

ｬ ｾ＠
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12り70 日本ヰ厨背子株式会社 新規事業本部第2部防音グループ

大 阪 市 東 区 道 修 町4丁 目8番 地 〒541

本社 TEL06- 202- 1161 東京支社 TEL03- 573- 0121

広島支庖TEL0822. 63.3571 福岡支庖TEL092.45卜5591- 8  

1，000 9 牧
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(
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特徴・仕様

l耐水吸音 材 ・フローテイングウールを 内蔵し

たl吸: i l t音性ノ f ネルである 。

H 鋼の支伎を適当間隔で設置し 、パネルを必

要な数を i高とし込むだけで防音塀が完成。

( サイズ) 一⑪1970， 2960 ， 3960mmX ぬ500mm

× ⑪Omm 

空気 場

Il 

4K 250 5∞ IK 2K  

開 放 政 ( Hz)

125 

ililJ 定 所 大 阪 大 学 産 業 科 学研究所

測定年月 ug .  49.  2  

断面白

v  

ｾ＠

レF

し/

J  
サンプルサイズ 6∞ × 伽1
面 密 度 3. 4k9 m'  

、 t ， ， 
1 1  1" ｉｾ＠

@

防

音

シ

l

卜

70 

ω  

産機資材販売部

東レ株式会社 産割融資材開発課

東京都中 央区 日本橋室町2 丁目 2番 地

大 阪市 北 区中之 島3丁 目5番地2

東京 T EL  03- 270一0111

大 阪 T E L  06- 441 ー 7771

東レ防音 材- F C

'IK  

59 

250 5∞ IK  2K  

周 波 数 ( Hz )

125 

関

30 

10 

20 

音

符

透

過

似

失

(

m

叩

特徴 ・仕様

左図のような椛成の防音シートで、柔軟性、

透光性、機械的性質、および適度の1¥削辰性に

特徴を有し、鉛シートに比し取扱い、1J日工性

に優 れ 、| 勿音工事のトータルコス トダウンが

できるユニークな: i l t 音材である 。製 品は ロー

ル状で 1 X  10 m 、 1 X 2 0 mの 2 種類。

illi J定所 東洋大学工学部

ilil J定 年 月 昭 . 48 .  12 
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仕 様

・型式承認番号 S - 3 号

・適 用 規 格 計 量 法 規 格 、 J I S - 1502

・測定範囲 25- 130dB 

・マイクロホン 特妹ダイナ ミック 型

・周波数範囲 25Hz - 10KHz  

・問、峰、補正回路 A.  B.  C  

・校 正 内音目標準屯圧による屯気校正

・屯 池 006 P  21悶 ( 連 続60H作 動 )

・使用温温度範囲 10ー + 40.C 、 0 - 90%

・寸 法 93( W )  x 56(  D )  X 249(  L )マイク共

・豆 量 約900 g  

定価￥ 92 ，000( 昭 和50. 9現在)

音響測機株式会社

東京都新宿区上落 合 |ー 19- 3

T E L  03- 950- 5371 

0 5- 11 型普通騒音計
@

騒

音

計

V
用途・特徴

計量法の普通騒音計の規絡を満足し、型式承

認を受けた本総は、騒音計を 用いたあ らゆる

取引証明行為に使用できます。

事務室 、街頭、工場、学校、 .41納関係、航空

機関係等のあらゆる騒音を、広範囲 、高精度

で測定て、きます。 又本号if は各車u音響機株の特

性樹IJ定に応用できる 他、各純のア ダプタを併

用し、広い応用 ifliJ 定に利用てゆきます。

-υ  

@む

， I  

仕 様

・適用規格 I E C Pub123 、J I S - Cl 502、

計量法普通騒音計

. ilIリ定範問 27- 130dB(  A )  

・7 イクロホン 20. 5 <p コンテンサ型

・糠! 替、補正特性 A .  B.  C  

.  ｾｇＢＺ＠ i原 9 V電 池、外部電池、 A C  100V 

・オクタ ープフ ィルタ 中心周波数 31. 5 -

8000Hz、I E C Pub225適 合

・標準付 l瓜lRI ウイ ン ドスクリ ン、ハ ン ドス

トラップ、キャ リンク府ノ〈ッグ

・.iJ! 品 騒音計 ・フィル タとも約1. 2kg

定filli ￥215，000( 昭和50. 10現在 )

干 153

電子測器株式会社

東京都目黒区上目黒 1- 3- 9

T E L  03 ー 719 - 6411代 表

大阪営業所。 T E L 06- 541 - 3631  

オクターブフィルタ付き騒音計

用途・特徴

この騒音計は 各内規格に i盛令することは勿論

ですが、オクターブフィルタを結合して騒音

分析が簡単にできること、ピ γ クア ツフプ. を結

合すれは' ] : 娠辰動力加日速 j皮史がi詰訓訓測11卯則lド川lリ定 できることなど幾

多の機能を{ 備碕え ているのてで“ ¥、i環設境綴背 . 遮 音

の il測11山川!ド川IJ 定、騒音評fi lli や |幼音対策 ・施工の評側、

機械逆転音の診断なと‘ 現場 illiJ 定の総てにフ ィ

ッ 卜するのがユニ ークな ｉｾ￯ Ｎ です 。

イ士 検

・Y担

. iWJ  

日本科学工業株式会社

大阪府吹田市清水2番 l号

T EL  06- 877 - 0443<<1;:) 

小型騒音計8 2- 2 0 0 2型

コンア

82- 2002 

35- 120dB(  A )  

40- 120dB(  C )  

31. 5- 8，000Hz 

- 5  - 10dB 

ｾＺｩＮｌ気的校正装置

エレクトレ ッ ト

ンサ 7 イ クロホ ン

S L OW- F AS T 付ー

006P (  9  V ) 約5011寺Il¥J作

動可能

定 ilUi ￥90，000( 昭和50. 9 現在)

ェt

図

- 周 波 数 範 囲

・指示計有効回 雌

・校 正 装 置

・マ イ ク ロ ホ ン

- 指 示 計 特 性

・屯 i原

範

r ' - .  

A  

用途 ・特徴

本総は、事ｉＮｾ指向性マイクロホ ンを 装備したＡ騒

音計 で、しかも抜群の経済性を実現している 。

計量法にいう普通騒音計に 相 当する性能をも

っているが、未検定総慢である 。計iLt 法に準

じた iWJ定には 82- 1002型を使用することが望

まれる 。

82- 1002 

30- 135dB 

31. 5- 8，000Hz 

- 5  - 10. 0dB 

ダイナミ y ク

ホン

トランジスタ発f辰器|人J J歳

出力抵抗 600 Q  

S L OW- F A S T付

AC100V ::!: 10V  および

充屯カドミウム屯池。

定価￥ 150，000( 昭和50. 9 現在)

7 イ クロ

仕 様

.  Ｉ｜ｾず

・iWJ 定 範 囲

・周 波 数 範 囲

・指示計有効目盛

・マ イ ク ロ ホ ン

- 校 正 装 置

・接 続 端 子

・指 示 計 特 性

.  ｾ ｛ｌ＠ i，原

日本科学工業株式会 社

大阪府吹 田市，青水2番| 号

T E L  06- 877 - 0443附

用途・特徴

本器は、改正された計五t法にもと づ き、通産

大臣の型式承認および検定に合絡した騒音計

で、騒音の表示 、分析、 記j. J、 iiI itl: が容易に

行なえるよう考 J.m: され 、日本工業規絡J I S C  

1502にも 適 応するよう設計された 最 も標準的

な機能をそなえている 。被 iJli J定休より離れた

位置でも測定が行なえるようマイク ロホン分

般の方式も メリ ッ トの一つである 。

普通騒音計8 2- 1 0 0 2型

60 



| 音 響 測 定 機 器 ① 騒 音 計 ② 記 録 計 |

@

騒

音

計

松貿機器販売株式会社

大阪市淀川区西中島3丁目 9番 12号( 空研ビル6階)

干532

ブリュヱル・ケア一社インパルス精密騒音計

仕 様

・周波数特性 2  Hz - 70KHz 土 1 dB 

・測定範囲 15dB - 140dB 

・入力インピータンス 1  G  Q  

・出力 インピーダンス AC600 Q  

DC25K Q  

- 寸法 3. 25 X 12X  9cm 

・重 量 2  kg 

・屯 源 単 一 乾 電 池 X 3

定価 ￥868，000(昭和50. 9 現在)

用 途 ・特徴

本器は騒音および振動の精密 iJll J定用で、 I EC

R179、DI N45633 Part  1 および ANS I S  1 、

4  - 197I Type 2 の 規絡に適合する。

フィルターセ ッ トを接合すれば、可J鍛型の綴

音分析器にもなる 。

T E L  06- 301 - 2051 番( 代表)

@

記

録

計

V

イ士 検

・周波数範囲 1 Hz- 20KHz  :t 1 dB 

・入力屯圧範囲 0.5Vr ms ( フルスケール)

・記録レベル範囲 50dB 

・入力インピーダンス 100K Q  

・検波方式 準実効値方式

・応答時間 1 秒から 0. 05秒 5 段 切 換

・記録方式 ペン書方式、直角座標記録

・記録速度 :t 0. 5dB 

・記録紙送り速度 O.  3- 100mm/  5  

・記 録*ti; 1隔 有 効 幅50mm、全幅73mm

・重さ 約 9 旬 、その他リモコン端チ付

定価 ￥350，000(昭和50. 9 現在 )

音響測機株式会社

東京都新宿区上落合| ー19- 3

T E L  03- 950 - 5371 

O R L - 2 0型レベルレコーダー

ｈ ｾ＠

用途・特徴

本総は、小1型軽量に作られた高性能な記録計

で、騒音及び振動のレベル記録がでh きる 、 残

響時間測定、音響機株の周波数特性の記録及

び、直流屯矢信号の波形記録ができます 。騒

音計、振動計、発援然、フィルタ等と共に用

い、騒音レベルの記録、及び周波数校正され

た記録紙上に周波数レスポンス、分析結架を

表わすことができます 。

仕 様

共通仕繰 ( ) 内は 5003
1
¥リ

・/; ';J波数範J t t J 1  Hz - 30KHz  ( およびD C)

・ペン 速 度 60- 500mm/s  6段

( 2  - 2，000mm/s30段)

・紙送述J変 O. 03- 100mm/s  8段

(0. 0003mm/s  - 100mm/s30上立

. 2 チャンネル ・セレクタ 2 入力1 ; 1 ) 換器内

政 (外部 2 入力 ) 共にオプション

・記 録rjJ 50mm、100mm各50dB両 用

(50、10、25、75、 リニア )

(￥350.000 附 リ

ー 1，180，000(昭和50. 9現イr:)

定fi Hi

干 153

用途 ・特徴

騒背振動のレベル記H 、分析記録に最高の j威

力を発揮します。特に 5002
1
¥'1は 2 チャンネル

・ セレクタ Ｈ オフ ・ ｙ ヨンＩを 開発した携 ［ｒｾＺ ｊｾｲｾ＠

レコーダのＺ松高峰て｜ ー ｽｊ ＵＰＰＳ Ｑ｜ｾ は Ｒ ， ＰＰＰｭｭ Ｏ ｳ

のペン速度を有する 故高級引レコ ーダであ り

ます。記 録Hi:も 用途により 、50mm、100mm両用

に使用でき 、本料的レベル ・レコータは本器

により完成されたといえます。

株 式 会 社 ノード

東京都 目黒区駒場 3 - 2 ー13

T E L  03- 460- 1561 (代)

大阪出張所 T E L  06- 443- 9725 

レベル・レコーダ

••• 
-
-•• 

松貿機器販売株式会社

大阪市淀川区西 中島3丁目 9番 12号 (空研ビル6階)

干532

レベルレコーダーブリュエル・ケア一社

仕 様

・周波数特性 1  Hz - 20KHz 土 0. 5dB

・ダイナミ ックレンヂ 25dBと50dB

・5己宝章 }J 式 A C.  DCL og  D C  Li n 

・入力インピーダンス 20KQ

・記 録 速 度 ペ ン 送 り 10，40 ，100，250mm/ s

紙送り 0. 01，0. 03 ，0. 1，0. 3 

1. 3，10， 30mm/s  

61 

9 現: ( -E)

- 7E源 D C1 2 V  

・重 量 3. Skg 

定価￥ 857，000(昭和50.

用途・特徴

本総は可搬型のレベル記録* F として、 DCL i n

Log ACL ogを記録する 。 又1616型% オク

ターブフィルターセットを組合せ使用するこ

とによりセミオートマチック分析記録が可能

である 。

T E L  06- 301 - 2051( 代表)

.;.:  

-i j:・1> .• 

噂 T
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音響測機株式会社

東京都新宿区上落合| ー19 - 3

T E L  03- 950 - 5371 

用途・特徴

本探は、音声、室内、街頭等の騒音の広い周

波数倍域を迅速に分析し、これ らの結果から、

各種の綴音評価を行い、又適切な対策をほど

こすための周波数分析様であります 。

又、本音; F は、 l吸音材、: i ! t 音材の音響的諸特性

を調べたり、バンドノイズの作成、ノイズに

よる音響機総の周波数特性 illl J定等広い範囲の

応用が可能であります 。

株式会社 ノー ド

東京都 目黒区駒馬 3 - 2  - 13 干 153

T E L  03- 460- 1561 (代)

大阪出張所 T E L  06- 443- 9725 

用途 ・特徴

変動する経過の早い現象あるいは術喰的伝号

をリアルタイムに分析する袋世です。御需要

家の使用用の似をはかり、表示 ｽｊ 式 Ｒ 純 Ｈｦ ｬｾ

状表示、スポット表示 ) と減反皮特' 1' 1: 2 杓(伴

ｪ 止 ＳＱＱ 日感度 ｊｾｲｾ ) を用立し、ディ ジタル表示

許11もオプシ ョンで発売いたしております。

ｦｊｦ にコンピ ュー タ ・ システムとの ｩ 坐ｬｉｩ Ｑｊ は 、ｾＮ

4土が10年以前から開発しております。

仕 様

・適用規格 I E C- R - 225 

・周波数範囲 O.A  10Hz - 30K Hz  

・分析中心周波数 31. 5 Hz- 16KHz  10点

・入力屯圧 10Vr ms迄

・分析レベル範囲 60dB 

・十旨示計 笑効f直型、 J I S- 1502FAST、SLOW

・入力インピータンス 10 0 K Q  ( 主入力)

・姉入以失 O. A に対し+ 1、- 0. 5dB以内

・減衰特性 1. 2 オクターブで各々 18，40dB

• .J-法丞量 200(W) X 95間 X 170の) 約 3 kg 

・屯源 006p 2 個使用 ( 連続100H使用 )

定1i 困￥ 125 ，000( 昭和50. 9 現 在 )

仕 様

R T - 30 NI¥'! (  ) 内はH S  ｉ｜ｾ＠

・周波数純凶 2  - 20 ， OOOHz 73' オクタ ープ

'Ii 41チャ ンネル、 A 、B 、C 、O A

・表示方式 屯般偏光方式による村主状グラフ

または ＱＧ ｦｦｴＧｾＱｬ偏光方式によるスポ ン ト表示

. 1成ぷ J5t 50dB/ OCT .  (60dB/O C T.)  

・ディスプレイメモリ ホールド ・スイッチ

・ ピー ク ・ホールド 内政 ・オプション

. xオクタ ーブ1;i H灸 内政 ・オプション

・BCD: H1J 内蔵 (写兵は R T - 30N)  

r "  ，r  r  'f 2，300 ，000 

疋 11m j  

l - 4，000 ，000 ( 昭和50 .9現イE)

」 Ｍｉ 童三とｩｉと之とｾ
OT O は 、 快 適 な 生 活 空 間 を創 ii 与 す る た め 、 脳 背 ・振 動 公 害 か ら 建 築 音 響 に 到

る ま で 、 あ ら ゆ る 育 の 問 題 に 取組 む 、 呼 F'J 技 術 者 集 同 で す。

- 測 定 ・ 調査

各 種 騒 音 ・振 動 の 調 査 介 析 お よ び 予 測 計 算

・ 騒 音 ・ 振 動 防 止 計 画 ・ 設 計

建 築 設 備 ・ 交 通 機 関 ・そ の 他 環 境 騒 音 ・振 動 に 対 す る 防 止 計 画 設 計

圃 室 内 音響 ・電 気 音響 計 画 ・ 設 計

ホール・ 学 校 ・病 院 ・共 同 住 宅 等 の 室 内 音 響 設 計 ・お よ び 電 気 音 響 設 計

・ そ の 他

各 種 音響 性 能 試 験 ・製 品研 究 開 発 ・資 料 サ ー ビ ス

y. 
式

社

株

会O T O技術研究所

lリ1ド 公 江 勤

6 2  



設備技研

K . K 大阪建築設備技術研究所

代表取締役 山本庄八

取締役 一柳雅英

顧問・管理建築士 鈴木芳光

大阪府建築士会 空気調和・衛生工学会

日本建築設備士協会 日本劇場技術協会

日本建築学会 日本音響学 会 各会員

人間主体の住環境作りの為に熱・音・光・空気・水を最適制御する

0 豊富な基礎資料! こ基く体系的建築設備設計

・冷暖房 ・空気調和設備 ・衛生設備 ・電気設備 ・防災設備

・その他建築に関るすべての設備・活水処理施設・都市焼却

場施設・上水場施設

0 室内音響・騒音制御等の建築音響調査・設計

・鉄道 ・道路騒音に対する騒音対策・工場 ・建築設備機器の

騒音制御・開発計画 ・建築計画に伴う騒音環境戸セスメント

・オーディトリ戸ム ・会議場 ・体育館 ・放送スタジオ等の室

内音響計画・電気音響設備計画・音響材料の開発

. 株 式 会 社 大 阪 建 築 設 備 技術研究所 大阪市東区両替町 2 丁目 1 番 地 大 阪 柳 屋 ビ ル T E L 06( 941) 9281 ・京都

事務所 京都市左京区新宮小路仁王門下ル TEL075( 771) 7005 ・四国事務所高松市太田下回T 1 332 ー 14 TEL 0878(  21 ) 6876 

パイオニアとじての豊富な総験と実績を誇る

ジェイクの騒前辰動測定調査

- 環境騒音・交通騒音・航空機騒音・建築騒音・遮音率測定・周波数分析
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新しい荷重規準について

川 村 純 夫

まえがき

日 本 建 築学 会 より 1975年 3 月 建 築 物 荷 了

規 準 祭 ・問 解 説 が 発 表 さ れ た 。 こ の 規t終案

作 成 は 、 荷 重 分 科 会 が10数 年 に わ た っ て 審

議 し 作 成 し 、 本 文 の 原 案 は 建 築 雑 誌46年 4

月 号 に 発 表 し 、 そ の 後 各 方 面 か ら の 意 見 に

も と づ い て 若 干 の 修 正 を 行 い 、 こ れ に 解 説

を 加 え て 発 刊 の 運 び と な っ た も の で あ る 。

建 築 物 の 設 計 上 用 い ら れ る 荷 量 は 構 造 設

計 上 、 最 も 基 本 的 な ZJ:;' 項 で あ る が 、 そ の 種

類 が 多 〈 、 し か も 池 袋 、 風 、 雪 な ど の 外 力

に 関 す る 研 究 と と も に 建 築 構 造 自 体 に 関 す

る研 究 も 、 最 近 大 き く 進 歩 し て き て お り 、

また建築椛造技術の進展も著しし、 。 これら

の 発 展 に 伴 っ て 荷 量 に 対 す る 規 定 が 改 め ら

れる べ き で あ る の は 当 然 で あ る 。 こ こ に 示

さ れ た 荷 重 規 準 案 に は で き る だ け 新 し い 材

料 を 取 り 入 れ 、 新 し い 知 識 に も と づ く 内 容

と な る よ う に 努 力 さ れ た の で あ る が 、 従 来

用 い られ て き た 荷 箆 に 関 す る 規定 も 、 そ の

習慣 上 無 視 し え な い 点 が 多 く、一挙に大き

く 改 定 す る こ と は 現 実 に 無 理 な と こ ろ も あ

っ た 。 解 説 の 内 容 は 今 回 初 め て 作 成 し た た

め に 不 充 分 な 点 も 多 い か も し れ な い 。

以 下 草 ご と に 簡 単 に 要 約 し て み る 。

×  X  

1.  総 則 適 用 範 囲 を 述べ か つ 現 段 階

で の 建 築 基 準 法 お よ び 関 係 法 令 と 一 致 し な

い 部 分 に つ い て の 注 意 に 触 れ て い る 。

2 章 一 般 事 項 荷 重 の 種 類 、荷 重 の 組

み 合 わ せ に つ い て 触 れ 、 か つ 用 途 係 数 と い

う新しい概 念 を 導 入 し て い る 。 ここにいう

用 途 係 数 と は ま た 箆 要 度 係 数 と も 呼 ば れ る

べ き も の で 、 重 要 な 建 築物 に つ い て は そ の

安全性を高める目的で設けた係数て' ある。

醤 桁 重 や }! I . 荷量はある再現期間に対する期

待 値 を 統 計 的 に 求 め 、 こ れ を 基 準 と し て そ

の 大 き さ を 定 め る の が 普 通 で あ る 。 す な わ

ち こ こ に 定 め る 用 途 係 数 を 大 き く と る と い

う こ と は 再 現 期 間 を 長 く と っ て 荷 重 の 大 き

さを定めたと考えてよい。

3. 固 定 荷 重 最 近 の 市 販 の 各 仕 上 材

料 を 用 い た 様 単 的 な 施 工 に よ る 各 晋11の 重量

を 詳細 に 示 し 、 実 状 に より近い祈重t ) : 定が

可 能 なよ うに してある 。

4 1位 積 載 荷重 積 載 荷 重 は 移 動 が そ れ

ほ ど 困 難 で な い 人 問 、 家 具 、 調 度 、 物 品 な

ど の 荷 重 を 総 称 し て い る 。 し た が っ て 人 間

6 4  挫篤 と社会/ 1975年 IO) j サ

に よ り コ ン トロ ー ル が き わ め て 答 易 な 荷重 で 表 お よ び 図 で 示 し て あ る 。 受 圧 而 係 数 L

で あ り 、 か つ加l 力 方 向 は 通 常 鉛 直 荷 重 で あ は 、 受 圧 面 の 大 小 lこ よ り 設 計 用 速 度 圧 の 値

る た め 、 地 袋 荷 重 ・風 荷 重 な ど の 自 然 力 ょ を 変 え る た め の も の で あ る 。 こ れ は 自 然 風

りは 「 性 質 の よ い 」 荷 量 と 考 え ら れ て い る 。 に は 乱 れ が あ る の で 、 受 圧 商 の 国 絡 が 大 き

な お 本 規 準 案 に 示 し で あ る 積 載 荷 重 の 値 い ほ ど 、 こ れ に 加 わ る 平 均 の 風 圧 力 は 比 較

は 「起 こ り 得 る 最 大 他」 を 示 し て い る わ け 的 小 さ く な り 、 逆 に そ の 面 積 が 小 さ い ほ ど

で は な し、 。 集 中 の お そ れ が あ る 部 分 は 、 設 こ れ に 加 わ る 風 圧 力 は 相 対 的 に 大 き く な る

計 用 荷 重 を 均 す な ど の 考 慮 を 払 う か 、 逆 に という 事 実にもづく 係 数 である 。 用 途 係 数

人 間 の 過 度 の 集 中 を 笑 際 の 包 型 上 阻 止 す る は す で に 一 般 事 項 で 述 べ た と お り で あ る 。

な ど の 手 段 を 必 じ る 必 裂 が あ る こ と に な る 。 ま た 環 境 係 数 E は 、 建 設 地 点 周 聞 の 地 表

5 輩 雪 荷 量 殺 計 用 屋 根 上1':i. 荷重は、 面 組 度 、 す な わ ち 地 表 面 の お う と つ や 、 地

下 式 に よ り 計 算 す る 。 上 の 障 害 物 の 影 響 に よ る 最 大 風 速 の 強 弱 を

S = p X  Z s X E X  R X I  設 計 用 速 度 庄 の 地 減 に 取 り 入 れ よ う と す る

ここ に s 設 計 用 屋 根 上 話γ，苛箆 ( kg/ m
2

) 、 ものである 。 し た が っ て 環 境 係 数 E の 彬 符

p 雪 の 設 計 周 平 均 単 位 重量 ( 粉 雪 1 cm当 た は 上 空 に ま で 及 ば な い 。 な お 先 に 述 べ た 地

りkg/ m2) 、Z s : 設 計 用 地 上 吉 積 深 ( cm) 、E 域 係 数 お よ び そ の 区 分 は 再 現 期 Il ¥J 100 年 の

: 環境係数、 R 昼 般 勾 配 、 形 状 な ど に よ 年 最 大 風 速 に も と づ い て定めることとした。

る係数、 1 用途係数、 ・ 風 力 係 数 : 建 築 物 の 設 計 用 j孔 カ 係 数 は 怨

設計用屋中ＧＱｾ上雪荷量は 、直 接屋恨の雪で 物の ｽｦｾ 状のみならず建物外壁の宅 ｝ＱＱ 交の純度

illl ]定 さ れ た 十 分 の 資 料 の な い こ と か ら 、 地 によって L 異 な る の で 、 す べ て の 他 物 の j形状

上 桜雪 の 資 料 を 用 い て 計 算 す る 方 法 を と っ に 適 合 し た 設 計 値 を 規 準 笑 に 示 す こ と は 凶

て い る 。 p X Z は 地 上 秘 古 荷 量 を 示 す 値 で 錐 で あ る 。 風 洞 実 験 に よ り 設 計 値 を 求 め る

あ り 、 図 示 も し て あ る 。 環 境 係 数E は 、 現 こ と が 望 ま れ る 。 風 洞 実 験 も そ の 相 似 性 の

在 必 ず し も 設 計 に 十 分 な 資 料 が 得 ら れ て い うえから 、 必 ず し も 笑 状 値 とはいえないが、

る わ け で な く 、 こ の 場 合 あ る 程 度 安 全 側 の 近 似 的 設 計 を 導 く 唯 一 の 方 法 と し て 行 わ れ

係 数 を と ら ざ る を え な い 。 ている 。

そ の他 風 荷 量 、 地浪 不l j ｟ ｾどの 組み合わせ、 し か し 風 洞実 験 を 行 わ な い 場 合の 参 巧 11在

雪 の側 圧 に つ い て も 現 状 で の 知 識 を 法 に 指 と し て 代 表 的 建物 形 に つ い て 示 し て あ る 。

針 を 与 え て い る 。 な お 従 来 の 基 準 法 施 行 令 で 示 さ れ て い る も

6 章 風 荷 重 設計用} ! I . 荷重の大きさは の に 比 べ た ら 合 理 的 に な っ て い る と 巧一えら

次 式 に よ っ て 計 算 す る 。 れる 。

P = C q， A  ま た 閉 塞 形 の 建 築 物 の 室 内 圧 係 数 を 土 0. 2

こ こ に C 風力係数、 4 設計用速度圧、 と規定した 。 ま た 局 部}it 圧 に つ い て も 一 応

A ・ 建 築 物 あ る い は そ の 部 分 を 代 表 す る 聞 の 他 を 示 し て あ る 。

積 、 通 常 は 見 付 け 面 積 、 Ｎ ｽｩｾ の ￭ｬｩＷｊ 的効栄 Ｚ 最 近 の椛 造 物 は 長 大 化

ま た 設 計 用 速 度 圧 は 下 式 に よ っ て3草定する 。 軽 量 化 の 傾 向 が あ る 。 こ の よ う な 椛 造 物 は

屯 = q，o X  Zw X  L  X  1  

ここに q，o : 基 準 速 度 圧 L  受 圧 面 係 数

Zw: 地 域 係 数 1 用 途 係 数

減 変 性 の 比 較 的 低 い こ と と あ い ま っ て 胤 に

対 す る 挙 動 が 敏 感 に な る 。 す な わ ち 風 の 平

均 的 な 作 用 の ほ か に 動 的 作 用 も 1黙秘できな

な お 基 準 速 度 圧 q，o(7) 高 さ 方 向 分 布 は っ き' く な る お そ れ が あ る 。 一 般 に 胤 の 動 的 効 採

の と お り と す る 。 ここに E : 環 境 係 数 に は 大 別 し て 2 つ の 機構 が 考 え ら れ る 。

高さ h ( m )  基 準 速 度 圧 qρ( kg必わ ー っ は 自 然 風 の 乱 れ に も と づ く も の で 、

0 - 10 120E  こ の 場 合 は 主 と し て 風 向 方 向 に 振 動 す る こ

10- 30 120E +  8  ( h ー 10) とになる 。 他 の 一 つ は 大 気 の 流 れ と 椛 造 物

30- 230 120E + 160+( h - 30)  の 接触 に よ り 生 ず る う ず に も と づ く も の で ¥

( 340ー 120E ) / 200 こ の 場 合 構 造 物 は 主 と し て 流 れ に 直 角 方 向

230以 上 500 に 振 動 す る こ と に な る 。 こ の よ う な 風 の 動

す な わ ち 基 準 述 度庄 の 日 さ 方 向 分 布 は 従 的 効 果 を ど の よ う に 設 計 に 取 り 入 れ る か に

来 は 、 q， = 60 J h、あるいは 120 4 .rτ が 悦 つ い て 諸 外 固 め 鋭 準 を 参 考 に し て 紋 近 の知 l

用 さ れ て き た 。 本 来 速 度 圧 の 日 さ 方 向 分 布 見 を も 加 え て 述 べ て あ る 。

は 地 表 面 粗 皮 に よ っ て 変 わ る べ き も の で あ 7  j 草 地 震 荷 重 こ の 規 私 案 に お い て は

る が 、 あ ら ゆ る 地 点 に つ い て 適 用 さ れ て き 地 震 荷重 に l犯してはと く に 新 し く 規 定 す る

た 。 本 規 準 築 の 速 度 庄の 高 さ 方 向 分 布 は ー こ と は 避 け た 。 こ れ に つ い て は 地 災 荷 主小

見 や や め ん ど の よ う に み え る が 、 従 来の 述 委 只 会 が 審 議 中 で あ り 、 近 い 将 来 新 し い 規

度 圧 分 布 の 矛 盾 を な 〈 し 、 商 さ 方 向 に 直 線 準 が 示 さ れ る 予 定 で あ る 。

的 に 変 化 さ せ た も の で あ る 。 図 示 す れ ば 高 8 章 土 庄 、 水 圧 お よ び そ の 他 の 荷重

さ1 0 m以 下 お よ び 同 さ 230 m以 上 は 一 定 て ¥ 土 圧 、 水 圧 お よ び サ イ ロ 全 体 に 加 わる荷重、

そ の 聞 を 2 つ の 直 線 で 結 ん だ 分 布 に な る 。 そ の 他 運 綴 設 備 に も と づ く 荷 露 等 に つ い て

式 中 の 地 域 係 数 Zwは 、 わ が 国 全 体 と し て の 述 べ て あ る 。

地 域 に よ る 速 度 庄 の 地 減 の 官IJ 合 を 表 す も の ( か わ む ら す み お 大 阪 市立大学工学 部 教 佼 工 博)
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は じ め に

従来無尽蔵の資源であるがごとく消費されて

きた石油資源の限界が危機感をも って論せ' られ、

また石油エネルギーの代替としての原子力エネ

ルギ一、太陽エネルギ一、波浪エネルギ一、地

熱エネルギ一等の開発も未だ経済的、効率的に

十分でない現在 、エネルギ一節約の必要性は論

をまたない 。また代替エネルギーの開発に成功

したとしても 、今後はすべての方面においてエ

ネルギー浪費ｾからエネルギ一節約型への移行

は世界の大きな流れと 言 える 。

ピ ル に お け る エ ネ ル ギ ー 消 費 の 動 向

エネルギー消費の一つの単位でレあるビルに目

を転じてみた場合、そこで消費するエネルギー

は屯気、重油 ( 灯治 ) 、ガスに大別されるが、近

年環境汚染の問題から冷暖房のエネルギー狐と

しての屯気の占める割合はますます向くな って

いる 。 したが ってピルのエネルギー源として屯

気がその大半を占めるケースが増えつつある 。

環境汚染という観点からみれば、発ｾＱＡＺプラ ン ト

周辺での検討は必要であるが、ビルの立地して

いる地域の汚染を防止するという意味でのクリ

ーンエネルギーとしての全電化空調システムは、

今後ますます附加すると思われる 。 この場合、

ビルの全エネルギー消費量に対する空調エネル

ギーは大きな告IJ 合を占めるので、この点での有

効利用は重要な問題とな っている 。以下この問

題に焦点を絞 って述べる 。

全 電 化 空 調 シ ス テ ム に お け る 省 エ ネ ル ギ ー

事務所ピルにおける屯カ消費量は 図ー 1 のょ

になり、全屯化空調システムの場合、冬期暖房

時の屯力消費量は当然士官' 加している 。 また月別

の消費m1J に対して空調関係のものが55 - 65%

に及ぶ。( 図 - 2  )  

この大きな書IJ 合を占める空調用エネルギーの

節約について、つぎの諸点が考えられる 。

1  室 内設計条件の検討

2  熱負荷計算法の改良と、それに基づ く最適

冷熱源機( ，# の選定

3  各種システムの徹底研究 ( 熱源、帯熱槽、

熱回収、監視制御 )

4  保守管理の徹底 ( 設備更新の設計時よりの

考慮 )

以下前述の 1 - 4 について述べる 。

1  室内設計条件の検討 従来、室内空調条件

として冬期J20' C 50% 、夏期26'C 50% が採用され

ていたが、オイルショ ック以後、諸外国におい
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図 - 2 全電化空関システム電力消費内訳( 大阪某ビル)
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図 - 3 月間冷，寛機負荷皐( 実測値)

て設定条件をレベルダウンする動きがあり、わ

が国においても再検討の動きがある 。わが国で

は昭和35年前後に夏期27' C 、50% が普通でーあ っ

たが、その後の高度成長経済とともにグレード

ア ップされ、今日のようにな った。仮に夏期26

℃を ＲＷ Ｇｃ にした場合、設計ｾ桁は約 Ｑ Ｕ Ｅ 少なく

なる 。人が快適に仕事できる室内条件を、外気

条件とも合わせて再検討し、投入エネルギー量

に対する最大効果点を追及することは有意義な

ことと恩われる 。

2. 熱負荷計算j去の改良とそれに基づく最適機

器の選定 熱源、機株の容量を決定する熱負荷計

算には、刻々変動する外気、日! 照条件を考慮に

入れた非定常熱負荷計算法と、条件を固定した

定常熱負荷計算法があり、前者はより精密に建

物の熱特性をとらえようとするものであり、近

年そのプログラムの研究、開発が進んできたが

笑用化にはまだまだ改良すべき点があると思わ

れる 。後者は従来より用いられてきた手法であ

り、これによれば機器は最大負荷状態が継続し

ても、それに対応する能力を持つものが選定さ

れる結果となる 。 また選定に用いる結果に至る

までには幾多の安全率が掛け合わされ、時によ

っては非常に過大なものにな っている 。図 - 3

に示すように、機器の実際の負荷率、稼動率が

著しく低い場合がある 。 この場合、機訴の特性

として効率の著しく低い点での運転となること

が多い。 これはエネルギーの利用効率から不利

である 。設計にあたり、日射、外気量、滞在人

員等すべての条件を完全に把握し、機器が最大

能力点での稼動時間1が最大であるようにすべき

でa ある 。

3. 各種システムの徹底研究 : 機器の最大効率

点の運転という点から、負荷のピークカ y トお

よび出力の平均化は必要となる 。このためには

蓄熱槽の設置とその有効利用が考えられる 。夜

間蓄熱のための機器の運転は夏期においては畳

間より外気条件が向上し、 C.O. pが改善される 。

また、低負桁H寺の高効率運転を目指すには、

機総の分 ilflJ による効率の向上が考えられる 。最

大能力 10が必要とすれば、最大能力 7 、 3 の機

総それぞれ l 台とすることにより、低負荷時に

効率の悪い絞り逆転をすることなく、いずれかの

機株で与問効率の運転がて丙きる 。 もちろんイニシ

ャルコストの地加の問題があるが、エネルギー

コストの高携を考慮に入れたランニ ングコスト

との比較、エネルギー有効利用に対する社会的

要 ｾｉ からも考慮する必要がある 。

また廃熱利用も見逃してはならなし、。 たとえ

それが薄い熱であ っても、量的に笠おであれば

有効に利用することができる 。全熱交換総の有

効利用、ヒートポンプの空気熱交換務への排気

の投入等が考えられる 。

さらに、監視制御システムを完全にすること

により常1こ機器の運転状態、室内状態を把催す

ることができる 。主要機器に対する、電流計、

i l L 圧計、水、空気の iftlJ 温体、自記記録計を必要

に応じ取り付け、運転状況を監視し、 ＱｾＮ に高効率

の運転を可能にするとともに、集積した資料を

つぎの設計にフィードパ y クする態勢を取る必

要がある 。 1 つのビルにおいての省エネルギー

にとどまらず、つぎのビルへの改良の手掛りと

して活用する姿勢こそ大切である 。

4. 保守管理の徹底: 機器の能力を最大に発海

させるためには、常に点検整備を完全にしてお

くことが重要である 。

空気熱交換様のフィンのスケール、配管のス

ケール等はシステムの能力ダウ ン、 エネルギ

ーロスの原、図となる 。 システムを熟知し、毎日

の運転状況を分析することにより、i i ' f婦、修耳II

の11寺JtJ J のタイミングを、誤ることなく知ることが

できる 。効率ダウンした機器は、ま ったく省エ

ネルギーに逆行するものである 。 しかしメンテ

ナンスを充分に行っていたとしても、機苦if の能

力は年々低下してくる 。極端な場合には、 li 度娘、

故障、存命のため取り替えねばならないが、そ

こへ至るまでに、設備を更新した方が有利とな

るi時期! がある 。 この取り替えの必要な u寺却i を通

機に 捉えて対処する必要がある 。設計! 時に入力

出力比がどこまで低下したら取り替えた方が有

利か検討を加え、取り替えを考rt w. したシステム

にしてお くのが望ましい。

おわりに

全電化空調システムにおける省エネルギーに

ついて、概要を述べたが、省エネルギーは一つ

の分野のみならず、すべての分野で社会的に要

求されている 。省エネルギーを考えるにあた っ

ては、 Ｑ Ｍ ｩｾＮ に大きな視野からみた節約、有効利用

を目指す必要があるのはいうまでもない 。乏し

いから節約するのではなく、有効利用が最大の

目的であることを: 忘れてはならない。

(う えだ ひろし K K 竹中工務応設備部技術謀長 )
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施 工 材 料 の 頁

1  6  

集合住宅の浮き床工法

木 村 期

1 . 浮き床に関する独、仏の施工基準

o  1  N  4109 ( l 962Sep. v コンクリートス

ラ ブ 上 の 浮 き は 実 地 基 準 」 を み る と 、 浮 き

lぷの地工に隙i し て つ ぎ の よ う に 詳 細 に 総 定

している 。

(1)  ス ラ ブ は + 分 に 乾 燥 さ せ 、昔物ブリ ッ

ジ や 浮 き 派 層 の 厚 さ の 不 均 ー を 起 こ す 可 能

性のある鋭い突起は除去し、 1 m 当たり 5

mm 以 上 の 凹 凸 が あ れ ば 均 す 。 スラ 7' J ニに 屯

気配色ー等があるときは均し l宵に埋め込む 。

ＡｾＩしＡ習は悩い ｬ ｉｊＮｩｬＮＷＮｴ＼位 Ｚ をもたないこと 。

(2)  緩 衝 材 は っ き つ け で 隙 IHI を つ く ら な い

ようにし、 2 枚 重 ね て 用 い る と き は 上 下 の

j習 の 白 地 を ず ら す 。 また、周明、中 l' 、! 芯件、

ノマイプなどに対しては、浮き Jぷを打つ liii に

緩術! 習の惜を立ち 上 げ、浮き l州政化後にそ

の 表 聞 の レ ベ ル で 切 り と る 。

(3)  浮 き ば 施 工 前 に 緩 衝 層 を 立 ち 上 が り 部

分 も 含 め てー 府以上のアスフアルトノレーフ

イ ン グ ま た は ポ リエ チ レ ン フ ィ ル ム 0 . 2mm

厚 で お お い 、 継 ぎ 目 は 互 い に 8 cm以 上 市 絞

させる 。 緩 衝 材 に I! J J 水紙がは って あ る 場 令

もこの| りJ 水 被 認 は 必 要 で あ る 。

(4 )  浮きば施工前に緩衝材と| 坊水被縦に nJI

が な い か ど う か を 調 べ 、 施 工 中 も似つけな

い よ う に 注 意 す る 。浮き lよ用のモルタル( コ

ンク リー ト ) を 辺H般 す る と き は 厚中反等を w:

き 、 知J!J lの: i l l い祈重が緩衝! 宵にかからない

よ う に 注 立 す る 。 浮 き は の 上 は 十 分 乾 燥 す

る ま で 歩 か な い 。

(5)  浮 き ば は 、 一 様 な 密 度 、 厚 さ て ¥ 適 当

な r#l げ 強 度 、 圧 縮 強 度 を も ち 、 膨 服 、 収 納

係 数 も 小 さ い こ と が 必 要 で あ る 。 そ の た め

には ＱＱ Ｇｾ Ｇ ｾ 、 結合 材、 ｩｬｴ 千干上ヒの選択に十分注

意し、主主生にも注芯、が必要である 。

(6)  セ メ ン ト モ ル タ ル の 浮 き lぷ は 一 辺 の 長

さを 6 m以 下 、 而 械 を 2 0 m' 以下とすべきで、

3 0 m' をこえてはならなし、 。 そ れ 以 上 の 広 い

は ま た は 室 I隔 が 急 に 広 が る よ う な 部 分 に は

1.1也を ↑乍って t誌を -t;J J る。

(7)  セ メ ン ト 浮 き lょ の 骨 材 の 粒}"J[ は 7 mm以

下とするが、 3 mm 以 下 の 成 分 が 豆 日 比 で 70

% を こ え な い よ う に す る 。 ま た 、 松g工0. 02

mm 以下の泥分は重量比て、 3 % 以 下 と す る 。

(8)  セ メ ン ト 浮 き I，j，; の最 小厚 さ は 、 絶 紋IO

に200kg/ m' の 負 桁 を か け た 状 態 の 圧 縮 訟 が

12mm以 下 の 場 合 は 40mm厚 以 上 、 圧 縮 t1が 12

mm 以 上 の 場 合 は 45mm厚 以 上 と す る 。 こ の 浮

き は の 最 小J亨 は 絶 対 に 確 保 し な け れ ば な ら
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ない 。また、セメント浮きはの 4 迎 圧 縮 強 度

は225kg霊 / cm' 以上、 1111 げ 強 度 は 40kg丞 / cm'

以 上 と す る 。

な お 別 に 、 浮 き は 朋 の 繊 維 質 絶 縁 材 料 に

つ い て の D I N 規 絡 が あ り 、 そ こ で は 、 絞

術 材 の動的ヤング王仁を 9 kg  1fi / cm' 以 下 と す

る こ と を 規 定 し て い る 。

フ ラ ン ス に も 同 じ よ う な 浮 き は の l必ユこに

ｼ 却する仕械、 ［ｬ ｾ があり、浮き ｬ ょの地工法が詳

細 に 述 べ ら れ て い る が 、 そ の 一 宮11 を舎くと

(1)  緩 衝 材 を 隊 問 が な い よ う に 敷 き つ め た

後、周壁ｾに ｬ 陥 Ｑ Ｐ Ｍ Ｑ Ｕ｣ ｭ の刊Ｚ材を立ち上げ

る 。 ロ ール状の絞 ｈｩｩ 材を水平 ｉ ｉ￱から ￆ ｾ 直而

に j生統して折 1) Iltl げ る 場 介 は 、 ハ ン ド ナ イ

フ で 切 り 込 み 、 そ の 背 後 の 附 角 書11にさをF僚が

で き な い よ う に す る 。( 図 ー 1 )  

図 一 1 緩 衝材 の 敷 き 方

(2)  コンクリ ー ト浮きばの厚さは 40mm以 上

とし、ひぴ' ，I}lJ れを| 坊ぐため補強ラス ( φ>1. 8

mm)  を汗ーさ lょの 中 心 lこリI}j( < 。

(3) 収 納 と 変 形 を tfllinl J するため、浮き lぷコ

ン ク リ ー ト のfi 村 の 料J立は、芥f l ' lの 50% を

6. 3 - 10mmのものとし、7 ) < . セメント比は 0. 6

以 下 て liU ! ねりの十分均質なコンクリ ト

とする 。 また、日射、i J 1 i 風など早急な乾燥は

一 切 さ け る 。 大 き な l市川の浮きはは 7 m ご

とに深さ 2 cmの榔をつくりイ"，紛 白 地 と す る 。

(4)  浮き川、の表 I( II仕 上 げは出と l白: 媛 、 按 し

ないようにする 。 lti ，¥木もは仕上げ聞と接し

て は な ら な い 。 木 製 lti ，¥木は 0. 5mmの ク サ ピ

を ｉ ，ｪ，［ 仕上げ ｬ 而に配 ｩｅ して、中 ｉｊｾ 木固定後に撤

去 す る 。 タ イ ルミ平 の 幅 木 は 柔 軟 な 化 学 的 に

じ1"性のイ" ，釘'(1 目地によ って 友 1m仕 上 げ 材 と 縁

を切る 。

2.浮き床の推奨断面

わ が 国 の 集 合 住 宅 の l木村』逃にも浮きは工

法が笑| 祭に i盗 用 さ れ つ つ あ る が 、 筆 者 の こ

れまでの尖! 験結決からは、つぎのような工

法 が 推 奨 で き る 。

(  a  )  コン クリート 浮 き床

(1)  ス ラ ブ 上 に 密 度 125kg/ m
3

、25mm厚のロ

y クウール、または、街} " J [ 96kgm
3

、25mm}平

め グ ラ ス ウ ー ルを| 滋! l r J のないように敷きつ

め、周 ｐｚ に Ｇｾｗ［ｉ 止の ＱＰ ｭｭ 厚位 ｽＢｊ｛ の同じ緩衝材

を立ち上げる 。

(2)  ポ リ エ チ レ ン フ ィ ル ム 0 . 2mm厚をロ y

クウールまたはグラスウールの 」 こに ｾｊ ｪＨき、

立 ち 上 が り 部 分 の 段iUl J ま で 包 み 込 ん で 完 全

に防水する 。

(3)  浮き川、のひびわれ防止のため CQ.1j 1ラス

綱で補強し、浮き ｉｾ 、の Ｑ 区 ｉｈｊ が Ｓ Ｐｭ Ｇ 以上に

な る 場 合 は 白 地 を 切 る

(4)  浮き Iょのコンクリートは、 50ー70mm位

度 の 厚 さ と し 、 骨 材 の 粒J夏は 10mm以 下 て ¥

で き る だ け 硬 ね り に し た 方 が よ い 。 な お1111

げ お よ び 圧 縮 強 度 は 十 分 出 る よ う に し な け

れ( ; f " ならない 。

(5)  段 仕 上 げ 材 ま た は 幅 木 と 浮 き jぷ表面の

仕上げ ｾＧＱ との接的こは、発泡ゴム系 、 発 ｊ 包

ウ レ タ ン 系 な ど の 緩 衝 用 目 地 を 用 い て 音 響

的 に 絶 紋 さ せ る 。

こ の よ う な 浮 き ば ( 図 - 2 ) では、 J 1  S  

A  1418の測定法に法づく l判長I殺 計 レ ベ ル が

40- 45 dB( A) となり 、タタミバ ( 46dB( A)位} J t )  

以上のＧドＱＺＱｩｾをうることができる 。

表面仕上げ材

ニード J ド ぐンチなど

補強ラ ス

コ フ リ ー ト浮き床
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図 - 2 コ ンクリー卜 浮 き床

(  b  ) 木 造 浮 き床

(1)  ス ラ ブ 仁 に コ ン ク リ ー ト 浮 き ば の 場 合

と同じ後』度 、j亨さをもっロ ンクウールまた

は グ ラ ス ウ ー ル を 敷 き つ め る 。

(2)  緩 術 村 の 上 に 105 X  45.f :F.}交 の 寸 法 の 木

造似太を平にして、 450mmlJ 司隔に設世する 。

こ の と き 各 線 太 の 下 に は 負 荷 を 分 散 さ せ る

た め 200mm闘の令板げたを取りイーl ける 。

(3)  24mm}'/ 以 上 の 合 板 な ど の ボ ー ド Jぷを似

太 上 に 也 抜 は る 。

(4 )  ｊｩＧｩ ｊ ｾＮＡＺ に沿 っ て緩衝材を立ち上げ、仕上

げ lぷ や 似 太 と 墜 と の 紘 を 切 り 、 さ ら に lt高木

苦手と lぷ仕上げ材とは緩衝用白地を月一J. 、て絶

紋する 。

(5)  古11屈 の 4 附のみは、沈下を| 幼ぐため'飲質

セ ン イ 板 な ど を 緩 衝 材 と し て 用 い て も よ い 。

こ の よ う な 浮 き ば ( 図 ー 3 ) では、 J l S

A 1418の iJIIJ 定 法 に 法 つr< Iふ: 術盤作レベルが約

50 dB仇) となり、普通の木造恨太 lポ70dB( A )  

に く ら べ て l利向型産音遮断力は大幅に改也さ

れる 。 合 似 の 上 に 柔 軟 な 表 面 仕 上 げ 材 を 用

いればなお良し、 。

コンクリートスラプ

45 

〆 5. 5合 板

25ロックウール

またはグラスウール

ロックウール125同1m' )

または f25m厚

グラスウール ＹＶｫｾ Ｏ ｭＧ }  ー」

木 造浮 き床図 - 3

( きむ ら しょ う 日本大学理工学部教授 工博)
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防火構造について

防 火 構 造 と は 、 木 造 建 築 物 が 、 隣 接 家 屋 の 火 災 に よ り 、 延 焼 ま た

は 類 焼 す る の を 防止 す る た め の椛 巡 で あ る 。 一 般 的 な 構 造 は 、 建 築

基 準 法 第 2 条 第 8 号 お よ び 建 築 基 準 法 施 行 令 第 10 8 条に 示 さ れ て い

る。 以 下 に 条 文 を 抜 撃 す る 。

(1) 建 築 基 準 法 第 2 条 第 8 号

防 火 構 造 欽 網 モ ル タ ル 主 主 、 し っ く い 栓 等 の 憐 造 で 政 令 で 定 め る

防 火 性 能 を 有 す る も の を い う 。

(2 )  建 築 基 準 法 施 行 令 第 108 条

防 火 構 造 : 法 第 2 条 第 8 号 に 規 定 す る | 功火椛造は、次の各号に 掲

げるも の と す る。

r. I'J 柱 及 び 下 地 を 不 燃 材 料 で 造 っ た 壁 又 は 校 太 及 び 下 地 を 不 燃 材

料 で 造 っ た 床 に あ っ て は 、主主;の イ か ら ハ ま で の ー に 該 当 す る も の 。

イ. 欽 綱 モ ル タ ル 塗 で 塗 厚 さ が 1. 5 c mj..) J 二のもの。

ロ. 木 毛 セ メ ン ト 板 又 は 石 こ う ボ ー ド 張 の 上 に 厚 さ 1 c mJ;.J J ニモルタ

ル 文 は し っ く い を 塗 っ た も の 。

ハ . 木 毛 セ メ ン ト 板 の 上 に モ ル タ ル 又 は し っ く い を 塗 り 、 そ の 上 に

金 属 板 を 減 っ た も の 。

2. 問1柱 若 し くは下地 を 不 燃 材 料 以 外の 材 料 で 造 っ た 壁 、 線 太若 し

くは下地 を 不 燃 材 料 以 外 の 材 料 で 造 っ た 床 又 は 軒 裏 に あ っては、

次 の イ か ら ヌ ま で の ー に 該 当 す る も の 。

イ . 鉄鋼モルタル主主又は木ずりしっくい主主でい塗 j写 さ が 2 c m J;.J J ニのも

σ〉。

ロ. 木 毛 セ メ ン ト 板 張 又 は 石 こ う ボ ー ド 張 の 上 に 厚 さ 1. 5  c m 以 上 の

モ ル タ ル 又 は し っ く い を 塗 っ た も の。

ハ . モ ル タ ル 塗 の 上 に タ イ ル を 張 っ た も の で そ の 厚 さ の 合 計 が 2 . 5

c m 以 上 の も の。

ニ . セ メ ン ト 板 張 又 は 瓦 張 の 上 に モ ル タ ル を 塗 っ た も の で そ の ! 写 さ

の 合 計 が 2 . 5 c m 以 上 の も の。

ホ . 土 蔵 造。

へ . 二仁主主n 壁 造 で 装 返 塗 り を し た も の。

ト. 厚 さ が 1. 2  c m 以 上の 石 こ う ボ ー ド 張 の 上 に 亜 鉛 鉄 板 又 は 石 綿 ス

レートを日長ったもの。

チ . 厚 さ が 2 . 5 c m以 上 の 岩 紛 保 温 板 娠 の 上 に 亜 鉛 鉄 板 又 は 石 綿 ス レ

ー ト を 張 ったもの。

リ. 厚 さ が 2. 5 c m 以 上 の 木 毛 セ メ ン 卜板娠の 上 に 厚 さ 0 . 6 c m 以 上の

石 綿 ス レ ー ト を 張 っ た も の。

ヌ. 石 綿 ス レ ー ト 又 は 石 綿 パ ー ラ イ ト 板 を 2 枚 以 上 張 っ た も の で 、

そ の 厚 さ の 合 計 が 1. 5  cm 以 上のもの。

3 . 昼 根 に あ っ て は ， 次 の イ か ら ハ ま で の ー に 該 当 す る も の 。 た だ

し 、 イ 及 び ロ に 掲 げ る も の に あ って は、野地中反及びたるきが不燃

材 料 若 し く は 準 不 燃 材 料 で 造 ら れ て い る ; 場 合 又 は 軒 裂 が 前 号 イ か

ら ヌ ま で の ー に 該 当 す る 場 合 に l浪り、ノ、に掲げるものにあっては、

金 属 板 に 接 す る た る さ ( た る さ が な い 場 合 に お い て は 、 も や ) が

不 燃 材 料 で 造 ら れ て い る 場 合 に 限 る 。

イ. 瓦 又 は 石 綿 ス レ ー ト で ふ い た も の 。

ロ. 木 毛 セ メ ン ト 板 の 上 に 金 属 板 を ふ い た も の 。

ハ . 金 属 板 でふいたもの。

4. 前 各 号 に 掲 げ る も の を 除 く ほ か 建 設 大 臣 が 消 防 庁 長 官 の 意 見 を

聞 い て こ れ ら と 同 等 以 上 の 防 火 性 能 を 有 す る と 認 め て 指 定 す る も の 。

上 記 条 文 中 、 第 4 項 に 「 建 設 大 臣 が 指 定 す る も のu と あ り 、 第 1

2 、 3 項 に 示 さ れ る 構 造 以 外 の 梢 造 を Il; IJ 火 構 造 と し て 施 工 す る 場 合

は 、 建 設 大 臣 の 指 定 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 た と え ば つ ぎ の 椛 造

な ど は 、 す で に 指 定 を 受 け た ItIJ 火梢造である。

本試験所 ⑤ 565 吹田市腹自台 5 丁目 125 電話/ ・大阪 ( 06) 872 - 0391 代表

大淀分室 ⑤ 531 大阪市大淀区長柄西通 2 丁目 35 電話 / 大阪 ( 06)  351 ー 7217

品 目 名 石 綿 け い 酸 カ ル シ ウ ム 板 ( 2 0mm) 張 り 不 燃 下地

! 坊火WI 造 ( 1 2 0 mm) 外 勝

認 定番 号 ItIJ 火; : p; 15 2 号

商 品 名 作 略 申 請 者 名 省 略

認 定 年 月 日 昭 和4 9年 5 月 7 日

綴りボルト M10 

J 、イテンンヨンボルト M 12 

E ー 100 胴 差 [ - 200X 50X 3.2  

X 50X 2.3 

無機接着剤

? ッピンねじ 5 φ - 47

c - 100X 50X 2.3  

t  - 100X 50X 2.3  

R - 190X 92 X 6  

床 板 C - 200X 100

X 25X 3.2(4.5)  

石綿昆レ ート F 4  

石綿けい酸カルシウム緩② QO

c - 100X 50X 2.3  

B a. - 220X  120X  9  

7 ッピングビス 5 φ- 47

アンカーボルト M- 24 o  

水切ステンレス¢泊 3

基礎

モルタ J レ金ゴテ押え一一ート

( '1<1占. . )

無機接着剤 「京言E 京 市 1
| 鉛直断面 図1

998一一一「

図 - 1

防 火 性 能 に つ い て

防 火 構 造 の 指 定 を 受 け る 場 合 に は 、 指 定 公 的 試 験 機 関 で 試 験 を 受

け な け れ ば な ら な い 。

その試験方法は、 J I S A 1 3 01
r
建 築 物 の 木 造 部 分 の 防 火 試 験 方 法」

または、 J I S A  1302 r建 築物 の 不 燃 椛 造 部 分 の l功 火 試 験 方 法」 に よ

る。 す な わ ち 標 準 加 熱 用 曲 線 を 防 火 用 2 級加熱( 加熱H寺問 3 0分、最高

itlltJ交8 4 0・C ( 図 - 2 ) 参照) として、つぎの条件にi盛合することが要求される。
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図 - 2 標準防火加熱幽線

〔木 造 部 分 の場 合 〕

(1)  防 火 上 有害 と 認 め ら れ る 変 形 、 破 境 、脱 落 な ど の 変 化 を 生 じ な

し、こと 。

(l日日U山M山…一一だ札川一し凶川勾脚脚刷…部郁附馴附{町的川叫r内ω叫j此峨な叫爆 釘仰… … … … 或却州附伽j附蜘肌… 百脚例仰仇の州川似{は似立以〈

世燥時裂、きれつ、はく離、脱税などを生じてむ、喪 l師側材料または芯材が. ニ il 句} ニ滋 |

当しむいむのは介 絡 とする。 ｾＩ￮ 火ヒイ￯］［Ａ［Ｎと認めるか否かの判定は、定性的には不可能 ｼ

であリ、観察によるはかはなら' . /  

(2) 裏 面 に お い て 発 炎 が な い こ と 。

(11:757e生 ず る と こ 川 附 火 炎 刊 と な り 防 火 上 好 ま し く 山 で 不 )

住 築 と 社 会/ 1975年 1011 号 67 
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(3)  試 験 終7 後 30秒 以 上 の 残 炎 が な く 、 か つ 5 分 以 上 火 気 が 残 存 し

なし、こと 。

(4 )  袈 商 品 度 が2 6 0 ・C を 越 え な い こ と 。 た だ し 装 着 金 物 な ど の 桜 触

に よ る 局 部 的 な 木 村 部 分 に つ い て は 、 笑 際 の?渚首火カがずなけれ lぱZ よし、、
?  

( 州M 州州7免E仰 品 山u山l皮ω山主川山はω 2泌60 'C とさ引制i札L山 州州肌山i尚ω品ω…ω

や l内付4袋主材. Ｎｾ京正以共ｾ ｾなよとど ， に ｊ消 ｦ 火し‘ 火災がJ拡ι 大する危険がある . /  

(5)  木 毛 セ メ ン ト 板 や 石 こ う ボ ー ドな ど で は 、 菱 商 に達 す る うむ火 が

なし、こと 。

〔不燃下 地 の場合〕

( 1)、(2)は 木 造 下 地 の 場 合 に 同 じ 。

(3)  試 験 終 了 後30秒 以 上 の 残 炎 が な く 、 か つ 1 分 以 上 火 気 が 残 存 し

なし、こと 。

(4)  ｾ面材料および 柿 造材料についてはつぎの条件に週合すること 。

(a)  - : . 昼前溢j支および木材音11分 の 溢13{ が260・C を越えないこと 。 た

だし袋活用の局苦11的 な 補 助 木 材 は 、 実 際 の 活 火 が な け れ ば よ い 。

(b)  木 毛 セ メ ン ト 板 、 せ っ こ う ボ ー ドな ど で は 、 裏 面 に 遥 す る 活

火がないこと 。

(c )  裏 面 材 料 を 用 い な い 壁 の 装 面 温 度 は 、 350・C を越えないこと 。

(d)  鋼 材 部 分 の 温 度 は 、 主 構 造 材 に つ い て は 450・C 、 補 助 材 料 に

つ い て は 600・C 以 下 で あ る こ と 。

(e)  ア ル ミ ニ ウ ム お よ び そ の 合 金 部 分 の 極 度 は 、 主 椛 造 材 に つ い

ては 300・C 、宇m肋 材 料 に つ い て は 450・C を越えないこと。

(5)  袋一清材料については 、有 害 な 活 火 、 脱 落 な ど が な い こ と 。

こ の ほ か 、 規 定 の 衝 撃 試 験 に 合 格 す る こ と が 必 要 で あ る 。

本米| 坊火椛 迭 に は 、 屋 外 用 と 屋 内 用 の 二 種 類 が あ っ たが、現イEで

は 屋 外 防 火 に 主 眼 が お か れ て い る 。 し か し 屋 内|坊 火 も も ち ろ ん 重 要

であ り長 屋 や 共 同 住 宅 の 界墜 に は 、 防 火桃 造を使用することが、主l J ;

築 基 準 法 地 行 令 で 規 定 さ れ て い る 。 ま た 防 火構 造 に は 、 木 造 建 築 物

を 対 象 と し た も の ば か り で な く 、 経 起; 鉄骨 な ど の 不 燃 軸 組 の 簡 易 而.t

火 建 築 物 も 対 象 に し て お り 、 法 規 で は 下 地 と し て 不 燃 材 料 を 使 っ た

も の と そ れ 以 外 の も の ( 木 造 下 地 ) と に 分か れ て 規 定 さ れ て い る 。

最 近 、 | 坊 火 構 造 の 指 定 を 受 け た も の の う ち に 、 工 場 排 煙 お よ び 脱

硫 布 こ う を 原 料 と し て 特 殊 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム 板 を 使 っ た も の が あ る

が 、 こ れ は 防 火 性 能 お よ び 施 工 の 容 易 性 と い っ た 点 で 、 注 目 に 値 す

る も の と 思 わ れ る 。 現 在|坊 火 構 造 と し て 認 定 さ れ て い る も の は 、 複

合 材 料 に よ って 桃 成 さ れ た も の が 多 く 、 単一 材 料 に よ る 構 造 は あ ま

り見受けないが、炭問先7 グ ネ シ ウ ム 板 ( t  = 12. 5mm以 上 ) 等 は 、 単

アスフ アルト 7 : r. /レト 20k9 品 以 下 特 殊 炭 酸 マ グ ネ ン ウ ム 板

( タ ー ルフェルト) ...， r 一一一( 12 .5凹)

区主藍圏

匿 画

アスフアルト 7 エルト 20k9品 以 下

( 5 ' - / レフェルト)

胴 縁 ( 15 X 40)

(455 ピッチ)

特 殊 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム 板

( 12.5""') 

胴 縁 ( 15 X 40)

(  455 ピッチ)

カラ ー釘 φ 2.0 X  32 

水 切 り 金 具 ( 滞 色 亙 鉛

鉄 板0.35"'" 以上)

" 、 一 土 台

匝宣亙圏

図 - 3 摘造脱日月図

6 8  

板そのもので防火性能があり、工業 ｦｩｾ 楽物の再利用とい っ た点でも

有 用 である。

以 下 に 、 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム 板 を 用 い た 防 火 構 造 の一 例 を 示 す 。

a. 品 目 名 特 殊 炭 般 マ グ ネ シ ウ ム 板 ( 12 . 5mm) 帰り

木 造 下 地 防 火椛 造 ( l 2 . 5mm) ( 外 l: ，t )

b. 認 定番 号 防火器H4 9 号

c  . 認 定 年 月 日 昭 和49年 4 月 2 5 日

d .  f ! 百品名 作 時 e  . 申 税 者 名 符 時

f  . 防 火 性 能 の 区 分 木造下地防火ＮｴＮ ｹｾ 造

g. 試 験 機 関 名 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

ｨＮ 村ｾ ｾ j _ 主説明図 ( 図 - 3 参 W¥)

' . 材 料 等 説 明

(1)  特 殊 炭 鮫 マ グ ネ シ ウ ム 板 ( 不 燃 )

( イ) 形 1人 ド 治 相l弘; リ

( ロ ) 厚 み ( mm) 12 .5 ( +  1 、 一 o )  

かす J 、: きさ ('11 X  L止さ mm) 455 X 2. 430. 2. 730  3. 030 . 3. 640 土 05

同 問 比 前 0 .73 土 0 .03

同 m !止 ( kg / m') 9  

N  f￥ 水 準( %) 5 土 2

( ト) 刊 能 1111 げ 強 IIl: ( kg / cm' ) 120 以 上

仔J *Jl 

峨 水 f主的 1111 げ 強 IIl: ( kg / 附 ) 100以 上

倫 蚊 強 IIl: ，( kg / 師 ) 1. 8  

q且 ' " ド ( % ) 30 .0  

r，)( I呆 般 マ グ ネ シ ウ ム ( % )

本 的 i ヒ マ グ ネ ノ ウ ム (0-0 )

ア ス ベ ス ト 融 制 作 。 )

ル プ ( %1

74 .0  

6 .0  

15 .0  

5. 0 

{リ} 相l 弘; 部桃下. _ " ，. - / レ剤段級 ソ ー ダ

モ ル 比 ( S ;o，1 N. . O )  

不 州 党 分 ( %)

3 . 2  

62 .0  

f>l.' IIJ :，(  ( g  1 m') 50 . 0  ( 1川形ぅ} 3Ig /m' )  

(;1) J < I(，i  11 ｩｉ ＧＮ 剤ウレタノ ｴ ， ｈｦｲＢＧ ， ｉｉ ， ｉ Ｚ ｾＧＱ

不 州 { 党 分 ( %) 38 .0  

f>l.' 111 :;U  g  / m') 75 .O(  l，o.jff>タ} 28. 5g/m' )

(2) 納 品 且 材 料

間 柱 断 面4 5 mmX 6 0 mm以 上 の 木 村

胴 紋 断 面 1 5 mmX  4 0 mm以 上の 木村

(3) 高IJ 材 料

釘 ( 1坊主古処理、亜鉛メッキ)

材 質 鋳 鉄

事r ｾ Ｎ頁 Ｈ ｭｭ Ｉ 5  

釘 径 ( mm) 2  

釘 長 さ (mm)  32 

j) J ピッチ ( mm) 4 5 5  

J  . 試 験 結 果

ア ス フ ア J レトフェルト( タ- ) レフェルト )

ア 別
ｪ｢ｦｩｬ 拘幽組を ｉｾＮ 料とし てす いた ｉ 恥紙 ιＮ スト

ス 法
レートアスヲアルトを M浅 さ せ ι むので. ｾｽｪ＠

ワ 川 水刷同制 ＧＩｾｨ せＱｉｬＮ ｗ Ｎ ｉｊＡ まと申ド引の防 ｪｾ

ア，主
に川、、ら/ ，る .

J レ

ト 胤
if( :，i. (kg)  f  法 u' uft' Hrn' ) 4晶

'J:! 

ヴ

s. 

J. 
2 0  n  f  1  m X 42 m 42  12.8)-1' -!!l 

ト 栴

加 熱試験のキ古来 を 図 ー 4 に dミす 。 この結来ーによれば、一般音11の 長

ｉｦ￯ｗｾｊ ゑ松高値が ＲＲＰ ・ ｃ ( 2 5分 ) で 木 村 の 発 火 危 険 地1.u: 260・C を下ま

わ っ て い る 。 発 炎 、 残 炎 も な く 、 加 熱 後 の 試 験 体 状 況 も 良 好 で あ っ た 。

300 

2 260 

( ' C)  

200 

100 ・ー

- - 0一 一般部裏面温度

一・一 目地部間柱温度

裏面温度量高限界値( 260'C )  

( 220・C)

10 15 20 25 30 

加期時間{ 骨)

図 - 4 拭 験 結 果

前 記 の 建 築 基 準 法 箱 行 令 第 108 粂に去Q . 定されている防火梢造は、

複 合 材 料 に よ る 鱗 造 が ほ と ん ど で あ る 。 経済 性 や 施 工 性 か ら み れ ば 、

li1ー パ ネ ル ま た は 単 一 材 に よ っ て 、 | 坊火性能を持たせることができ

れ ば 、 そ の 方 が 望 ま し い 。 現 在 建 材 分 野 て"は 新 製 品 の 開 発 が 践 ん で

あ る が 、 単 一 材 料 に よ る 防 火 梢 造 の 開 発 は 、 解 決 す べ き 大 き な 課 題

であると思われる。 (j . t 火 . ｾＩｪ 火倒 ｩ 副長係民 坂啓智 ｽ

参 考 文 献 「布 膏 ボー ド の 正 し い f>l . ' ぃ}J J 日本イ，' ，高ボード工業組合制

r 耐 火 . ｾＩｪ 火 ｴ 構造便覧 ｊ ( 財 ) 日 本 住 築 セ ン タ ー 悩



日本建築協会

月間の動き

昭和50年 8 月分

編 集 委 員
. 6.  

";ZJ ;  

委 員 会

4 日 4 時 - 61時 於会館集会室

出 席 者 松 村 委 員 長 ほ か 4 ず

殺 事 (1) 8 月号= 生活排水処理施設のあ り方特

集経過報告

(2)  9 月号= 人間m境として のターミナ ル

特集報告

(3)10月号= 騒音対策と防背材料特集報告

(4)11 月号= 第 22回i1f年技術者特集報告

(5)12月号= 集合住宅の設備特集第 2 回編

集幹事会報告

(6)  1 月号= これからのデザイ ンの方 向

( 仮称) 特集について

(7) 2 月号= 建築基従構造特集 の ('1

(8) 3 月号= 医療施設 ( 仮称 ) 特集 の件

(9)第 4 回作品作風小委員会報告

(10)f . Y i 造分科会報告

(11)第 4 回広告企画小委員会報告

9 月号 「ターミナル特集」編集打合せ

8 日 3 時 - 7 時 於会館集会室

出 席 者 片 iTT委只、稲垣委只

殺 事 原 稿 作 成

投稿欄小委員会

11 日 4 時 - 6 時 於会館 3 階会議室

出席者鈴木目I j 委貝長ほか 3 名

殺事 (1) 9 月号、私のすきな空間，j " の制. m

(2)11 月号読者の頁の企画

広告企画小委員会

13 日 4 時- 6 時 於会館集会室

出 席 者 松 村 委 只 長 ほ か 5 名

議事 (1) 8 、 9 、10月号の経過 ・結来報告

(2)11 月号、 12月号広告企闘の件

1 月号「これからのデザインの方向 J ( 仮称)

特集編集幹事会

27 日 4 時 - 7 時半 於会館集会室

出席者 紙野、 1可主量、太田特別幹事ほか 5 名

議事 「これからのデザインの方向」編集企画

一

会
A

一

一

口貝

一

一

委

一

一

業

一

一

事

一

広報小委員会 P R分科会

5 日 6 時 - 8 時 於会館 3 階会議室

出 席 者 森 主 査 ほ か 2 名

議 事 (1)第 3 回展示写真 「中之島セ ンタービル」

の企画について

(2)第 4 回以降の展示企画について

若い会員の集 い小委員会教育環境分科会

21 日 6 時 - 10時 於会館集会室

出 席 者 赤 木 、 印 藤 、 関 根 各 委 員

議 事 「教育環境」の企画全般について

若い会員の集 い第 6 回・建築家のための「み

どり」学習会 (4)企画分科会

28 日 6 時 - 11 11寺 於会館 3 階会議室

出 席 者 大 附 主 査 ほ か 3 名

議 事 担H 回 ・建築家のための「みどり」学習

会 (4)の企画について

一

会
A

一

一

回貝

一

一

委

一

-

'

h

a

-

-

一

-

一

、
ン

一

一

タ

一

一

一

一

一

}
ア

一

一

築

一

一

建

一

A グル ープ打合会

7 日 正午 - 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者 l ' ! ; 塚別委只長ほか 2 名

議 事 ｎ ｯＮ ＵＲ 号 Ｈ Ｕ Ｑ 年 Ｒｮ ｾ 行Ｉの企 画について

委 員 会

12 日 5 時50分 - 7 時30分 於会館集会室

出席者 小西、岩本正副委員長ほか 11 名

議 事 第12回よろず相談住宅展の{ 牛

建築工事実務講習会第 2 因企画打合会

28 日 5 時 半 - 8 11寺 於会館 3 階会議室

出席者 佐々木別委只長、藤野幹事ほか l 名

議事 本年度建築工事実務講習会企画について

ｾ＠
. . . .  色

→ー

矢崎実験ソ ーラハウス 1号 ( 太陽熱利用 冷暖

房システム ) の見学会

30 日 2 時 - 4 時

参加者 23 1'， 

講師 公的総業妹式会社大阪止: 社

住宅機総書¥Ｒ 部 ｌｾ 大石尚喜 ｊ 氏

l建 築 6 団 体 会 長 午 さ ん 会 1

6 日 11- 141時 於大阪ガスビル食堂

出席者 ゲスト 兵庫県北畠建築部長、

兵庫県上的参事、塚本会長ほか 17名

当日は北品部長より IF HP ( 住 宅 ・都市及び地

域計画国際述合) の悶際会議開催の説明並びに

事前セミナーJ)，Hmについて協力要務があ った。

運営委員会

4  El 正午 - 1時20分 於会館集会室

出 席 者 塚 本 代 表 、 海 上 委 員 長 ほ か 6 名

議事 (1) 9 月以降の講師について

(2)講師の謝礼について

朝 食 会

12 日 8 11寺- 9 時 半 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

出席者 86名

当日はエベレスト日本女子登 山隊長久野英子氏

より 「エベレスト登頂を終えて」をテーマにお

話を伺った 。

1 8 月 の 入 会 者 (山 )

〔団体会員 1 社〕

( 11) 河内 i立I胡 ランドプラン 大阪支出

〔個人会只 17名〕

安 藤 裕 章 行 井 裕τl' 石 ｬ 則 ｾｉｉ 夫

寸問 (:1fT 県j it!! Kt 問 金裕

;ii: ￟ｾ ニ 日絵 付i 谷間 Ii :司

中断3 干IJifi 古色丸 弘較 矧 l己 敏 夫

側 ｾ＠ 町四 哲 林 。唱がf

〉と作 iX 山間 t' .v. 百l

‘ 排煙設備技術基準講習会の案内

標 記 議 習 会 が 、 主 催 : 日本建築設やiHi 安全

セ ン タ ー ・日 本 科 学 防 火 協 会 、 後 援 : 大|坂

建 築 防 災 セ ン タ ー ほ か 、 協 賛 : 日 本 建 築 協

会 ほ か で 下 記 日 H寺に 開 催 さ れ ま す。 東京、

大 阪 で 開 催 さ れ ま す が 大 阪 会 坊 の 日 経 は 下

記 の と お り で す。

・大 阪 地 区 日 時 11 月 7 日午前 9 11寺

一 午 後 6 11寺

場 所 中小 企 業 文 化 会 館

( 天王寺区上汐l町 5 )  

受 講 料 6，000円

( 会員 i' iIl引 5，000円)

申込先 大 阪 市 東 区 博 労町

2  - 41 中 博 ピ ル

大阪建築防災センター

(屯 06 - 261 - 0212)  

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
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新 工 法 /

プ レ ノ テ ク 卜 吹 付 工 法

奥山化工業株式曾紅

内 装 不 燃 材

宮 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  (英和ビ ル)

電 話 料I戸( 331) 0881- 3  

支 底 大阪市北区絹笠町50{ 堂ピル 5 階 502号室)

電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市立合区八幡通 ] ー 5 ( 電話221 2923)  

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

前回 ｾｉｩＮ 一間ｾ帯

本 社

大 阪 出 1fi 所

名古屋出張所

ヰu見出 4長F斤

ミ) 苧 ヲ q イト

東京都中央区銀座 8 - 4 - 1 1 ;tI話 03(571  )2703- 4.2370.4064・0264

大阪市都島区郡山寸1辿 1) 2  -3- 1  1rt 話 06(921) 2 4 9 7  ' (922) 7 2 8 0  

名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  ｾ屯話 ＰＵＲ Ｈ Ｘ ＱＱ Ｉ Ｓ 6  6  0 田 3 1  0  4  

札 帆 市 中 央 区 北三 粂来四丁目 泣訴 011(231) 7 5  1  1  

豊 か な 経 験

設 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市東 区 |局管町 1- 12 日生ビル 宮 ( 943 ) 6571代 表

東 京 ・航 浜 ・煤 岡 ・郡山 ・水戸 ・浜 松 ・岡崎 ・名 古 屋 -市山 ・大 津- 京都・場l ・神 戸 ・広 出 ・福 岡 他全 国 主 要都 市



電 気 設備 の 頁

⑤ 

P 自 信署員 .f:::= .LI.I・ ---..h. 

l窃 竜 丸 保 氏

代表月紛糾宝 山 本 ↑奪 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 助 3 - 3  .<<11 目 ピ ル

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 )

di _ t _ T h 水田T 3 - 3 4 - 6

T E し 大 阪06 ( 3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

.rj( I' HS rli イ， J正 区 西 京 極 高 野 町 2 1  

T E  L  J; ミ有11 075 ( 3  1  1 )  1  1  8  5  ( イ1: )

州 問 rfi 中 央 区 議 院 1 - 1 4 - 8

T  E  L  '11;¥1面1 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

社
ふ

一

品

設 計 施 工電 気 設 備

朝

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

6注

日ll次

本

事ヰ土営機所

京 都営 難 所

社

英

( 来 阪 急 ビ ル )

1  ( 大 代 )

4 阪南 ・神戸 ・広 };1) ・} L州

A

Q

一

A
式

番 地

株

原

6  

業

莱

工

取締役社長

大 阪 市 北 区 高 座 111]一

屯 話 大 阪 ( 3 13 )

支 庖 東京 - 名古出 . t!f{((¥ .  

原栗

。

福 岡 出 張 所

電 気 設備 工 事 設 計 施 工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

取締役支社長 姉 川 正 男

大 阪 市 京 区 同 開 僑 li 丁 11て八 岳地 ｾｴｌ話大阪 Ｈ ＲＰＲ Ｉ Ｐ Ｓ Ｒ Ｕ Ｍ 9 格

本 利点，; ( r. 11 千代 III 区内科! 旺1 1  T  fl 4 併 I也 5 J，J

支 社 中L 帆 ・(111 fi . )L / 内 名 古 ) ; { ・t;，¥ 1，1il 

営業所 ・:_H引lffr 会 凶主要 都 市20ヶ所

電 気 工 事 設 計 施 工

血i

敏 夫

会 社社

代 表 取 締 役 林

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ピ J レ7 階)

屯 話 ( 361) 3  6  7  1  (代 )

東 京 郎 中 央 区 FI 本 航 箱 崎 町 3 丁目 2 帯 地

屯 話 ( 67 1) 1  4  7  8  (代 )

川 崎 ・机l 校 原 ・堺 ・首長i 山

一
一
一

株 式 会 社

庖

本

支

出 張 所

設 計 ・ 施 工

司'

気 株

電 気 工 事
工

会

A

一一一

時

式

[

一

株

帆

捌

機

嘉

F

電

出

暖

宝

脚

気電

ro 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 di b占 * 区 ，t 江 東 之 町 三 丁 目 ー J l

'i[L Ii，fj 大 阪 (931) 代 表 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市城点区針江* 之町 3 丁 目11 '，11，語大阪 (931)7004 

奈良県御所 rl i 御ドli 岨3 6  0  .; t L話御所 ( 2 ) 0  1  2  2  

校 Ji rl i 山之上岡田J 1 の 1 .; 11訴 枚 }j (43)8659・(44)9232

A

S

A

 

式本 電中

本

社

大 阪 市 北 区 紛 笠 町 5 0  ( 堂ピル 3 1;皆)

i l L話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新僑 2 - 1  6  ( ニュー新統ビル 7 附 )

包 括 (504 ) 0  2  3  1  

名 宵 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

ｾｬｊＺ話 Ｈ ＹＹ Ｑ Ｉ 5  1  3  1  (代 )

m・千 葉 ・ 宇 都 宮

社

庖

本

支

資 材 倉 庫

奈良営業所

枚方営業所

庖

熊 本神 戸営 業 所

各種電気工事設計施工・制御盤 製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 rli 阿 淀 川 区 打l 単 価T I T I I I I O 併 地

'，l.L. ，uf ; 大 阪 ( 472 ) 代 表 1 1  0  1  - 7  

点以t HS，'d，川区川 _/; . JJi [!] 6 丁 目 25悉 11号休日¥} ; ，'j ピ J レ)
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空 気 調 和 設 備

各種送風機 ・風力輸送装置

給 排 水 衛 生 設 備 設 計施工 設計製作

空調機器類・公害防止装置

各種 プラント設備

。株式盆社，，Ｚ，ｾｾ

本 社 大阪市住吉区万代東 6 丁目 3 T E L  ( 672) 1281(大 代)

営業所 東京・名古屋 ・京 都 ・広島 ・福 岡 工場 和 泉 ・名古屋

テレ ックス : 本 社 No. 562- 7688 和泉工場 No 538- 5898 

- 給 排水 衛生 ・;令 暖 房

・空 気 調和 設 備

. そのイ也管工 事 一 切の 設 計 ・施 工

( 旧斎藤久不事務所}

⑮ 斎 え 玉 業 株 式 会 社 大 阪 支 J主

大阪支 j苫 大 阪 市 北 区 常 安町 11 電 話 06- 443 - 5041 附

東京本社 東京都千代田区大手町会6- 2( 日本ビルデング)

電 話 0 3 - 2  7  0 ー 7 4  1  1附
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冷 暖 房

給 排 水 ・衛 生 水 道

電 気
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荷 役 運 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支庖長 藤 田 初 蔵

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2排 地 電 話 大 阪 ( 202) 代 表3071
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出 11* 所 横浜、高松、静岡、ｾ旺 ｉ 、岡山、金沢

72 

空 気 調和 設 備
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福岡市中央区大名 2 丁目 4 昏22号 屯 話092- 761- 3795

機浜筒井 ・ 京都 ・ 神 戸松江 ・ ｾ ｉｉｉ 純出 張 所
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ご1三同主
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- 恒 温 懐 湿 設 備 ・ 冷 凍 冷 蔵 設 備

・環 境 改 善 設 備 そ の 他上 記 に 附

電 気 等 一 切 の 工 事 の 段 計 ・ 施 工
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吊 東 京 ( 03)242- 5521(代 表)

古 屋 広 1:，' ， . 札 幌 1111

一 般 空 開 設 備

冷 却 乾 燥 設 備

寝耳主

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11 電 話 大 阪 (458) 3531番
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千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地
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湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 地 工

株式会社大阪支庖

町 3 0  1包 括 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

千 代 田 区 ) L ノ 内 3- 3- 1( 新東京ピノレ)

( 211 )  8  5  1  1  .  8  5  6  1  ( れこ)

市 新 伝 馬 町 6 0  

話 ( 21) 4  4  9  1  
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ご目 .  
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エ
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阪 市 北 区 日 田

本 社 東 京 .r.l 1

-;G:話 261 - 2436{{tl 

屯話 773- 1231附

神 戸 悩 問

大阪市南区 ｾｉｬｩ !誕百r 2  - 5  0  

点京郎大田区内馬込 1 - 2  - 1  

銀 l奄 ・ 浜 松 ・ 京 都

本 底

東京支底
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く m塑型里コ 親 切 其 心 で 御 用 さ せ て 1頁 き ま す

大 型 パッ ケー ジ、ヒータ 一等々

( 市価の半値以下町出物も少量あります )
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宵

代 表 御 用 役 宮 地 一 彦

大 阪 市 西 成 区 山 モ 3 - 16ー 7
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T E L ( 433)  8 0 7 1  
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堀 4 丁 目

京僑 2 丁目 9

稲 岡

大 阪 市 西 区 京 町

本 社

東 洋 烈 工
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東京都中央区
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冷 暖 房 ・ 温湿度調整・水 道
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計 並 施 行

管工業株式会社⑨ 日 本
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打 出 浜 13ー 15 電話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

町 2 - 1  1  1  包括 0592 ⑫ 3 6  1  0  

五¥.r. 11 

ｾｬｬ 訴 Ｈ ＶＸ

大 阪

pq 日

大 津 市

津 市 栄

ヰヰ坦京都支盾

大 阪 支 I吉

四 日 市 支 l吉

滋 賀 営 業 所

津 営 業 所
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奉 仕 感 謝 のl吉

⑩ ノｾ
外ラ 7 ・とr ム管

タ イ ル 工 事 施 工
ペン手1..-- 9ー・ミ) i Aーj レ

⑪: :  '1) 淳 窯 零 歳 庖
繰 式 会 結

本
社 大 阪 市 西 区 切 本 町 2 T 目98帯 地 ( 靭 本 町 バ ス 停 前 )

三 幸 商 曾
m話 大 阪 06( 532)代 0461 ｾ＠ 550  

姫 路 官 製 所 姫 路 市 北 条 口 1 2  6 '1昏I也( 住友生命保 険 ビ J レ7 F )  

電 話 姫 路 0792( 82)  0999 ⑮ 670 大阪市北区与力町一ノーO

電 話 大 阪 (358) 4  0  3  1  

/  
I' iiii=n=ー一二

建設省認定の防火材料

ソリジットスタイン 基材同等 o  0  0  3 号

エ パ ウ オ ー ル 基材同等 o0  0  3 号

I  Standard 
エ パ ー サ ン ド 基材同等 o0  0  4 号

Board &Sl ate 

社 大阪市東住吉区野j 川町 3 - 54 '，1!: ilfj (06)702- 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

フ タ パ 需 3阪

内外装ホーロー建材及スパンドレル( ヨドウオル・ヨドスパン)

屋 被 折 版 ( ヨドルーフ ) 販売及 責任施工

⑨ サ ク ラ 建 産 株 式 会 社

大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 2 丁目 1 7 番 4 号

電 話 大 阪 (922) 代表4421 - 3  

額 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支 庖

大 阪 市 東区 高 閥的 二 丁 目 九 野 村 ビ ル 五階

電 話 大 阪 ( 2 0 2 )  4 9 0 5  

。 N. G. C. 式

年中見ていただ、ける 皆様の見本室

タイル

常設展示場

74 

内外ｾ業株式会結
本 社 大 阪 市 東 住 吉 区 桑津町 3 丁目 16番地 電 話 ( 714) 0281( 代)

工 場 大 阪 市 東 住 吉 区 桑津 町 3 丁目 16番地

AM.  10. OO- P  .M.  5. 00 

日曜 ・祝日は休館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館 2 F

T E L  ( 06 ) 364 - 2059 

|実|

梅田新道 O  南森町

r 1 



l 装飾天井くクロYパみiIEJ 式
フロッJ ¥ーは光と影を疋くみに合成し疋光天井の一種で、色々の墓本パターンを

持5 、その建物や使用用途によって幾通りもの組合せが可能です。その柔和な光

と影は現代感覚にマッチし疋最高の人工空間を創ります。( P A 丁、 6 件)

干 530 電 話( 06) 312- 4131( 代〉

干 104 電 話( 03) 5 6 3 - 3 3 51( 代〉

〒 812 旬 話( 092) 291 - 0459( 代〉

〒 733 電 話( 052) 522- 5436( 代〉

干 733 電 話( 0822) 91 - 1  533( 代〉

干983 旬 話( 0222) 52 - 2 6 3 1  ( 代〉

大 阪 市 北 区 伊 望 号 周 辺 番 地

都 中 央 区 銀 座 オ 丁 目27番 9 号

福岡市| 尊多区住吉 2 J " 目 16番 27雪

名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 J " E3 1 番 6 号

広 島 市 舟 入 本 町 19 童書 13 雪

仙 台 市 燕 沢 字 西 山 5 の 18

奥村重兵衛株式会社 日
屋

島

台

古名

広

仙

庖商衛兵重

A

d

，

 

奥+
a

晶

令

守会式ゐ
*

ゐ

守名+
4

 

‘f

 

口一円

豊 か な 生 活 環 境 を お 届 け し ま す

I na 

伊 奈 ヨ ザ ル ・ 伊 奈 衛 生 岡 冨 ・ 伊 奈 ポυパコ

I n白 伊 奈 製 岡 練 武S 社

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 新 町 南 通1- 62 T E L  532- 6081肘)
本 社 愛 知 県 常 滑 市

L A F  リミットロードエヤーホイJ レファン

L E F  リミットロードアー ド7 7 ン

S A F ス ト リ ー ム ラ イ ン 7 7 ン

HA F タ ー ポ 7 7 ン

P A F プ レ ー ト 7 7 ン

MA F 多 拠 送 風 機

機

機

、

風

風

送

送

音

流

時

岬

軸

式

式

流

変

直

可

r
‘

r
ゐ

A

A

A

n

 

c

v

 

d二三Y .，In.，
T A F 軸 流 送 風 機

J OY 可 変 節 軸 流 送 風 機

マ Jν チ ウ イ ン グ 軸 流 送 風 機

温 ピ 製 耐 政 送 風 機

送 風 機
営 難 品 目

本 ヰ 土 ・ 工 場 干 536 大 阪 市城 東 区 野 江 東 之 町 2 丁 目 ! 番 地

電 話 大 阪 ( 06) 9  3  1  - 7  8  0  2  ( 代)

東 京 出 張 所 〒 113 東 京 都文 京 区 湯 島 4 T 目 6 番 1 7 号

電 信 東 京 ( 03) 8  1  4  - 6  6  5  1  ( 代)

九 州 出 張 所 〒 812 福 岡 市 博 多 区 下 呉 服 町 5 番 2 1号

電 話 福 岡 ( 092) 2  8  1 ー 7 3  9  6 番

株 式 会 社 谷 山 鍛 工 所

快適なオフィスの

環境づくりには

やっt: f りすぐれた

製品か: 必要です;

回目

目減“ 一子. . . . . . ショヨv 椋 式 会 祉

大 阪 営 輯 所 5 5 0 大 阪 市 西 区 本 田 三番 町 38 辰己ピル

T  E し (06) 5  8  I  - I  I  3  I  

組 販 売1百 三 井 物 窟 醐 三 聾 商 事 附 往 左 商事 側
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キ. "".  

つ

社

..-0、

2 玄

j歴柏 原

電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471 )  0  
2  4  

大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

'J  

ヤ

マ

ト議

渓

」

イ

自

巾

+

干

草

m

主

石

、
1

1

1

1
》

i

t

-

-

J

に

に

火
'
+
叶

J而

付

付

全

吹

塗

完

， 戸

〆' 〆 y インヲ片7・・・カラーストーン・・・研出し仕上/

( 旭化成ミュ- ) レコート・セット品 )

ｾＵＭＭＺＺＧＺＺＱ・スト Ｍｺ｢
ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

ｾ＠

( 旭化成ミュ- ) レコート・セッ卜品 )

- カ タ ロ グ お送 りします

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株) 九州l 新 興 建 材 工 業 一

d議

青 株 式

発

売

元

- 全 国 有 名 建 材 底 へ 御 閉 会 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 南 場 江 通 6 丁目 39番 地 T E L大 阪 (538) 2951 - 5・(541)57

営 業 所 東 京 ・高 槻 ・明石 ・姫路・ 四 国 ・中 国

7 6  



タ 然 え な い

わ れ な い

傍 ら な い

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

本

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( O. P. M)

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C . P . M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C . S . P . M)

t皮 板 規 格 S 小 波 S 大 波 V 波 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ポ 波

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

ョｔｴ ｉｊｉ ンヲ ｊｬ 異 Ｙｊｾ 製造株式会祉

キ土 兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ピ ル 電 話 大 阪 ( 412 ) 5131代 表

東 京 支 社 及 工 場 鴻 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 佳 話 蕨 ( 42 )  3115 - 8  

大 阪 支 社 及 工 犠 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  電 話 大 阪 ( 488) 1081代 表

九 州 支 I苫 及 エ 渇 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末 電 話 八橋 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 支 J吉 及 エ 湯 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24第 2中 経 ピ J レ 電 話 名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4

モルタル・コンクリート用

ご一報次第

カタログ進呈します

牢マ ノ ー ル 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 綴 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

* A E 効 果 に よ り 適 誌 の 空 気 を 述 行 し 、 気 孔 を 閉 避 す る こ と な く セ メ ン ト ・プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 活 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

* セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の 腐蝕・ 腐 朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・防 湿 効 力 は 恒 久 的 で す 。

その他マノール製品

急 結 材 ・ 接 着 剤 ・ ｾｉｊ 離剤・早強剤・防凍剤

Z Z : : : ' -I - ( セメント起泡淘0・z F S E A - (22Z22)  

関 東 営 業 所

東 北 営 業 所

盛 岡 営 業 所

大 阪 営 業 所

セ メ ン ト 混 和 剤 ・ 肋 材 綜 千 ト メ ー カ 一

株式ｾＢＧｉｉＺｉｉｾ ＱＮＮＮＮＮ ーＮ・咽ｾ ... 

会社....，..唱・- ... 晶園管ー園田

東 京 都 品 川 区 大 井 1 ー 15 - 1  f i '  東 京 ( 774) 4111 代 表

茨 城 県 土 浦 市 大 町 1 2 1 3  まま 土 浦 ( 21)  5  1  8  9  

初 }:h 県 稲 島 市 下 野 寺 字 遠 原 f i '  福 j; 』 ( 34)  7  1  1  1  

岩 手 県 政 岡 市 南 大 通 3 ー 12- 50 乞宝 盛 岡 ( 24)  0  2  1  3  

大 阪 市 東 成 区 東 中 本 2 ー 17 - 26 乞E 大 阪 ( 971) 4  7  6  5  
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1;ー 「「一一一一一- - - ，

「一一一一一一一「

「一一一一「

「一一一一一「

「一一一一-，

問 題 圃

- 用途! こ応じて選べる1.3m'( O.4坪) から

6.6附 ( 2坪) まて酬の豊富な8 機種

・素材はさびを知らない特殊カラー鋼板

・色はクリームとローズのツートンカラー

t  ， I  

※マンション ・団地などのベランダに

ヨド物置ミニガ好評です。

ー・・・ 「 ー . 志 社 大阪市東区南麻町 4 丁目話番地 千541 n (国 ) 245ー1111

・・・・・I U I 東京支社 東京都中失区八丁堀 4丁目 3番地 l 号( 軍嶋高市ピル) 〒 104 n (03) 白 1ー 1171

h  司ーー. 圃巴圃a・ 宮 祭 所 札幌( 251) 47n 仙台 (25) 市91 ・制品 ( 28) 3784・千葉 (4羽 田25 東 京 ( 551) 1171 

・・・ ｅ 市ヨ ｉｉ ｫ ｙ ｊ， ｾ日 ・ 4賞Jl (641 ) 9123高 崎 (61 ) 1281・静岡(53) ∞19 ') ; 山( 32) 2804 . 名古屋 (571 ) 2421 

守阪 ( 245) 120卜広J ! ， (48) 割 引 ー高 松 ( 34) 3611 福岡 ( 781) 回35

おしゃれな

ヨドコウの生活関連商毘

- ヨド物置の看板のお居、または全国有名百貨后でお求めください。 It 

最 高 の コ ン ク リ ー ト を 最 良 の 減 水 剤 で ・ ・ ・ . グ

- 特 許 コ ン ク リ ー ト 減 水 剤 - 各 種 擁 壁 工 事 ・ 宅 地 造 成 用

国 .，.主竺1 .

. フ ッ 素 樹 脂 加 工

〈そ の 他 製 造 及 び 取 扱 い 商 品〉

・ ガ或フ}く斉IJ リ グ コ ン

. A E 南l リ グ ポ ー ル

・ 建 設 資 材 全 般

・ コ ン ク リ 一 卜 二 次製 品

会カタロクご入用の方は本誌名記入の上 ご一報下さい。

。

⑩ 神 戸 材 料 株 式 会 葬 土

78  

ヱ|支 社 神 戸 市 辞 令 区 熊 内 町 1 丁 目 3 7  f i 078( 231) 1421 ( 代 )

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 内 神 田 1丁 目 12- 12 ( 美 土 代 ビ ル ) f i 03 ( 294 ) 6167 ・6 177

九 州 営 業 所 福 岡 市 中 央 区 笹 田 2 丁 目 1 6 - 7 宮 092. ( 731 ) 2  4  7  7  

北 海 道 出 張 所 函 館 市 古 川 町 8 番 6 号 宮 01 38 ( 41 )  7  8  7  4  
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真
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完
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⑫東西アス協組

防水なら・・・という自信は、一朝一夕では生まれません。

東西アス、生まれて 20年。写真集はその歩みの集約です二

合
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岡
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防水に専心し、業界に先進する東西アね i

今日までの積み重ねをバネとして、新た

東西アス責任施工による実績( 累計)

マ 東西アスフ則岬業協同組合

田島ルーフインク" 株式会社

大阪 : 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1- 74 電話 ( 06)443-0431

東京 : 東京都千代田区岩本町3ー|卜 13 電話 ( 03) 862-8531
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昭

和

印

年

間

月

泊

日

発

行

(

毎

月

l

回

お

日

発

行

)

昭

和

田

年

3

月

旧

日

第

3

種

郵

便

物

認

可

福祉の国からやってきた。

第

日

輯

第

山

号

日 ョ ト ヨi L: J 日F:JI'::J:::J.ヨF: J 日F長 尺 吸 音 床 材

- 規格・組成

品 名 規 格 事且 成 色 数

アコスチ l車 幅 長 表 層 : 塩化ビニール樹脂80%

( 一般用 ) 3. 5nwn x  184cm x  25m 
可塑剤、顔料、安定20%  

7 色

ｾｊ＠
ジ ム

発泡層 : 滋化ビニール樹脂
1 色

5.5nwnx  184cmx 21m 

(体育館専用 ) 可鑓剤 ( グリー ン)

スウェーテコ什士会保証が高度にすす八て

病院、学校、老人ホーム、図書館、体育施設などの

あらゆ る公共施設が、もっとも充実してL 、る因。

この人 間 中心の土壌から生みTごさ れた、画期 的な長尺床材、

ことに吸音性 、断熱性にすわれた ヒューマンな床材、

これがア コスチフ ロア、ターケットジムフ ロアて‘ 本

定

価

六

百

円

(
送

料

共

)

- 使用接着剤一一一標準工法一一一セメン 卜L

耐水工法一一一一セメ ントN E P

・白 地部介は合わせ切円で施工、

特に耐水性を要求される箇所では 白地溶接施工。

価格ー ....... アコスチフロア - 4，800円1m・( 材工共)

ターケ ットジムフ ロア - 9，200円/ 附( 材工共)

耐水工法は 2∞円1m
' 高。溶接は 300円1m

' 高。

(価格はいずれも 30 0 m' 以上の場合)

アコスチフ ロア、タ ーケッ トジ、ムフロア! . i 、その機 能面、施工面に

おけ る独特 のメ リッ卜によ り、

北 欧 はじめ欧米 各 国の著名な設計者によって採用さ れ、

Z要 建 築物 に数 多 くイ変われてL、ますL

そして l ' ;I: や“世 界 の 床 材" “ 新 し い 時 代 の 床 材" として

高い評 価 を受けてL 、ます二

そのア コスチフロア、ターケ・ノトジムフロアが

日本にもやって きたのですL

+!+T， 山tt
、・ｾ MADE IN SWEDEN 
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